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　　　　　プロローグ











　旧きゆう暦れき十月の異い称しようを神無かんな月づきともうします。

　日本国中津つ々つ浦うら々うらの八や百お万よろずの神様たちが日ひ頃ごろの仕事を放って神社を留る守すにし、出雲いづも大たい社しやに一いつ斉せいに押おし寄よせる月間にございます。出雲いづもの国くににおいては反対に神かみ在あり月づきと呼よばれております。

　ここでは神しん議ぎを執とり、各おの々おの情じよう報ほう交こう換かんを行うのが慣ならわしでございますが、実じつ際さいのところ神様たちは皆みな一様に一年の苦労を労ねぎらって、地元の特産品を持じ参さんし飲めや唄うたえのドンチャン騒さわぎをおっ始めるのでございます。口々に上る人間たちに対する不平不満は今年も絶ぜつ好こう調ちよう。あないたわし、と不幸自じ慢まんに花を咲かせておられます。何百年と刻ときを数えても変わることのない光景。わたくしめのような下々の人間風ふ情ぜいには拝はい見けんすることも叶かなわぬ絢けん爛らんの席と拝かい聴ちようしておりますが、この度たびもまた大いに盛もり上あがったことでしょう。

　どのような神様が出席なさったか、でございますか。わたくしめはその場に居い合あわせておりませんう故ゆえ、軽けい々けいに語るのは畏おそれ多いことではござりませぬか。そうですか。わかりました。

　聞くところによりますと、かの有名な風ふう神じん様・雷らい神じん様、各地にて伝でん承しようのある竜りゆう神じん様とその系けい譜ふの皆様方、海・山・川に棲すんでおられます自し然ぜん霊れい様など、多くの神様がご出席になりました。八百万とは申しますが、それはやはり無む限げんと言っても過言ではないかと存じます。名も無い付つく喪も神がみ様を合わせますととても数え切れるものではございません。

　そんな無数の神様たちの口こう上じようには耳を塞ふさぎたくなることばかり上がります。

「人間とは身勝手なものじゃ。普ふ段だんはわしらのことを気にもかけぬくせに、いざというときに限かぎって頼たよってくる。信心とは常つねより抱いだくものであり、積み重ねることでわしらはその人間に恵みを授さずけるのじゃ。それを知らぬ」

「男女の縁えんなどこれほど身勝手なものはないぞ。遊び半分でやって来たくせに結ばれぬと知ると御ご利り益やくがないとふれ回るのだ。ふん。意中の者がおるならばわしを頼る前に己おのれを磨みがけというのじゃ。くそう、腹の立つ」

「わしなど、おまえ、ここ十年程ほど供く物もつがないのじゃぞっ。偶たまに、近所の悪ガキが乾ひ涸からびたカエルの死し骸がいを置いていきよる。どないせえっちゅうのじゃー」

　人間を代表して深くお詫わび申し上げます。

　さて。宴えんもたけなわを過ぎた頃ころ合あいでありましょうか。

　明日、出雲大社を出立なさる神様たちは挨あい拶さつもそこそこに退たい出しゆつの準じゆん備びに取りかかりなさった。大社により近い神社に居きよを構える神様たちはゆっくりしたものでございます。席を立つ神もあれは御お猪口ちよこの酒を注ぎ足す神もあり。ラッシュアワーの如ごとく雑然としておりまして、宴うたげのときよりも騒そう々ぞうしい状じよう況きようでございます。

　締しめの言葉があちらこちらから上がりますれども、こうも騒さわがしいと音おん頭どの一つに聞こえてなりませぬ。宴うたげは終わるようでいて急加速するのでございます。

　神様の一人が後うしろ髪がみ引かれる思いをなんとか断たち切きって広間を退たい出しゆつしようとなさったときでございます。ぽつり、と呟つぶやく声が聞こえたのです。

「──わし、もう疲つかれた」

　喧けん噪そうにあった広間は、しん、と静まり返りました。この溜ため息いきを吐つくように呟かれた言葉がまさかあれほどの惨さん事じを招まねくことになろうとは、たとえ神様であっても予想しえなかったであろうと存ぞんじます。ええ。身に染しみて存じます。

　波は紋もんが水面みなもを往ゆくが如ごとく、「疲れた」という呟きが他の神様の口々に上ります。帰かえり支じ度たくが整い、いざ帰き郷きようせんと構かまえていた神様までも、「わしも」と言って脱だつ力りよくしその場に座すわり込こむほどでありました。

　八や百お万よろずの神様たちは申し合わせたように、溜め息を吐き、ふて寝ねし出したのでございます。

　この日を境さかいに、日本国中津つ々つ浦うら々うらの神様が一いつ斉せいに職しよく務むをボイコットしやがりました。神のくせしてストライキでございます。何様だこのやろう。

　かくして、わたくしこと品しな部べ人じん永えいは、神の気まぐれか、はたまた運命の悪戯いたずらか、いやいや神様のワガママにより『語り部』として生きることを押おしつけられ人生をめちゃくちゃにされたのでございます。恨うらんでも恨みきれません。一体誰だれを殴なぐればよいのでしょう。




　つーか、最初に「疲れた」発言しやがった神様はどこのどいつだ。出てこい。ぶっとばしてやるから。（『神しん怒ど記き』冒ぼう頭とうより抜ばつ粋すい）
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　雲一つない晴天の下、晴れやかな笑顔が通りを行き交う。

　休日は若者で賑にぎわう繁はん華か街がいは、天てん候こうに恵まれたこともあって、午後を迎える頃ころには喧けん騒そうがピークに達していた。何なに気げない雑談で笑い合う集団、手を繋つなぎはにかむ恋人たち、子供のはしゃぎ声に笑みを浮うかべる年若い夫婦。世界中の幸せを凝ぎよう縮しゆくしたかのような景色の中において、その男もまた例外ではなく幸福を噛かみ締しめていた。

「わあ、すごーい！　人じん永えいさんってこういうのも得意なんですねぇ！」

　ゲームセンターの中、クレーンゲームの前で肩かたを寄せ合う男女。

　たった一回の挑ちよう戦せんで取った景品のヌイグルミを差し出すと、女は男の腕うでに抱だきついた。

「この人形欲しかったの！　ありがとうございますぅ！　わたし、可か愛わいいヌイグルミに目がなくってぇ！」

「そいつはよかった。偶ぐう然ぜん取れたのが、君の欲しがっていた人形だっただけなんだけどね」

「嘘うそですよぉ！　ちゃんと狙ねらってたの見てましたもん！　なんかー、すっごい慣なれた感じだし。いっつもこうやって女の子喜ばせてるんですかぁ？」

「まさか。子供の頃以来だよ、このゲームしたの。ただ、君の喜ぶ顔が見たかったから実力以上のものが出たんじゃないかな」

「あはははっ！　すっごいキザ～。でも嬉うれしいかも～」

「……ぼ、僕も嬉しいよ」

「…」

　ギュッと押おしつけられる胸むねの感かん触しよくに男の頬ほおもだらしなく歪ゆがむ。そこに幸せが凝縮されていた。

　人ひと込ごみの中でもこのカップルは際きわ立だって見えた。女は女子大生だろうか、垢あか抜ぬけた感はあるが顔立ちにどこか幼おさなさを残していて可愛らしい印いん象しようを与あたえる。男は高級そうなジャケットを纏まとい、何気ない素そ振ぶりから大人の余よ裕ゆうを窺うかがわせている。一見すれば美男美女のカップル。人目を引くのも無理はないのだが───。

「人永さんってぇ、喫バ茶イ店トの女の子の間で人気あるんですよぉ。知ってました？」

「へぇ。初耳だな。通った甲か斐いがあったかな」

「会社ってお店から随ずい分ぶん離はなれてますよね？　どうしてわざわざ来てくれるんですか？」

　男はさりげなく肩に腕を回し、もう片かた方ほうの手で彼女の手を握にぎる。

「もちろん、君に会いにさ」

「っ」

　見つめ合う。頭一つ分背せの低い彼女は男を潤うるんだ瞳ひとみで見上げた。見ていて恥はずかしくなるようなやり取りをしているのに、なぜかフロア中の視し線せんがそのカップルに集中していた。

　数秒の間を置いて、女は吹き出した。

「あはははっ！　人永さんって本当に面おも白しろいですね！　冗じよう談だんばっかり言うんだから！」

「え、あの、冗談じゃなくてさ、」

「わたしも好きですよぉ。初めてお会いしたときに惚ほれちゃいましたもん！」

「マジで!?」

「！」

　男は内心でガッツポーズを決める。そんなことならもっと早く誘さそっておけばよかった。彼女の視し線せんが頭上に向いているのが気になったが、そんなことはどうでもいい。畳たたみかけるように言葉を繋つなぐ。

「この後どうする？　どこでも好きな場所に連れて行ってあげるよ」

　頭の中が今後の予定でめくるめく。今夜は帰さねえぜ、とばかりに熱い眼まな差ざしを彼女に向けた。しかし、女は残念そうに首を振ふった。

「ごめんなさぁい！　この後約束があるんですよぉ。なので、ここでお別れです」

「そ、そんな……っ!?」

　焦あせる。この日のために用意したデートプランは半分も消化されていない。半ば本気で落としにかかっていただけに、彼女の言葉は男を落らく胆たんさせる。

　とは言え、あまり強引に引き止めると逆ぎやく効こう果かになることを男は知っているので、今日のところは素す直なおに引き下がることにする。釣つりとナンパは長なが丁ちよう場ばが基本なのである。

「……残念だな。もう少し君と過ごしたかったのに」

「わたしも人じん永えいさんの面おも白しろい話もっと聞きたかったです。また誘ってくださいね？」

「もちろんさ。君が望むならいつだって会いに行くよ」

　握にぎる掌てのひらに力を込める。真しん剣けんに、真まっ直すぐに、想いを言葉に乗せる。

　場所も弁わきまえず愛を告白する男の姿すがたはあまりにも滑こつ稽けいであり、しかし愚ぐ直ちよくなまでに誠せい実じつさを貫つらぬいていた。その目は彼女しか見えていない。周囲の視し線せんも雑音も気にならない。笑いたければ笑うがいい。軟なん弱じやくだと非ひ難なんされても構かまわない。愛する女を笑わせるためなら喜んで道化を演えんじてみせる。ここに男の中の男がいた。

　だが、甘い囁ささやきは女のツボを刺し激げきするだけだった。男の背せ中なかをバシバシ叩たたき、

「あっははは！　やだもう、人永さんったら！　冗じよう談だんは頭に憑ついてるヌイグルミだけにしてくださいよぉ！」

「……………」

「…」

「あー、おっかしぃ！　真ま面じ目めなセリフがこんなに似に合あわない人って珍めずらしいですよね。人永さん、そのギャグ最高！　あ、いっけない！　もう行かなきゃ！」

「えっ!?　ちょ、ちょっと、待って……っ!?」

　腕うで時計を確かく認にんすると男の腕からするりと抜ぬけ出だして、女は満面の笑みで振り返る。

「えへへ～、ポコちゃんとデートしたことみんなに自じ慢まんしなくっちゃ！　じゃーねー、ポコちゃん！　人永さんに飽あきたらいつでも来ていいからねーっ！　また会おうね～っ！」

　女は男の頭上に手を振ふりながら小走りで店を出て行く。ゲームセンターはけたたましいＢＧＭと電子音に溢あふれかえっていたが、その場にいる誰だれもが言葉を失い奇き妙みような静せい寂じやくに包まれた。格かく闘とうゲームの筐きよう体たいが『ファイト！』と叫さけび、我に返った従じゆう業ぎよう員いんと客はわざとらしいくらいに別の作業を始めるが、周囲の視し線せんは余あますことなく呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす男のある部分に集中した。

　男の頭上。

　日本人形を模もして作られたようなヌイグルミがうつ伏ぶせに張はり付ついており、立ち去った女に手を振り続けていた。ハッと思い出したように男を見下ろす。

「じんえい」

　舌した足たらずな幼よう女じよの声こわ音ねでヌイグルミが喋しやべった。

「………………なんだよ？」

　声に先ほどまでの力はない。肩かたを落とすその背せ中なかに何ともいえない哀あい愁しゆうが漂ただよう。

「なんだよへッポコ。ゲームしたいなら勝手にしてこい」

　忌いま々いましげに己おのれの頭上を見上げる。ヌイグルミは思案するように真ん丸な眼まなこを泳がせて、小さい真ん丸な掌てのひらで男の額ひたいをペシペシと叩たたき、上じよう機き嫌げんに声を弾はずませた。

「どんまい！」

「……………うぜえ」

　ヌイグルミに慰なぐさめられたことが悔くやしくて、本気にされなかったことがこの上なく悲しくて、男──品しな部べ人じん永えいは人目も憚はばからず膝ひざをついておいおいと泣くのだった。




　　　　＊




　品部人永は、『ある意味』幸福な男である。




　性別、男性。年ねん齢れい、二十四歳さい。職業、セールスマン。家族構こう成せい、父・母・姉。好きなものは女性で、好きなことはデート。座ざ右ゆうの銘めいは「終わりよければすべてよし」。過か程ていに拘こだわらず結果のみを優ゆう先せんするというとても前向きな人物である。

　いつも女のケツを追いかけ回している人永だが、ルックスは別べつ段だんまずいわけでもなく、女性の前でなら紳しん士し的てきに振ふる舞まえる器用さも兼かね備そなえている。にもかかわらず、最後には必ず逃にげられてしまう。実じつ際さい、彼に少なからず好意を寄せる女性はこれまで数多くいたが、どうしてもあと一歩及およばないのだ。

　人永は、その原げん因いんを誰だれよりも理り解かいしている。

「よ。昨日、デートだったんだろ？　またフラれたか」

「もう。そんな怖こわい顔しないでよ。せっかくのチャームポイントが台無しよ？」

「はっはっはっ。いやいや、ナンパに精せいを出すのもいいが、口説くのなら顧こ客きやく相手に絞しぼってもらいたいものだ。せっかくの話のネタだ。ビジネスにだけ専せん念ねんしてもらえんかね」

　同どう僚りようや上じよう司しが朝の挨あい拶さつ代わりにそんなことを言った。いつも通りの決きまり文もん句くに人じん永えいはいちいち返事もせず、自社の商品カタログに視し線せんを落とす。販はん促そくしている健康器具や化け粧しよう品ひん、さらに食品の在ざい庫この数量を把は握あくし、顧こ客きやくリストと照らし合わせて何をどこに売り込みに行くかを頭の中で整理していた。仕事の邪じや魔まだと言わんばかりに無む視しを決め込むが、同僚たちは引き下がる気配を見せない。朝礼までまだ時間があった。

「じんえい君って得だよね。初対面の人でもすぐに打うち解とけちゃう武ぶ器きがあるんだもん」

「ずるいよな。お得意さんの中にさ、今度はじんえいも連れてきてくれって声が上がるんだぜ。オレ、面めん目ぼくねえよ」

　何度繰くり返かえされてきた会話だろうか。飽あきもせずに並ならべられるやっかみには親しみさえ込められている。本気で羨うらやんでいるという声せい質しつではない。

　人永の周りにはいつも人が集まった。それは人永の人じん徳とくの為なせるものだけじゃないことくらい、人永は自覚している。それが余よ計けいに腹立たしい。

「どうだろう。今度我が社オリジナルでヌイグルミなど作ってみようか。イメージキャラクターとして売り出せば宣せん伝でんにもなるぞ」

「あ、それいいですよ部長。やりましょ、やりましょ。ね、やった方がいいよね、ポコちゃん」

「あい」

　人永の頭の上でヌイグルミがコロコロ笑いながら、人永の額ひたいをペシペシ叩たたく。人永は黙だまったままヌイグルミを掴つかんで引ひき離はなし、脇わきに置いてあるゴミ箱に落とした。ヌイグルミはゴミ箱から顔を出し、真ん丸眼まなこで人永を見上げた。
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「じんえい」

「………」

「じぇらしー？」

「ああ、もう、うぜえよテメェ！」

　抑おさえ込こんでいた苛いら々いらが爆ばく発はつしたのは人永だけで、他の者たちは皆みなヌイグルミの愛らしさに胸むねをときめかせていた。人永は頭を抱かかえて机に突つっ伏ぷした。もう、嫌いやになる。

　ヌイグルミは、そのように見えるだけで実はヌイグルミではない。かと言って生物でもロボットでもなかった。全長約三十センチ、体重は百グラムにも満たない。長く伸のばした黒くろ髪かみと鮮あざやかな柿かき色いろの地に牡ぼ丹たんの花が飾かざられた着物を纏まとったその姿すがたは日本人形のようにしか見えない。

　人永の頭の上に憑ついている「それ」は、何を隠かくそう神様なのである。

　名前はヘッポコ。ヘッポコ教のヘッポコ神だ。真ま名なは真ま面じ目めな長ったらしいものであったと思うのだが、人永は憶おぼえていない。口くち下べ手たで単語でしか喋しやべれないヘッポコから真名が明かされることもなく、人永も別べつ段だん興きよう味みがなく、頭の上に乗っかる以外役に立たないのでヘッポコと呼よんでいた。見た目の愛らしさに似に付つかわしいということで、「ヘッポコ」という悪口はいつしか愛あい称しようとして親しまれるようになっていた。

　どうして人じん永えいの頭の上に取とり憑ついているのか。それを説明できるものはヘッポコを含ふくめて誰だれもいない。ヘッポコは単純に口くち下べ手ただから理由を説明できないのだが、当の人永も物心ついたときにはすでに頭の上にくっつけていたので本当に知らなかった。ある日、外で遊んで帰ってきた息子の頭に奇き怪かいなものが取り憑いていたのだから、両親は大変取とり乱みだしたそうだ。神社に御お祓はらいに行ったところ、神かん主ぬしに縁えん起ぎが良いと言われたので無理に祓わなかったらしいのだ。息子に一体何があったのかと心配するより幸運が我が家に転がってきたことを喜んだ両親を、人永は未だに恨うらんでいる。

「おいおい、品しな部べ、もう少しヘッポコ君を労ねぎらってやったらどうだね。君の業績は今月もトップだ。それもこれもすべてヘッポコ君のおかげだろう」

　部長の窘たしなめる言葉は、事実であるからこそ耳に痛いたい。

　押おし売うり営業は門もん前ぜん払ばらいされるのが当たり前で、運良く取り次ぎがなされた場合でもそこから相手を籠ろう絡らくさせる話わ術じゆつが無ければ商しよう談だんは成立しない。顧こ客きやくの多くは主婦であり、こういった押し売りと日夜格かく闘とうを続ける主婦たちを丸め込むのは至し難なんの業わざなのだ。顧客の興きよう味みを惹ひきつつ、自社が信用に足る会社であることをアピールするには営業マンの人じん格かくが鍵かぎとなる。たとえ作り笑顔であろうと長年かければ本物になるように、この手の商売は年ねん季きを必要とするのだ。セールスマンは場数が命。何度も失敗を繰くり返かえしてようやく風格と技ぎ術じゆつが身につくのである。ベテランならいざ知らず、若手の人じん永えいが風格や技ぎ術じゆつを身につけるにはまだまだ未み熟じゆくと言えただろう。しかし、業ぎよう績せきは常つねにトップクラス。その功こうはすべてヘッポコのおかげであった。

　ヘッポコを頭に乗せているだけで会話の取っかかりが生まれ、神様に愛されている人間ともなれば確かく実じつに信用は芽め生ばえる。とんとん拍びよう子しに商談は成立し、飛び込み営業の一いち見げんさんでさえもリピーターにしてしまう威い力りよくがヘッポコにはあるのだ。

　品しな部べ人永は、『ある意味』幸福な男であった。

　ヘッポコのおかげで可か愛わいい女の子とすぐにお友達になれる。しかし、ヘッポコのせいで本気にされないのだ。

　仕事運より愛が欲しい、品部人永二十四歳さいの冬であった。

　朝礼を終えて同どう僚りようたちが業ぎよう務むに取りかかり始めると、人永は机の上で転がっているヘッポコに目もくれず足早に机の脇わきを通り過ぎた。その折にヘッポコは人永の背せ中なかに飛びついて這はい登のぼり、人永の頭上まで辿たどり着つくと、はぅ、と一息吐つく。人永はそれに反はん応のうも示さず事務所を出て、今日もまた営業に繰くり出だすのだった。




　　　　＊




　たまに、込み合う社員食堂を避さけて近くの公園で昼食を取ることがある。それは、冬とは思えないような陽よう気きに恵まれたときに限かぎるが、新しん鮮せんさというスパイスが食欲を煽あおり、コンビニ弁べん当とうであっても美び味みに感じられるから不思議だ。仲の良い同僚を引き連れて、芝生しばふに敷しいたレジャーシートの上でお弁当を広げた。

「ポコちゃん、昆こ布ぶ巻まきあげるからこっちおいで」

　女性社員のお誘さそいにヘッポコは「あい！」と嬉うれしそうに声を上げ、人永の頭から同僚の膝ひざの上に跳ちよう躍やくした。ヘッポコの餌え付づけは若い女性社員の間で密ひそかなブームになっているらしく、ヘッポコ目当てで声をかけられることが人永は面おも白しろくなかった。

　今餌付けにチャレンジしている同僚は知らない仲でもないので別に構かまわないけれど。

「どうした人永。浮うかない顔して」

「別に。ただヘッポコの浅ましさに呆あきれていただけさ」

「いいじゃないか。その分食しよく費ひも浮くだろう」

「そこらの犬いぬ猫ねこと一いつ緒しよにするな。こいつの胃い袋ぶくろは無む制せい限げんなんだぜ？　食い物が目につけば時と場所を選ばずにねだってきやがる。お得意先でお茶ちや菓が子しを催さい促そくしやがったときはどんな顔していいかわからなくなる」

「ははっ。けど、先方も満まん更ざらでもない顔するんだろ？　ヘッポコはやっぱり福の神なんだよ」

　他ひ人と事ごとだと思って勝手なことを言う。確たしかにそれでまとまった商談は一つや二つではない。しかし、それを有あり難がたいと思えるほど人永は素す直なおになれなかった。ヘッポコの卑いやしさを武ぶ器きにしている自分がどうしようもなく情なさけなく思えてならないからだ。

「しかし、ヘッポコってやっぱり変わってるよな。現げん界かいしている神様って、もうヘッポコくらいしかいないんじゃないのかな」

　同どう僚りようの一人がサンドイッチをつまみながらそう言った。

「去年の、……いつだっけ？　全国の神様が一いつ斉せいにいなくなったじゃん。あれ、結けつ構こう社会問題になってるらしいよ」

「そうそう。初はつ詣もうで客きやくが激げき減げんしたんだって。あたしも彼氏と一いつ緒しよに行こうとしたんだけど、彼が願がん掛かけする神様がいないなら行く意味ないって断ことわってきたんだっけ」

「どうして神様は姿すがたを消したんだろうね」

　同僚たちは、うーん、と首を傾かしげる。人永はどうでもよさそうに缶かんコーヒーに口をつけた。

　お伽とぎ噺ばなしの中にしか登場しない神様たちが全国規き模ぼで現界したのが二十年ほど前の話だ。

　全国の神社仏ぶつ閣かくに突とつ如じよとして現れた神様たちは自ら超ちよう常じよう現げん象しようを巻まき起おこして神しん格かくを示し、強引にその存そん在ざいを世間に知らしめた。信しん仰こう者しややマスコミは熱ねつ狂きようし、信仰のあまり深くない人々もこの騒そう動どうに注目し、教徒以上に信仰が深い神学者と物理と数学で対たい抗こうする科学者が互たがいに論ろん争そうを激げき化かさせる中で、一番混こん乱らんしたのはおそらく政府関係者だった。

　神様が人間に要求してきたものは、人じん権けんもとい『神じん権けん』であったという。ただこの存在を法的に認みとめてくれればよい、とそう言ってきたのである。その内容は参さん政せい権けんや社会権といった人間社会での生活の基き盤ばんの確かく保ほではなく、神の世界に土足で踏ふみ込こむなという禁きん止し令れいに近い。

　侵おかすべからず、と示したものは以下の通り。すなわち、神社仏閣等の神の住じゆう居きよへの無む断だん侵しん入にゆう。供く物もつや祈き祷とうの断だん絶ぜつ。神しん界かいの調ちよう査さ、または神個人のプライバシーへの干かん渉しよう。文面に記されると規き制せいがかけられた印いん象しようを受けるが、よくよく考えてみると神様が現界する以前と何ら変わるものではなかった。つまり、神様は実じつ際さいにいて人間と同じように実体を持って生活するけれど人間社会には干渉しないのでそこんところヨロシク、と言いたいわけだ。

　神様が現界したことによる社会的な影えい響きようは何もなく、ただ混こん乱らんを招まねいたに過ぎなかった。目に見える形で神様を認にん識しきできるようになっただけだ。神権とは、もっと神様を崇あがめろよ人間、という神様側からの要求なのである。

　問題は山積みである。いくらこちら側に干渉しないと言っても、人間が法を作る限かぎり落おとし穴あなはいくつも存在する。神が下す天てん罰ばつに犯はん罪ざい性せいはないのか、とか。祈き願がんして成じよう就じゆする願いに対して不当性を糾きゆう弾だんすることは可か能のうなのか、とか。

　問とい質ただせば、神様は笑ってこう言った。

『これまで通りでいなさい。ただ姿が見えるというだけで、おまえさんたちは手も足も出せんのだから。崇めてくださればそれで結けつ構こうよ』

　だったら初めから出て来んなよ、と多くの人は思ったはずである。

　ともあれ二十年の歳さい月げつはこの天てん変ぺん地ち異いをほどよく淘とう汰たし尽つくし、一部で宗しゆう教きよう争いが過熱するものの、世間は神の現げん界かいに慣なれきってしまっていた。人じん永えいだけが思う。不幸なのは、そんな時代に生まれてしまったことであると。

　そして、何がきっかけかは知らないが、ヘッポコ以外の神様が雲くも隠がくれしてしまった今の状じよう況きようをざまあみろと思うのだ。今一度神に願おう。ヘッポコよ、さっさとどっかに行ってくれ。

　頭の上に戻もどってきたヘッポコが、人永の考えていることがわかるのか、人永の額ひたいを一ひと際きわ強くペシペシと叩たたくのだった。

　昼休みが終わりに差しかかったとき、公園に営業部の部長がやって来た。人永たちは立ち上がって挨あい拶さつした。

「お疲つかれ様さまです。部長も外で昼食ですか？」

「ああ、違ちがう違う。品しな部べを探さがしてたんだよ」

「え!?　私を、ですか」

　客からのクレーム電話でもあったのか、と人永は身み構がまえたが、部長の態たい度どからはそういった気配は見られなかった。ただ、困こん惑わくに近い表情を浮うかべていた。

「その、実は、品部に会いたいというお客さんが来ていてな。それが、なんと言うか、」

　部長自身、あまり事じ態たいを飲み込めていないのだろう。なかなか先を話さないので人永から尋たずねた。

「一体誰だれが私を訪たずねて来たんです？」

　部長は一ひと呼こ吸きゆう置いてから、渋しぶい顔をして言った。

「政府の職員が来とるんだが、君、何か知っとるかね？」







　差し出された名めい刺しに刷すられた文字を目で追って、人永は顔を上げた。

「文化庁？」

　スーツ姿すがたの女性はにっこりと笑った。上着の合間から覗のぞくパリッとした白いシャツが身分の高さを誇ほこっているように見えた。

「はい。わたくし、文化庁文化部から参まいりました、高たか峰みね小こ町まちと申します」

　小町は深々と頭を下げて挨拶した。そして、人永の頭に乗ったヘッポコを視し界かいに入れて眼鏡の向こうにある両目を僅わずかに細める。

「本日は、品部人永様に折り入ってご相談がございます。どうぞよろしくお願いします」

「品部人永です。……こちらこそよろしくお願いします！」

　人永は差し出された手を握にぎった。両手で。

「あ、あの、」

「貴女あなたのようなお美しい方は見たことがない。高峰小町さん、ああ、名前も素す敵てきだ」

「ど、どうも」

　なんという最良の日だろうか。こんな美人が俺を訪たずねてやって来るなんて、と人じん永えいは舞まい上あがり、早さつ速そく二人の世界を構こう築ちくしようと息を巻まく。が、頭の上のヘッポコが額ひたいを叩たたき、社長が咳せき払ばらいして人永の暴ぼう走そうを止める。

「さ、さ、品しな部べ君こっち座すわって。あ、あ、高たか峰みねさんもこちらへどうぞ。おい、お茶を早くお出しせんかっ」

「し、失礼いたしますっ」

　我に返り、社長に促うながされて椅い子すに座る。小こ町まちも軽く目礼するとテーブルを挟はさんで人永の正面に座った。

　応おう接せつ室しつには社長と営業部部長、そして高峰小町氏と人永の四人だけである。他の部へ屋やと造りが違ちがうのか、扉とびらを閉めると外の音が完全に遮しや断だんされてしまった。大切な客を招まねく際さいに使用される部屋だという認にん識しきはあったが、まさか自分が関わることになろうとは、と人永は今さらながら緊きん張ちようし出だす。それも社長が傍かたわらに付いての面談だ。戸と惑まどうのも無理はない。

　救すくいがあるとすれば、社長の気さくな人ひと柄がらだろうか。まるで甥おいを相手にするかのような気軽さで話しかけてくる社長は若い社員の間でもウケが良かった。人永もまた社長であるにもかかわらずざっくばらんに世間話を交わしたことがある。社長の声は場の空気を若じやつ干かん穏おだやかなものにしてくれた。

「お忙いそがしい中、お時間を取って頂いただき感かん謝しや致いたします」

「いやいや、高峰さんに出で張ばってもらって恐きよう縮しゆくなのはこちらですわ。本来なら品部に縄なわかけて出向かにゃならんところをわざわざ来て頂いたんですからな。わっはっは」

　前言撤てつ回かい。もう少し緊きん張ちよう感かんを持ってほしい。こっちはまるで話が見えないんだから。

「あの、間ま違ちがっていたらすみません。文化庁と言えば、教育の促そく進しんや文化財の保ほ護ごとかを扱あつかうところですよね？」

「ええ。その通りです」

　ますます話が見えない。わざわざ人永を訪ねてくるのだからなんらかの関わりがあるはずなのだが。一切心当たりがなく、もしかしたら「政府云うん々ぬん」という枕まくら詞ことばに意味はなくて、小町が個人的に人永に会いに来たとも考えられた。……もしかして、春の到とう来らいか？

「社長さんにはすでにお話ししましたが、改めてご説明させて頂きます」

　そう言って、足下に置いてあった鞄かばんからＡ４判ばんの用紙を取り出し、人永と部長に差し出した。社長はすでに説明されているらしいので、受け取る素そ振ぶりも見せなかった。

　用紙は全部で十枚、左上部分をホッチキスで綴とじられている。表紙に当たる一番上の一ページ目にはこう題目が記されていた。『特とく務む機関発足案（仮）』。

「……なんです、これ？」

「順を追ってご説明致します。まず先ほどの質問ですが、文化庁は正せい確かくには文部科学省の外局で、文化財の保護、芸術・スポーツの国際交流の振しん興こう、そして宗しゆう教きよう関連の行政事務を所しよ掌しようしております。────お察さつしの通り、今日伺うかがいましたのは宗しゆう教きようのことでご相談があったからです」

　宗教という単語に眉まゆを顰ひそめたのを小こ町まちは見み逃のがさなかったようだ。考えてみれば、誰かが人じん永えいを訪たずねてくる場合のほとんどはヘッポコ目当てだ。今回も例に漏もれなかったようだ。ちくしょう。一気にやる気が無くなった。

「こいつに何か用事でしょうか？」

「あい？」

　つまらなそうにヘッポコを指差す。ヘッポコも自分の顔に指を差して小町を窺うかがう。

「──それは後ほどご説明します。品しな部べ様には先に理り解かいして頂いただきたいことがございますので、まずはこちらからお話しさせて頂きます」

　小町は姿し勢せいを正して話し始めた。

「品部様もご存ぞんじの通り、八や百お万よろずの神々が人間社会に現げん界かいして二十三年が経たちました。その間に、政府は起こり得る社会問題を未然に防ふせぐべく憲けん法ぽうの改正や特とく務む機関の設せつ置ちを迅じん速そくに進め、その度たびに派は生せいする暴ぼう動どうや論争を抑おさえ込こむことに全力を注いできました。それが功こうを奏そうし、世に言う『スピリチュアル・パニック』は危き険けんレベル初期段だん階かいで食い止められ、世せ論ろんの沈ちん静せい化かにも成功しました。これが十八年前のことです。現在では、一部の政治評ひよう論ろん家かが批ひ判はんしていますが、新しく施し行こうされた憲法は国民に受け入れられているものと思われます」

　新しい憲法とは神じん権けん関連のものだろう。当時の混こん乱らんなど憶おぼえていない人永だが、小学生に上がるときにはすでに神権という言葉が当たり前のように使われていたのを思い出す。

「すべては人間と神が共きよう存ぞんできる社会を造るため。一番問題になった宗教間の論争も、信しん仰こうの自由がすでに約束されていましたので名めい誉よ毀き損そん罪ざいの条じよう項こうを修しゆう正せいする形で事無きを得ました」

　そこでいったん言葉を句く切ぎり、小町はレポートに視し線せんを落とす。だが、ページを捲めくらずに続きを話し始める。

「昨年十月、神様たちが一いつ斉せいに雲くも隠がくれしたことはご存じかと思われます。なぜ急に神様は姿すがたを消したのか。各メディアが憶おく測そくを流して必要以上に国民を煽あおるので、一つ問題が生じました。国民は集団催さい眠みんをかけられており、それは政府による戦前体制への回帰を目もく論ろんだプロジェクトの足あし掛がかりではないのか、という暴ぼう論ろんが世間に浸しん透とうしつつあるのです。もちろんこれはデマに過ぎませんが、これまで神の現界を世間に受け入れやすくするために行ってきた処しよ置ちが裏うら目めに出てしまいました。半ば強引に為なされた憲法改正や特務機関の設置がこのデマに信しん憑ぴよう性せいを与あたえてしまったのです」

　理解を求めるように小町は人永の顔を窺うかがった。人永はとりあえず頷うなずくことにした。本題が未だ見えていないので話の腰こしを折るつもりはなかった。

　小町は一つ頷くと、先を続けた。

「とは言え確かくたる証しよう拠こもないので、憶測はその域いきを越えることはありえません。人じん為い的てきトラブルは世せ論ろんを操そう作さすれば解かい決けつできます。それとは別にもう一つ、必然的トラブルが発生しました。問題はこちらです。レジュメの二枚目を見てください」

　前置きが済すんだのだろう、ようやく手て渡わたされていた用紙に出番が回った。ページを捲めくると、二枚目には数量の推すい移いを示したグラフがプリントされていた。この先十年後の日本における様々な産業の自じ給きゆう率りつが表してある。

「神様と産業の関係についてはご存ぞんじでしょうか。地ち域いきによって異ことなりますが、たいていの産業には神仏に豊作祈き願がんをするお祭まつりが存そん在ざいします。あくまでも願がん掛かけであり、疎おろそかにしたところで収しゆう穫かく率りつが大おお幅はばに変動することはありませんが、それは神様がその土地に棲すみ、加護を与えていることを前ぜん提ていにした場合の話です。……もうお気づきかと思いますが、すなわち、神様が雲くも隠がくれしたことによりその土地は活力を無くし、産業に多大な影えい響きようを及およぼす恐おそれが出てきたのです。お手元のグラフを御ご覧らんになればおわかりかと思います。十年後にはすべての産業の自給率が半はん減げんしてしまうという信じられないデータが弾はじき出だされました」

　小こ町まちは顔を上げて「ここまでで何か質問は？」と尋たずねてくる。思ったことを口にした。

「今さら、神様なんていない、とは言いませんが、このデータが正しいとされる根こん拠きよは当然おありなんでしょう？　先ほどの説明にもありましたが、集団催さい眠みんというものがデマであるとどうして言えるのか、それを教えてください」

　小町の説明には確かつ固ことした前提が見みえ隠かくれしていた。それは政府が神の存在を認みとめていることと、神が雲隠れした理由を正せい確かくに把は握あくしていることに他ならない。でなければ、この用紙に書かれた嘘うそくさいデータを自信満々に見せつけるはずがないし、メディア関係者の政府批ひ判はんとも取れる報ほう道どうや記事をデマであると無む視しするはずがない。

「そうですね。言いい忘わすれていましたが、──あ、これ、オフレコでお願いします。実は、昨年の十月末に総理の元に神様がやって来たのです。代表としてやって来たその神様はこう言ったそうです。『人間の役に立つことに疲つかれた。しばらくそっとしておいてくれや』と。そのときの記き録ろくは音声にも映えい像ぞうにも残されていますので確かく認にんできます」

「…………………………………………………」

　急に話がバカっぽくなった気がした。疲れたって、そんな理由で雲隠れかよ。ヘッポコがコロコロと笑い声を上げてジタバタはしゃぎ始める。

「神様がいなくなった土地が枯こ渇かつするケースはここ二十三年間で数件けん確認されています。ですから、このデータが荒こう唐とう無む稽けいであると笑い飛ばすことはできないのです」

「それ、世間に公表できないんですか？　言えば、少なくとも農家や工場は神様探さがしに奔ほん走そうすると思いますよ」

「もちろんそれも検けん討とういたしましたが、恐おそらく逆ぎやく効こう果かだと思います。わざわざ総理の元に『疲れた』と言いに来たくらいですから、本当に構かまってほしくないのだと思います。それを無理やり探し出そうとすれば、さらに逃にげ出だしてしまうのではないでしょうか。政府ももちろん頭を抱かかえているんですよ。大きな声では言えませんが神様が現げん界かいしてプラスになったことはありませんが、雲くも隠がくれされるとマイナス面ばかりが浮うかび上あがるのですから手に負えません」

　困こまったものです、と小こ町まち女史は本当に呆あきれたように呟つぶやいた。この人、もしかして嫌いや々いややってないか？

　そうして、人じん永えいはある結論に行き当たる。政府が人永の元を訪たずねてきた理由。もしかして、未だ現界しているヘッポコを調ちよう査さしようとしているのではないか。神様を現界させる方法、いや、その土地に縛しばりつける方法を模も索さくしているのではないか。二度と雲隠れさせない秘ひ策さくを編あみ出だそうとしているのだ。そうだ。そうに違ちがいない。

「わかりました。どうぞ持って行ってください」

　人永はおもむろにヘッポコをつまんで小町に差し出した。ヘッポコも小町も首を傾かしげている。

「あれ？　ヘッポコを解かい剖ぼうしたくて取りに来たんでしょ？」

「！」

　ヘッポコが真ん丸眼まなこを見開いて固まってしまった。小町は慌あわてて両手を振ふる。

「ち、違います。畏おそれ多くも神様を解剖などと、どうしてそういう発想に及およぶのですか？」

「ええっと、神様を土地に縛りつける方法を探さがしているのか、と」

「そんなこと致いたしません。悪い冗じよう談だんです」

　そこまで拒きよ絶ぜつされては返す言葉もない。仕方なくヘッポコを頭の上に乗せると、

「アホウ！」

　涙なみだ目めのヘッポコにものすごい勢いきおいで額ひたいを叩たたかれた。その光景にはさすがの社長も苦笑いだ。

　小町は、こほん、と咳せき払ばらいを一つ。

「続けます。三枚目を御ご覧らんください。ここからが本題です」

　ヘッポコが目当てじゃなければなんなのか。疑問に思いながらページを捲めくると、三枚目の一番上に題目として『特とく務む機関の設せつ置ち報ほう告こく』と書かれていた。

「すでにお話しした通り、今回の騒そう動どうは宗しゆう教きよう上じようの問題だけに留とどまるものではありません。多た岐きにわたる産業の衰すい退たい、そして観光客誘ゆう致ちとして特化されたお祭まつりが活気を無くせば地方にも多大な損そん失しつをもたらすことになるでしょう。もはや神様のワガママと笑っていられない状じよう況きようなのです。そこで政府は以前の状じよう態たいに戻もどすことを最重要課か題だいとし、対たい策さく本部も兼かねて、新たに諮し問もん機関を設もうけることにしました。機関名こそ決定していませんが、すでに予算が組まれ人事も完了しています。あとは」

　すう、と一ひと呼こ吸きゆう置いて、

「品しな部べ人永様、あなたが来てくださるだけでこの機関は活動を開始することができます」

「………」

　呆ぼう然ぜんとなる。突とつ然ぜんの引ひき抜ぬき勧かん告こくに頭が真っ白になった。部長も目を見開いて驚おどろくが、社長に至いたっては満足げに頷うなずくだけだった。

　なぜかヘッポコも得意げになって「あい！」と返事する。頼たのむから黙だまってろ。

　小こ町まちは堂どう々どうとした態たい度どで説明に入る。

「品しな部べ様を監かん督とく役兼けん職員として迎え入れる準じゆん備びはすでに整っておりまして──」

「ちょ、ちょっと待ってください」

　小町は話の腰こしを折られて若じやつ干かん眉まゆを寄せたが、そんなこと気にしている場合じゃない。

「政府が問題を抱かかえている、ということは理り解かいしました。駆かけ足あしでしたが事じ態たいが深しん刻こくであり早急に対たい策さくを講こうじなければならないのも、まあ、理解できます。しかし、それと私とどのような関係があるのですか？　それにいきなり職員として迎え入れるとおっしゃっても、私には何がなんだか」

「……申もうし訳わけありません。それをこれから説明させて頂いただこうと思ったのですが、品部様を混こん乱らんさせてしまったようですね」

　それでは、と小町は用紙をいったん膝ひざの上に戻もどして人じん永えいを見つめた。

「我々がこれから打たなければならない対策は二つあります。一つ目は、国民の神仏への信しん仰こう心しんを取り戻させるための布ふ教きよう活動です。我が国ではその根こん底ていに八や百お万よろずの神を崇あがめる精せい神しんがあり、クリスマスもお正月も楽しめる国民性は悪く言えば節せつ操そうがないものですから、この期ごに及およんで宗教離ばなれが顕けん著ちよになるものと予よ測そくされます」

　事実、初はつ詣もうで客きやくが例年に比べて激げき減げんしたという報ほう道どうは年明け早々世間を騒さわがせた。敬けい虔けんな信仰者なら姿すがたが見えなくとも神に仕えることを大たい義ぎにするだろうが、その他大おお勢ぜいは流行に便びん乗じようする傾けい向こうが強いので信仰が止まればその波の広がり方も速い。

「布教活動は誰だれにでもできますが、現在の情じよう勢せいを考えれば難むずかしいでしょう。流行ものに乗っかるのは国民の得意とするところですから。それが前例のないことならなおさらです」

　一度傾かたむいた天てん秤びんの針を逆ぎやく側がわに向けるにはそれ以上のインパクトが必要だった。布教活動は今の時じ勢せいに逆ぎやつ行こうする行こう為いだ。「誰にでもできる」ということは裏うらを返せば面おも白しろ味みがないということであり、インパクトにおいては勝負にならなかった。

　つまり、インパクトさえあれば国民はあっさりと信仰心を取とり戻もどす。

「そこで二つ目の対たい策さくが、神を探さがし出だして説得し雲くも隠がくれをやめさせるというものです。以前のようにあるべき場所に信仰に従したがった形で鎮ちん座ざして頂き、自ら神しん格かくを示して人々に信仰心を植うえつけて頂こうとそういうわけです」

　姿を見せるだけでは意味がない。「現げん界かい」とは、神としての役割を果たし、人間に神しん徳とくを授さずけるまでを言うのである。

「これが成功すれば布教活動と相そう乗じようした効こう果かを得られるものと考えております。しかし、これにもやはり問題がありまして、わざわざ雲隠れした神様が人前に姿を見せるはずがなく、説得するどころか見つけ出すこともできません。政府も神探しに尽じん力りよくしましたが、成果は得られず、我々の計画は初しよ手てから完全に行いき詰づまってしまいました。……ところが、──ところがです」

　身を乗り出す勢いきおいで見つめてくる小こ町まちに、人じん永えいはぎょっとした。

「幸運にも見つけ出したのです。雲くも隠がくれもせず飽あきず人間の頭の上に鎮ちん座ざする珍ちん妙みような神様の噂うわさを突つき止とめ、品しな部べ人永なる人物を特定することができたのです。我々は驚きよう愕がくしました。神に愛される人間がいるとは夢にも思いませんでしたから」

　照てれ臭くさいような、若じやつ干かんバカにされているような、複雑な気持ちになる。好きで鎮座させているわけではない。

　それに、それは要するに、ヘッポコの特とく異い性せいに目をつけたとも言えるわけで。やっぱりヘッポコ目当てなんじゃねえのか。

「なぜ彼は神に愛されているのか。いや、なぜ神はその男を愛するのか。その謎なぞが解とければ、おそらくすべての神様から人間に対する警けい戒かい心しんを取とり除のぞくヒントなりが得られるのではないかと考えたわけです。差さし支つかえなければ、ヘッポコ様が品部様に取とり憑ついている理由を伺うかがってもよろしいでしょうか？」

「うんめい」

「おめえは黙だまってろ。……すみません。私もよくわからないのです。実は──」

　正直に説明すると、小町は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そうですか。しかし、品部様が神様に愛されていることには間ま違ちがいありません。品部様でしたら雲隠れした神様に会うことも叶かなうのではないかと期待しているのです。品部様とそこにおわしますヘッポコ様にどうかご協力頂いただきたいのです」

「……つまり、私に神かみ探さがしをしろと」

「はい。布ふ教きよう活動と神探しはセットです。神様を見つけ出したらその地ち域いきの人々に布教して頂きます。信しん仰こう心しんを取とり戻もどさせるには、やはり現物を見せた方が説得力もありますので」

「私にしかできない、とそうおっしゃるわけですね」

「はい。現時点ではそうなります。品部様、これは国の命運が懸かかった一大事であるとご理り解かいください」

　小町の説明はそれで終了した。返答を待つようにじっと人永を見み据すえる。そんなふうに見つめられると息が詰つまる。これが愛の告白だったならば、と半ば現実逃とう避ひに走ってしまう。

　考えるまでもないのだ。そんなくだらないことに首突つっ込こむなんてバカのすることだ。しばらく放っておいてくれ、と言ったのなら放っておいてやれよ、と言いたい。神様だろうとなんだろうとそのうちひょっこり顔出すだろうし。──人永の中ではそれが結論だった。

　そのとき、バンバンと無ぶ遠えん慮りよに背せ中なかを叩たたかれた。

「わっはっはっ。品部君は選ばれし救きゆう世せい主しゆというわけだ」

「なるほどぉ、これは放ってはおけませんな。品部君を手放すのは惜おしいことですが、いや、仕方ありませんなあ。社長もさぞ苦心なさったことでしょう」

「そういうわけですので、これからよろしくね。じんえい君」

「あい」

　ちょっと待て。さりげなく愛あい称しようで呼よばれたこともそうだが、すでに決定事じ項こうの如ごとく喋しやべる三人に引っかかりを覚えた。つーかヘッポコ、さりげなく返事してんじゃねえ。

「まさか、会社命令とか言う気じゃないでしょうね？」

　社長をじろりと睨にらみつける。

「それこそまさかだ。君には選せん択たくする権けん利りがある。どうするかは君が決めるべきだ」

「なら結論は出ています。私はそのような国こく策さくに関わるのは分ぶん相そう応おうではありません。申もうし訳わけありませんが、お引き取りを、」

「げふん、げふん」

　言葉を遮さえぎるようにわざとらしく咳せき払ばらいを繰くり返かえし、そっぽを向いて口笛を吹く社長に人じん永えいは不ふ審しんの目を向けた。社長に顔を近づけ、耳打ちする形ではっきりと言った。

「社長、まさかとは思いますが、いくらか包まれているなんてことないでしょうね」

「なななななな何を馬鹿なことをっ!?」

　取とり乱みだすくらいなら隠かくすなよオッサン。人永は肩かたを竦すくめて、今度は部長を振ふり返かえる。部長も慌あわてた感じで視し線せんを遠くに向けていた。ここに来るまで事じ情じようを知らなかった部長であるが、社長とは長い付き合いだ、社長の態たい度どから大おお方かたの予想はついていたのかもしれない。

「これからよろしくね。じんえい君」

　そして、今後の付き合いをことさら強調する小こ町まちは策さく士しであるらしい。

　溜ため息いきが出た。初めから選せん択たく肢しなんて存そん在ざいしなかったのだ。断ことわればこのまま会社にいられるのだろうが、社長の嬉き々きとした様子から察さつするに多た額がくの金を受け取っていることは明らかで、その裏うら切ぎりの代だい償しようとして出世コースから外されることは目に見えている。売られた側からすれば見切りをつける良いきっかけであることが皮肉と言えば皮肉だった。

「税金を無む駄だ遣づかいするもんじゃねえですよ、お姉さん」

　頭の切きり換かえは早かった。人永は会社との決別を決意し、了りよう承しようの代わりに嫌いや味みを返した。小町は笑って受け取った。

「無駄じゃないわ。それだけの価か値ちが貴方あなたにはあるのよ」

　そう言いながら視し線せんはヘッポコに向けられている。どうせ俺はオマケだよこんちくしょう。

　小町に促うながされて応おう接せつ室しつを後にする。ヘッポコは社長に「バイバイ」と手を振ふって、人永は挨あい拶さつ代わりに中指を立てた。

　笑って親指を立てる社長が憎にくたらしかった。




　　　　＊




　──というやり取りから一ヶ月。

　二月下げ旬じゆん。某ぼう神社境けい内だい。虫取り網あみを装そう備びした品しな部べ人じん永えいがそこにいた。

「………なぜ？」

　古くからの謂いわれである。その神社が祀まつりし神は、蝉せみの化身としてこの地に降おりた。一鳴きすれば開運厄やく除よけ、二鳴きすれば延えん命めい長ちよう寿じゆ、三み度たび鳴けば───、といった具合に神しん徳とくがあるとされている。万まん年ねん蝉ぜみとの異い称しようで近きん隣りん住民から親しまれており、抜ぬけ殻がらが御ご神しん体たいとして祀られているらしい。とにもかくにも蝉である。

　人永に課かされた使命は、その蝉の姿すがたをした神様を捕つかまえることだった。

　神かん主ぬしから向けられる不ふ審しんの目を気にせずに、スーツを脱ぬぎ捨すて、ネクタイを緩ゆるめ、袖そでを捲まくる。蝉取りを始める国家公務員がここにいた。

「俺、何やってんだろ」

　思わず頭を抱かかえたくなる。大手企き業ぎようの花形部ぶ署しよでトップの成績を収おさめていたかつての自分はどこへやら。あまりの馬鹿馬鹿しさにやる気も失せる。

「神かみ探さがし」は声をかけて返事を待つような単純なものではない。そこにいるとわかっていても神様がその気にならなければ視し認にんできず、追い込んで追おい詰つめて捕ほ獲かくした後、頼み込んで現げん界かいしてもらうのだ。神社の境内という限かぎられた空間内での捕獲劇げきは、境内の敷しき地ち面積の広こう狭きようによって難なん易い度どが変わる。広ければ広いほど見つけ出すのも至し難なんであるが、境内に限げん定ていされているならば隅すみから隅まで歩いて回ればたいていヘッポコが発見してくれる。

　これまで数度「神探し」を行ってきたが、その度に自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいってきた。人ひと里ざとに迷まよい込こんできた野生動物を捕獲しているみたいで後ろ暗い。仮かりにも神ならもうちょっと厳おごそかにできないものなのか。これ、本当に国家の一大事なのだろうか？　すげえ疑わしくなる。

　などと考えていても始まらない。

「ごー」

　額ひたいをペシペシ叩たたいて人永マシンを操そう作さするヘッポコ。今に見てろよ、このやろう。

　とりあえず境内を練り歩く。雲くも隠がくれ、つまり姿すがたを隠かくした神様が近くにいればヘッポコが感知してくれる。どういう原理か知らないが、神様同士ならば互たがいの場所がわかるらしい。

「いた」

「どこだ？」

「あそこ」

　ヘッポコが指し示したのは大きな常じよう緑りよく樹じゆの幹みきだった。ここに止まっているのか。

「目に見えないってのは本当にやりにくいな。捕まえないとダメか？」

「あい」

　くそ。しょうがねえ。雲隠れした神様は姿を現さないと説得にも応おうじてくれない。これまで供く物もつで誘おびき出だしたりしたこともあったが、ヘッポコ曰いわく今回は蝉にちなんで「蝉取り」をしなければ姿を現してくれないようだ。もうやけくそである。

　網あみを振ふるうと、じじじ、と羽音のようなものが聞こえた。

「にげた！」

「なに!?　どっちに行った!?」

「あっち」

　こんな馬鹿げたことはさっさと終わらせたい。人じん永えいは参さん拝ぱい客きやくの好こう奇きの視し線せんを振ふり払はらって境けい内だいを駆かけ回まわる。

「こっち」

「うおおおおおおおおっ」

「そっち」

「おらあああああああっ」

「むこう」

「でりゃああああああっ」

「つかれた」

「ぅおいっ!?」

　そりゃこっちのセリフだ！　境内を何往おう復ふくしたと思ってやがる!?

「本当に役立たずだな。てめえには感知能のう力りよく以外に神じん通つう力りきはねえのか!?」

　頭に来た人永はヘッポコを振り落とそうと暴あばれ出だし、負けるものかとヘッポコも人永の頭にしがみつく。他人の目から見ても、よもや人永が国家公務員とは思うまい。

「あ」

「んだよ!?　はらへった、とか抜ぬかしやがったら承しよう知ちしねえぞ！」

「つかまえた」

「うそぉ!?」

　最後に振り落としたときに偶ぐう然ぜん網にかかったらしい。姿すがたこそ見えないが、網から出て行こうともがく透とう明めいな物体が確たしかにそこにいた。網がひとりでに動いていて気持ち悪いので、さっさと姿を現して頂いただこう。

「蝉せみ神がみ様であられますか？　私、品しな部べ人永と申します。どうかお姿をお見せください」

『………』

　網が沈ちん黙もくする。絶ぜつ対たいに聞こえているはずなのに、あえて無む視ししているかのようだ。ヘッポコがペシペシと叩たたき、「おすわり」を告げる。やだなあ。これ、屈くつ辱じよくなんだよなあ。

　心の中で舌した打うちし、人永はその場で膝ひざをつく。両手を地面に着けて頭を下げる。世に言う土ど下げ座ざである。

「蝉神様、お願い致いたします！　どうか姿をお見せくださいませ！」

　すると、網の中にうっすらと一匹の蝉が浮うかび上あがった。蝉はそっぽを向いていじけたように地面をほじくっている。こいつが蝉の神様か。威い厳げんもクソもありゃしない。虫に土下座していることが無む性しように切なくなってくる。

『人間が儂わしに何用じゃい？』

「この神社を守しゆ護ごする神様とお見受けします。何なに卒とぞ、現げん界かいを果たし我ら人間に神しん徳とくをお授さずけくださいませ」

　深々と頭を下げる。が、蝉せみはふんぞり返るだけで一いつ向こうに頷うなずかない。

「……何が不満なんだよ？」

　顔を上げて睨にらみを利きかす。下した手てに出るのはやめだ。

『む。なんじゃ、口の利き方を知らぬ若わか造ぞうがっ。儂を誰だれじゃと思うておる!?』

「神の座ざから降おりたのならただの蝉だな。勘かん違ちがいすんな。俺はあんたたち神様の味方だよ。人間を代表して愚ぐ痴ちを聞いてやるよ。そら、どうして雲くも隠がくれなんてしたんだ？」

　蝉せみ神がみ様は人じん永えいを値ね踏ぶみするようにじっと眺ながめ、ふん、と鼻息を荒あらくする。

『ふん。よかろう。儂の苦労話を土産みやげに聞いてゆくがよいわ』

　どうも長くなりそうでうんざりだが、これも仕事の一いつ環かん。蝉神様を網あみから出し、姿し勢せいを正して愚痴を聞くことにする。

　話は簡かん単たんなものだった。人間のために年中無休で鳴き続けるのがしんどくなったというのだ。それなりに崇あがめられたのなら我が慢まんもできた。しかし蝉の形をしているからか扱あつかいが雑で、敬うやまわれている感じが全然しないらしい。人永は痛いたいくらいにその気持ちに共感した。こんな蝉じゃあ敬う気持ちも失せるよな、と人間に同どう情じようする。

　とは言え、こんな神様でも現界してもらわなければ困こまるのだ。

「蝉神様、何卒現界をお果たしくださいませ！　勝手なこととは重々承しよう知ちしております！　しかし！　人間は神様がいなければ生きてはいけないのです！　今この瞬しゆん間かんにも、蝉神様のご利り益やくを待ち望んでいる人間がたくさんいるのです！　一いつ刻こく一いち秒びようを争うのです！　お願いします！　今すぐ！　現界して頂いただきたい！」

　本当は早く帰りたいだけである。しかし、蝉は照れたように身をよじり、

『そ、そうか？　うーむ、仕方ないのう。そこまで頼たのむのであれば、もうちょっとだけ神様やってやるかのう』

　大おお仰ぎようにうんうん頷うなずき、嬉うれしそうに本ほん殿でんの方へと飛んでいく。そして、どこからともなく蝉の鳴き声が境けい内だい中じゆうに響ひびき始はじめた。

「……………………」

　人永は膝ひざに付いた砂を払はらって立ち上がる。どうしてだろう、涙なみだが零こぼれそうだ。

「こんな仕事辞やめてやる」

　吐はいて出た愚ぐ痴ちを掻かき消けすように、ヘッポコが額ひたいをペシペシ叩たたく。「おかし！」大好物のおやつを催さい促そくする。ポケットの中から剥むき出だしの酢すコンブ（！）を取り出して頭上に放り投げてやる。これさえやっておけば機き嫌げんが良いのだ。コロコロ笑いが降ふってきた。

「じんえい」

「なんだよ？」

「すき」

「………………………はあ。帰ろう」

　神かん主ぬしに蝉せみ神がみ様が現げん界かいしたことを報ほう告こくし、さっさと境けい内だいを後にした。

　一いつ件けん落らく着ちやく。




　文化庁諮し問もん機関の特別審しん議ぎ会かいとかいう得え体たいの知れない組そ織しきからやって来た若者は、蝉神様を現界させたと言って帰って行った。政府職員という肩かた書がきを持つ者を蔑ないがしろにするわけにもいかず招まねき入いれたが、たまたま蝉神様が現界されたことを自分の手て柄がらにされては堪たまったものではない。これでは神社を預あずかる身として面めん目もくが立たぬではないか。

　神主は忌いま々いましげに境内を見み渡わたす。蝉神様の凜りんとした鳴き声が響ひびき渡わたるものの、心はかえって荒すさんでいく。何もこんな大事な日にやって来なくてもいいではないか、と憤いきどおりながら境内に塩を撒まいて回まわった。

　社しや務む所しよに戻ると、神主の妻つまが慌あわてて駆かけ寄よってきた。

「お父さん、どこに行ってたんですか!?」

「客人がいたんだ。粗そ相そうするわけにいかんだろう」

　この日、神主夫ふ妻さいにとってとても落ち着かない一日だった。一人娘の出産予定日で、医い師しからは難なん産ざんになる恐おそれがあると警けい告こくされており、母体の生死に関わるとまで言われていたのだ。数時間前には病院から連れん絡らくを受けていた。今ごろ分ぶん娩べん室しつで娘は出産の激げき痛つうと戦っているに違ちがいない。夫婦はただただ娘の無事を祈ることしかできなかった。

「お母さん、落ち着きなさい。今は祈って待っているしかない」

「何言ってるんですか!?　ついさっき病院から電話があったんですよ！」

　神主の顔色が変わる。一体どんな報ほう告こくを受けたのか、妻の顔を黙だまって窺うかがった。妻の目から涙なみだが零こぼれていた。

「たった今生まれたって。難産だと言われていたのが嘘うそみたいに母体に影えい響きようもなくって、赤ちゃんもとっても元気だって。わたしたち、とうとうおじいちゃんとおばあちゃんになったんですよ……っ！」

　神主は叩はたかれたような顔で、妻の涙を目で追った。次し第だいに口元には笑みが。

「……生まれた？　あ、ははは。そうか。……そうか！　生まれたかっ！　無事に生まれたかっ！　わははははっ、わしもおじいちゃんになったか！　そうかそうかっ！　わははははっ！」

　笑い声はいつまでも絶たえなかった。真冬の境内に蝉せみの声が鳴なり渡わたる。

　三み度たび鳴けば、安産守しゆ護ご───。




　　　　＊




　都内某ぼう所しよ。オフィス街の一角にある雑ざつ居きよビル。八階で止まったエレベーターから降おり立たち、そのフロアを占しめる事務所の扉とびらを前にして人じん永えいは、むん、と気合いを入れ直す。ヘッポコも口をへの字に曲げて人永の真ま似ねをする。

　心の中で何度も復唱する。──本日をもって辞やめさせて頂いただきます。

　上じよう司しの顔は見ないように。言葉は言い切るまで呑のみ込こまないように。毅き然ぜんとした態たい度どではっきりと宣せん言げんするように。終わったら何を言われても振ふり返かえらずこの扉から出て行くように。

　自身に言い聞かせる。これまでの失敗を反省し、同じ轍てつを踏ふまないように注意する。

　ドアノブに手をかける。扉に掲かかげられたプレートを親の仇かたきであるかの如ごとく睨にらみつけた。そこに書かれた名前が、現在人永が所しよ属ぞくする団体の正式名めい称しようであった。

『特とく殊しゆ法人事業所・やおよろず神しん議ぎ会かい』

　もはやギャグである。溜ため息いきの代わりにお決まりのセリフを呟つぶやく。

「オーマイゴッド……」

　ヘッポコがペシペシと額ひたいを叩たたく。おまえのことじゃねえ。

　意を決し、扉を開いて中に入る。脇わき目めも振ふらずつかつかと所内を横おう断だんし、所長デスクのすぐ横の無む駄だに空いたスペースで『日にち常じよう業ぎよう務む』を行っている憎にくき上司に歩み寄る。

「只ただ今いま戻もどりました。所長、お話があります」

「お帰りなさい。お疲つかれ様さまでした。調子の方はどう？」

「あ、っと、すこぶる順調です」

「そう。良かった。じんえい君にもしものことがあったら大変ですからね。お願いだから定期連れん絡らくはしっかりしてください。あまり、わたしに心配かけさせないで」

「っ、その、ありがとうございます」

　優やさしく労ねぎらってもらい、人永はその甘い笑顔に一いつ瞬しゆんで蕩とろけてしまう。

　人永の姿すがたを認みとめたその人は邪じや気きのない柔やわらかな笑みを浮うかべていた。品行方正にして仕事をきちんとこなす有ゆう能のうさを兼かね備そなえた彼女は絵に描かいたようなキャリアウーマンであり、そのくせ嫌いや味みなところを一切見せず程ほどよい色いろ香かを漂ただよわせるのだからこれ以上完かん璧ぺきな女性はいないだろう。

「ふう。今日はこれくらいにしておこうかしら」

　そう言って、彼女は『日常業務』を終了した。

　いつものスーツ姿でないのが少し残念だった。高こう圧あつ的てきではなく事務的に、清せい廉れんな物言いで命令を下す態たい度どにはやはりスーツ姿がよく映える。仕事から帰き還かんしたとき上司然として迎えられた方が人永としても気持ちがいい。

　しかし、今彼女がしている格かつ好こうは事務所には場ば違ちがいで、目のやり場に困こまってしまうくらいに露ろ出しゆつ度どの高いものだった。フィットネス用のタンクトップに黒のスパッツ、おへそを出している辺りわざとらしさを疑わせる。彼女は所内での事務に従じゆう事じしており、有能故ゆえに仕事を片かた付づけるスピードが速いため時間を持もて余あますことが多々あると言う。そんなこんなで生まれた余よ暇かを効こう率りつよく消化するために、彼女は自前のエアロバイクを事務所に運び込み引ひき籠こもって溜ため込こんだ運動不足を解かい消しようしているというわけだ。エアロバイクから降おりた彼女の首くび筋すじを流れ落ちる汗あせが眩まぶしい。これはこれで目の保ほ養ようである。───って、違ちがうだろう。

「今度という今度は誤ご魔ま化かされません。所長、本日をもってこの事務所を辞やめさせて頂いただきます」

「あ、じんえい君、机の上の制せい汗かん剤ざい取ってもらえるかしら？」

「ええっと、……ああ、これですね」

「ちょっと吹きかけてくださる？　まだ就しゆう業ぎよう時間内だからシャワーを浴びるわけにもいかないでしょう。汗の臭においが気になるのよ」

　恥はずかしそうに身をよじり、無む防ぼう備びに背せ中なかを向ける。タオルを剥はいで露あらわになったうなじに思わず生なま唾つばを飲む。役得ってすばらしい。

「こ、こんなもんでしょうか」

「ええ。いいわ。ありがとう」

　流し目がちのウィンクがとどめだった。人じん永えいは令嬢に仕える執しつ事じよろしくスポーツウェアの上着を彼女の肩かたにかけ、デスクに先回りして椅い子すを引いて座すわらせ、冷蔵庫に備び蓄ちくされたスポーツドリンクをグラスに注ぎ氷を浮うかべて彼女の前に差し出す。もちろんストローを付けることも忘わすれない。彼女はにっこりと笑って、「ありがとう」と述のべた。ああ、もう。その笑顔だけで報むくわれます。
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「今晩、デートしましょう。一いつ緒しよに食事などいかがですか？」

　さりげなく手を握にぎると、スルッとその手を引っ込められる。

「今夜は予定が入っているのよ。また今度ね」

　そして、人永の頭の上に視し線せんを送って小さく吹き出す。

「少し自じ重ちようなさった方がいいみたいね？　でないと、ポコさんに食べられてしまうわ」

「気にしないでください」

「いえ、気になります。じんえい君、痛いたくないの？」

　ガジガジという擬ぎ音おんをあえて無む視しする。ヘッポコが人永の頭にかぶりつくのはたいてい女性をナンパしているときである。痛くないわけではないが、いちいち気にしていたら女性に声もかけられない。こうなりゃ慣なれである。

「今は貴女あなたのことしか気になりません」

「ガジガジ」

「本当に面おも白しろいわね。あなたたちって」

　人じん永えいとヘッポコのやりとりを目を細めて眺ながめて、デスクに置いてあった眼鏡をかけて顔を引ひき締しめる。それだけで彼女は所長としての顔──人永の上じよう司し・高たか峰みね小こ町まちの顔を取とり戻もどすのだった。

「それで、どうだったの？」

　もちろん仕事の進しん捗ちよく具合を尋たずねていた。人永も不本意ではあるが部下として対たい応おうする。

「出しゆつ向こうした神社は規き模ぼが小さかったので神様を見つけ出すのは簡かん単たんでした。説得を試みたところ、神様も思うところがあったんですかね、割合あっさりと応おうじてくれました。参さん拝ぱい客きやくと言えば近所の老人くらいのもので、神の不ふ在ざいを取り立てて騒さわいでいたわけでもなかったから、神かん主ぬしさんに事じ情じようを説明したらすぐに理り解かいして頂いただけました。被ひ害がい自体が少なかったんで、なんとなく空から振ぶりした印いん象しようを受けましたけど」

「そう。では、『済さい世せい』完了と判はん断だんしていいわね」

　小町はそう断だんじると報ほう告こく書しよを提てい出しゆつするように命じた。人永は自分の席に着いてパソコンを起ち上げて作業に入る。キーボードを叩たたきながら、首を傾かしげる。何か忘わすれているような気がする。

　このままでは風か邪ぜを引きかねないので着替えてきます、と小町は事務所を出て行った。広いオフィスに一人きりになると途と端たんに寒々しい感じがした。小町はいつもここに一人でいるのか、と思うと気が気でなくなる。職員が二人だけというのも考えものだ。

　やおよろず神しん議ぎ会かい。特とく殊しゆ法人として設せつ置ちされたこの事業所は、引ひき抜ぬきの際さいに説明された「神かみ探さがしと布ふ教きよう活動」を業ぎよう務むとしている。ヘッポコを常つねに頭に乗せている人じん永えいが現地に赴おもむいて「神探しと布教活動」を行い、事業所に送られる各種資し料りようや情じよう報ほうの管理、その他すべての事務を小町が一人で処しよ理りしていた。職員が二人だけであるにもかかわらず、こうしてワンフロアを借り切って事務所としているのにはもちろん理由がある。それは人永のような政界の流れに疎うとい人間には想そう像ぞうもつかないあらゆる思おも惑わくと駆かけ引ひきが絡からみ合あった結果であるらしい。

　小こ町まち曰いわく、

「不利な情じよう勢せいの中で事業所を一つ設もうけるのだもの。天下り機関だとかで国会で叩たたかれやすいの。是ぜ非ひについてはこの際さい置いておいて、とりあえず体てい裁さいだけは整えておく必要があったのね。わたしたちしかいなくても事業所を広くしたのは資し金きんを下ろすためのハッタリで、けれど業務内容を詳しよう細さいに明かせない負い目もあるからひっそりと構かまえるしかなかった。都内に設けただけでも有あり難がたいと思わなくちゃ」

　らしい。噛かみ砕くだいた説明ながら複雑な事じ情じようは垣かい間ま見みえる。表向きは宗しゆう教きよう関連の実地検けん分ぶん組そ織しきだが、わざわざ事業所を新しく設ける必要性はあったのかと問われれば「否いな」と言わざるを得ない。それも二人だけの事業所なのだから目をつけられれば叩かれるのは当然だ。けれども、神不ふ在ざいの現げん状じようを打だ開かいするにはやはり必要で、人永の特性と小町の事務処理能のう力りよくさえあれば事足りると判はん断だんし、設せつ置ちを強行したのである。少ない予算と少ない人員。こそこそしていて、なんとなく悪いことをしているような気になってくる。

　まあ、難むずかしいことはお偉えらいさんに任まかせるとして。

　人永は小町と二人きりという状じよう況きようを素す直なおに喜んでいた。

　当初は。

「あっ!?　またはぐらかされた！」

　作成した報ほう告こく書しよを印刷している最中に思い出した。今日こそは辞じ表ひようを出すと意気込んでいたというのに。

「くっそう。小町さんめ、いつもいつも巧こう妙みように仕し掛かけてきやがって」

　色仕掛け。人永はこの蟻あり地じ獄ごくに必ず落ち込んでしまうのだ。当の小町が故こ意いに仕掛けているかどうかは微び妙みようなところであるが、人永は小町のその狡こう猾かつさに敬けい意いを表して「悪女」と称たたえていた。どうでもいい話である。

「わたしがどうかしたの？」

　背はい後ごから声がかかる。いつものスーツに着替えた小町がデスクで書類整理をしている。人永はデスクの正面に立ち報告書を突つきつけた。

「所長、お話があります」

「何かしら」

　報告書を受け取り、視し線せんを落とす。目の動きで文字を追っていることがわかる。人永は一度大きく息を吐はき出だし、岩のような声で言った。

「今日限かぎりでこの事務所を辞やめさせて頂いただきます」

　当初、小こ町まちと二人だけの職場を喜んだものだ。こんな美人のお姉さんとお近づきになれるのだから前の会社を捨てたことに後こう悔かいも未練も罪ざい悪あく感かんもなくなった。後に芽め生ばえたものは上じよう司しとの禁きん断だんの愛という背はい徳とく感かん丸出しの欲望のみである。人じん永えいが小こ躍おどりするのも当然と言える。

　しかし、世間はそんなに甘くなかった。とりあえず事業所に押おし寄よせてきた案あん件けんは軽く百を超え、実質動けるのが人永だけという悪あく条じよう件けんも重なって仕事が全然追いつかないのだ。小町をデートに誘さそおうにも暇ひまがなく、現地に出しゆつ向こうするので数日顔を合わせないこともざらだった。

　ついでに、小町も甘くない。一いつ生しよう懸けん命めい駆かけずり回まわってようやく得た余よ暇かに、小町は容よう赦しやなく仕事を入れてくる。一いつ向こうにナンパのチャンスが訪おとずれず、趣しゆ味みであった女遊びも絶たえて久しい環かん境きようの中、それでも辞じ表ひようを出さなかったのは小町が時々見せる蠱こ惑わく的てきな仕草にやられるからである。いつか必ずチャンスは巡めぐってくる、そう信じて日夜闘たたかい続つづけてきたのだった。

　だがそれも、もう、限げん界かいだ。

　やり甲が斐いがない上に過か酷こくな労働条件、加えて女日照りという現実が人永の魂たましいを削けずる。

　小町は見み逃のがすには惜おしい女性であるが、禁きん欲よく生活がこれ以上続くと身が持たない。人永は苦く渋じゆうの決けつ断だんの末ようやくこの日を迎えるのだった。

「あの、所長」

　小町は聞いてくれているのかいないのか、返事すらしてくれない。

「小町さーん、聞いてますか？」

「じんえい君」

「はいっ」

「ここ、よくわからないのだけれど」

　報ほう告こく書しよのある一文を指し示す。人永は身を乗り出して、「これはですね」と丁てい寧ねいに説明し、微かすかに香かおる香こう水すいに気づいて視し線せんを上げると、至し近きん距きよ離りで小町と目が合った。

　小町は上うわ目め遣づかいに言った。

「良い子ね。じんえい君を見込んだ甲か斐いがあったわ」

　くわっ。

　人永は大おお袈げ裟さに仰のけ反ぞって小町と距離を離はなす。顔の温度で紅こう潮ちようしているのがわかる。そして、中学時代に教育実習生に恋をしたあの時の感情を思い出した。あまりの情なさけなさに小町と目も合わせられない。ちくしょう。すげえよ小町さん。抜ばつ群ぐんのタイミングでツボを押おしてきやがる。そっと視線を戻もどすと、小町はすでに人永を見ていなかった。あ、ちょっと寂さびしい。

「じんえい君の報告書はとてもわかりやすいです。根が真ま面じ目めだからかしら、内容をきちんと整理して要点だけをまとめてくれるし。……けれど、じんえい君の報告書を見るのがわたしだけというのは残念ね。見る人が見れば、きっと高い評ひよう価かをもらえるはずよ。──ね、提てい案あんなんだけど、次回からはもっと変わった形で書いてもらえないかしら」

「は？」キョトンとする。珍めずらしいことに小こ町まちの表情が子供のように生き生きとしていた。

「じんえい君が外回りでいない間、目を通す書類はみんなお堅かたい文章なの。そんなの楽しくないもの。じんえい君の報ほう告こく書しよが一いつ風ぷう変わったものなら仕事も楽しくなりそう」

　小町は首を傾かたむけて、「だめ？」などと可か愛わいくお願いする。

　期待されている、と人じん永えいは勝手に自信を持つ。愛する女性が向けてくる期待をどうして裏うら切ぎれようか。二つ返事で了りよう承しようした。

「こういうのはどうかしら。口語調で業ぎよう務む報告をするの。ストーリー性を持たせてくれると小説を読んでいるみたいで面おも白しろいわね。どう？」

「口語調、ですか。あれですかね、昔話なんかで出てくる語り部みたいなもんスかね」

　人永のイメージでは現代語調ではなく、「今は昔～」というふうな古語の語り口調を連想した。

「語り部。いいわね。神様を題材にしているのだからその方がしっくりきますね。『語り部じんえい』、カッコイイじゃない。苗みよう字じも『品しな部べ』だし、はまりすぎよ」

　小町はツボに入ったらしく、くすくすと声を立てて笑った。今日は珍しいことのオンパレードだ。小町の魅み力りよくが次から次に引き出されていくみたいで人永も調子に乗る。

「じ、じゃあ、面白いもの書けたら今度デートしてくださいっ！」

「ええ、考えておくわ」

　目め尻じりに溜たまった涙なみだを指先で拭ぬぐう。その動作一つ取っても小町はいい女である。

「うっしゃ！　俄が然ぜんやる気が出てきた！」

「そう。良かった。ところでじんえい君、痛いたくない？」

「ガジガジ」

　ヘッポコなんてもう忘れましたよ。そんなことより約束しましたからね。

　人永は心の中で叫さけんだ。絶ぜつ対たい、面白いもの、書いてやる！　と。

「こまち」

　突とつ然ぜんヘッポコに声をかけられて小町は驚おどろいた。ヘッポコの顔が怒おこったように見えたので緊きん張ちようが走る。人永が「なんだどうした小町さんとの語らいを邪じや魔ますんじゃねえ」と凄すごんでみせるが、ヘッポコは小町だけを睨にらんでいた。

「ポコさん、なんでしょうか？」

　いくらヘッポコが可か愛わいらしい外見をしているからと言って、仮かりにも神様である、敬けい語ごを使うことを忘れない。小町に語りかけたことはこれまでに二、三度くらいしかなく、単語のみで喋しやべるので聞く方も慎しん重ちようになる。

　当然一言だけだった。

「とるな」

　小町は固まる。「何を？」と聞き返すまでもなく、ヘッポコの言いたいことを理り解かいした。小町は静かに緊きん張ちようを解ほぐし、にっこりと笑って返答した。

「心配なさらないでください。じんえい君はポコさんのものですから」

　答えに満足したのかヘッポコは「あい」と大おお仰ぎように頷うなずくのだった。

「おい、誰だれがおまえのモンだって？」

「じんえい」

「良かったですね。ポコさんはじんえい君一ひと筋すじでいらっしゃるみたい」

　事じ務む的てきな口調でそう告げると、小こ町まちは何事も無かったかのように引き出しから書類を取り出して目を通し始めた。これまでの楽しい会話がばっさりと切られた感じがして冷たい。

「小町さん、デートの件けんなんですが、どこか行きたい場所があればリクエストにお応こたえしますよ。なんなら僕オススメのスポットをご案内しても、」

「早さつ速そくで悪いのだけれど、ここへ向かってください。先方とは話をつけておきますので、じんえい君は迎えの人に従したがって実地検けん分ぶんに励はげんでください。調ちよう査さ費ひ用ようはいつものように領りよう収しゆう書しよをもらっておいてね。用よう途と不明なものには気をつけて。『上』に目をつけられて小言を言われるのはわたしなんだから」

　必要書類を投げて寄越される。小町の機き嫌げんがよろしくないことはわかるが、一体何が地じ雷らいだったのか判はん然ぜんとしない。

「小町さん、怒おこってます？」

「ここでは所長と呼よぶように」

「では、所長、」

「相手を口説きたいのならもう少し自身を省みなさい。為なすべきことを為す、話はそれからよ。行ってらっしゃい」

　人じん永えいに向けられた微ほほ笑えみは氷のように冷たかった。

「……行ってきます」

　百八十度方向転てん換かんし、機械仕じ掛かけのようなぎこちない足取りで扉とびらを目指す。なんとなく、一いつ刻こくも早くこの場を立ち去らないといけない気がした。

　と、背せ中なかを追うように声をかけられた。

「ところで、何かわたしに話があったんじゃなかったかしら？」

「……えぇっと？」

「気のせいね。頑がん張ばってきてね」

　ヘッポコの「バイバイ」に笑って手を振ふる小町さん。あれ。別に怒ってないみたい。

　首を傾かしげつつ、再ふたたび仕事に繰くり出だす人永だった。




　電車に揺ゆられながら、人永はようやく小町の言葉の意味を悟さとった。

「……またやられた」

　今度こそ辞やめてやるという思いは、小こ町まちの機き嫌げんに気を取られて失念してしまった。やはりあれはわざとだったのか。それにしてはなんという演えん技ぎ派はか。小町の底が依い然ぜん計れない。いや、でも、屈くつするな俺。最大の敗はい因いんは小町さんの顔を見たことだ。それさえ気をつければ次はなんとかなるはずだ。

　事じ務む所しよの前で復唱した注意事じ項こうの出だしであることを人じん永えいは忘わすれていた。果たして、小町の尻しりに敷しかれることに若じやつ干かん快かい感かんを覚え始めた人永が解かい放ほうされる日はやって来るのだろうか。

「くっそう。これが最後だ！　絶ぜつ対たいに辞やめてやるぞーっ！」

「おー」

　コロコロと笑うヘッポコを頭に乗せて、他の乗客が寄せる白い視し線せんを物ともせず、人永は目を怒いからせたまま目的地を目指す。

　──今回が最後だ。彼の決意は岩よりも固かった。




　そうして、最初で最後（そう願う！）の『語り部』紀行の幕まくが開いた。
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　時は二月の下げ旬じゆんでございましたか。

　わたくし品しな部べ人じん永えいはお供ともにヘッポコ神様をお連れして、上じよう司しでおわせられます高たか峰みね様の命により都から離はなれてとある人ひと里ざとへとやって参まいりました。

　神様を探さがし出だし説得する、というお役目は毎度のことでございますが、此こ度たびはいささか毛色が異ことなっておりました。命じられたお役目は『精せい霊れい様』を探し出すこと。神様は神様でも精霊様となると話は変わってまいります。

　これまでお役目として訪おとずれた先は神社であり雲くも隠がくれした神様は境けい内だいに必ずおわしますので見つけるのも容た易やすいのですが、此度ばかりはわたくしであっても手に負えるものではなかったのでございます。そう。精霊様は自然の中にこそ宿るもの。踏ふみ込こむ先もまた前ぜん人じん未み踏とうの森の中なのでございます。サバイバル経けい験けんが足りないわたくしでは手も足も出ず、こんなもんやってられるか、と渋しぶ々しぶ諦あきらめた次し第だいでございました。いやいや、仕方ありますまい。高峰様にもきっとわかって頂いただけるものと信じておりまする。

　さてさて、そうと決まればやることは一つでございます。

　この地ち域いきは観光地としても非ひ常じように名を馳はせておりまして、名物である温おん泉せんは一度浸つかれば疲ひ労ろう回復・健康促そく進しんは言わずもがな、美び肌はだ効こう果か・精せい力りよく増ぞう強きよう効果もあるとかないとか聞きき及およびます。湯に入らずして帰れますものかは。混こん浴よくのある温泉宿を求めていざ出しゆつ陣じんにございます。






　　　　＊




　小こ町まちから（投げて）渡わたされた書類にはこの地域の特色と今回の仕事の概がい要ようが載のっていて、行きの電車の中、暇ひま潰つぶしに目を通しているうちにだんだんやる気もなくなった。山の精霊を見つけ出せとはあまりにも無茶な要求である。

　境内ならまだしも町一帯ともなれば捕ほ獲かくは極めて困こん難なんで、それが大自然の中にまで及ぶともうお手上げだ。隅すみから隅まで探すなど現実的ではない。人永一人でどうにかなるものではなかった。元々やる気のない仕事なのだ。小町といられなければテンションだって下がる一方だ。

　駅の改札口付近に並ならべてある町の観光案内を手にして、とりあえず温泉に入ることを心に決めた人永は駅を出た。きょろきょろと周囲を見渡して品定めを開始する。

「おっ、あの娘こなかなか可か愛わいいね」

　とりあえず温泉、の前にナンパである。初めて訪れる土地をよく知るためにはやはり地元住民と話をするのが一番だ。ヘッポコのかぶりつきも気にならず、人永は水を得た魚のように生き生きと女の子へ歩み寄るのだった。

　ロータリーで佇たたずむその子と目が合う。ヘッポコが珍めずらしいのだろう、「あ」という顔をして人永を窺うかがっている。こいつは好都合。話しかけやすくなった。こういうときだけはヘッポコに感かん謝しやである。

　女の子の容よう姿しを見る限かぎり、歳としは人じん永えいと変わらないか、あるいは年下か。チェック柄がらのスカートに白いタートルネックのセーターというラフな服ふく装そうが地元民であることを象しよう徴ちようしているようだった。ちょっとそこまでお買い物、という態ていでありながら首に巻まいたカラフルなマフラーと僅わずかに施ほどこされた化け粧しようがいかにも女の子らしい。ウェーブがかかったふわふわの髪かみの毛が良いところのお嬢さんといった印いん象しようを与あたえる。なんにしても可か愛わいらしい。

　十分な間合いに入ったところで、人永が声をかける前に、逆ぎやくに女の子から声をかけてきた。

「品しな部べ人永さんですね？　遠いところをわざわざおいでくださいまして」

　ありがとうございます、と頭を下げられた。

「え？　なんで？」

　名前を呼よばれたこともそうだが、まるで人永を待まち構かまえていたかのような科白せりふに驚おどろく。

「小こ町まちさ、あ、いえ、高たか峰みねさんから連れん絡らくを頂いただきまして。今回、町の案内役を務つとめさせて頂くことになりました。あまり役に立たないかもしれませんけど、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますっ」

　気合いを込めて小さく拳こぶしを振ふる仕草が可愛らしい。近くで見ると結けつ構こうな美人さんである。小町のような知的な感じの美人ではなく、家庭的な素そ朴ぼくさが窺うかがえる。これはこれで人永のタイプである。さっそく当たりを引いたことに小こ躍おどりしたくなった。

　そうではない。

「うわぁ……」

　思わず額ひたいを叩たたいた。小町の用意周しゆう到とうさ加か減げんに眩暈めまいがする。サボり抑よく止しを狙ねらったのだろう。女の子を付ける辺りナンパの防ぼう止しも狙った絶ぜつ妙みような手である。なんと言うか、考えていることをすべて見み透すかされているような気持ち悪さを感じた。目の錯さつ覚かくか、首から鎖くさりが垂たれて見えた。おいおいそんな趣しゆ味みはねえぞ、と思いつつも少なからず快かい感かんを覚えている自分が恐おそろしい。

「実地検けん分ぶん、って言うんですよね？　神社とか巡めぐるのなら遠えん慮りよなく言ってください。わたし、車で来ましたからどこだってご案内しますよ」

　女の子はハンドルを握にぎるジェスチャーをして見せた。

　そう言えば、出で掛がけに「迎えの人に従したがって」という言葉を小町から拝はい聴ちようしたような。好意的に捉とらえるなら土と地ち勘かんのない人永のためのサポート要員であるが、小町のことだから人永が考えている通りの思おも惑わくで手配したはずだ。なんてサディストでしょうか、小町さん。

　どうせ逃にげても無む駄だだ、と人永は諦あきらめた。

「品部人永です。やおよろず神しん議ぎ会かいから派は遣けんされて参まいりました。よろしくお願いします」

「あ、はい。こちらこそ」

　改めて挨あい拶さつを交わす。女の子はヘッポコを見上げて、すぐに視し線せんを下げた。

「高峰さんが言っていたんです。頭に可愛らしい神様を乗せているからすぐにわかるって。本当だったからびっくりしちゃいました」

　そう言って、今度は恐おそる恐おそるヘッポコを眺ながめた。

「…」

　ヘッポコはジロジロ見られることに気分を害したようで、ふて腐くされるようにそっぽを向く。無礼を働いたと気づいたのか、女の子もさすがに萎い縮しゆくしてしまった。

「ご、ごめんなさい。気を悪くさせてしまって」

「いいですよ。慣なれてますから。ヘッポコは何か食い物やっとけば機き嫌げん直しますよ」

　言いながら、前の会社のことを思い出した。ヘッポコは餌え付づけされると誰だれにでも心を開くのだ。たぶん。

「ヘ、ヘッポコ……っ!?」

　素すっ頓とん狂きような声が上がる。

「ああ、こいつの名前です。僕はそう呼よんでるんです」

　叩はたかれたような顔をして、女の子は再さい度ど人じん永えいとヘッポコを交こう互ごに見比べた。信じられないと言いたげな様子に、人永は苦笑する。仮かりにも神に向かって「ヘッポコ」と名付けるなんてなんと畏おそれ多おおいことだろう。人永も、実は自覚しているのだ。

　一息間を置くと、女の子は落ち着きを取とり戻もどして、「駐ちゆう車しや場じように移い動どうしましょう」と人永を促うながした。素す直なおに彼女の後について行く。駐車場に着くと、スペースに一台の軽自動車が停とめられていた。女の子は軽自動車のドアにキーを差し込み、中に入って助手席側のドアを開けてくれた。

「どこから行きますか？　わたし、こう見えても地理には詳くわしいんですよ。遠えん慮りよなく言ってくださいね」

　シートベルトに挟はさまれながら胸むねを張はる彼女は途と端たんに照てれ臭くさそうに舌したを出す。「と言ってもペーパーですので運転はあまり上う手まくないんですけどね」なかなか好こう印いん象しようを持たせる。

　人永はさりげなく手を握にぎり、女の子を引き寄せた。

「？　あの？」

　女の子は疑ぎ問もん符ふを顔に貼はり付つけて人永を見つめた。手を払はらわれないところからして好こう感かん触しよくと判はん断だんする。こんなおいしい状じよう況きようをみすみす見み逃のがせるかってんだ。

　完全無欠の小こ町まちであっても詰つめを誤あやまることがある。人永はほくそ笑む。

　舐なめてもらっては困こまる。タイプの女の子がいれば、たとえ仕事相手であろうとも手を出すことを厭いとわないのが人永だ。この子と二人きりにさせたことを遠い空の下で悔くやむがいいさ小町さん。

「失礼。あなたがあまりにも魅み力りよく的てきでしたので、つい」

「はあ」

「どうでしょう。ここは一つ親しん睦ぼくを深める意味でこれからデートしませんか？　もちろん、お代はすべて持ちますから。一いつ緒しよに温おん泉せんに浸つかるのもいいかもしれませんね」

　ヘッポコがペシペシと額ひたいを叩たたく。邪じや魔まをするな、いいところなんだから。
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　人じん永えいは真しん剣けんな眼まな差ざしで彼女を見つめる。と、小さく笑われた。

「小こ町まちさんの言ってた通りですね。人永さんって、冗じよう談だん言うときは必ず手を握にぎってくるって。もう、からかわないでください」

　くそ。先手を打たれていたか。だが、そんなことで折れるような柔やわなスケベ心ではない。

「冗談なんかじゃありません。僕は、あなたのことを一目見てから、…………そう言えば、まだ名前を聞いていませんでしたね」

　心の中で舌した打うちする。こんな初歩を間ま違ちがえるとは。名前で語りかけずして落とせるものか。反省はいったん心に留とめて、女の子から目を離はなさず、手も離さず、問い直す。

「名前、聞かせてください」

「す、すみません。ちゃんと自じ己こ紹しよう介かいしてませんでしたね。うっかりしてました。えと、わたし、迦カ具グ土ツチと申します」

「カグツチ？　変わった苗みよう字じですね。それで、下の名前は？」

「ええっと、────はい？」

「ん？」

　ヘッポコのかぶりつく音だけが響ひびく。二人は手を取ったまま動きを止めた。

「あの、ですから迦具土です。わたしの名前。火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミと申します」

　女の子──カグツチは無む垢くな笑顔で人じん永えいを切り捨てた。

「一いち応おう、神様やってます」

「………」

　人永はゆっくりと手を離はなすと、がっくりと肩かたを落とした。

　──すみません、小こ町まちねえさん。

　やっぱりあなたの方が一枚上手でした。




　車は緩ゆるやかに出発した。




　　　　＊




「わたし、人間の皆みな様のお役に立てることが嬉うれしいんです」

　カグツチが未だ現げん界かいしている理由はそんな簡かん単たんなものだった。

「すべての神様が雲くも隠がくれしているわけじゃないんです。そう見せているだけ、というのがほとんどではないでしょうか。神様って寂さびしがり屋やさんですから、人間に構かまってもらえないのが一番の苦く痛つうなんですよ。そうじゃなきゃ二十三年前に一いつ斉せい現界なんてしてませんもん。今回のことだって、大たい勢せいに流された結果雲隠れを起こした神様ばかりですよ」

　人永にも心当たりはあった。「神かみ探さがし」で見つけ出した神様は渋しぶ々しぶといった感じで、けれど照てれ臭くさそうに現界することを約束してくれた。見つけ出された時点ですでに諦あきらめていたのだろう、神様は説得に素す直なおに応おうじてくれたのだ。今思えば、あのとききっと安あん堵どしていたに違ちがいない。このまま見つけ出されなければずっと独ひとりぼっちだ、という不安が神様にはあったのだ。まったく世話の焼ける。これではまるで親に構ってもらえないことにふて腐くされて押おし入いれに隠かくれる子供と一いつ緒しよだ。

「その通りです。だって、わたしたちは人間に造ってもらったんですから。人間の想そう像ぞう力りよくがわたしたちに形を与あたえたんです。ですから、人間はわたしたちにとって親も同然なんです」

　にこり、と笑うカグツチは人間にしか見えなかった。神様と人間との間に確かく執しつがあるとは到とう底てい思えない。それとも、やはりカグツチが特別なのだろうか。

　軽自動車は県道を南に下っていた。人永が降おりた駅は市街地の中心にあったが、そこから三十分車に揺ゆられただけで外の景色は田畑の土色と山々の緑に塗ぬり替かえられた。時々目につく民家は立りつ派ぱなお屋や敷しきばかりで、庭に干ほされた野菜や放はなし飼がいにされた犬を見かける度たびに田舎いなからしい温かな風ふ情ぜいが感じられた。そこに住む人は「不便」と不満を漏もらすのだろうが、雑多な都会では得られないゆっくりとした時間が流れていて、余よ所そ者ものの勝手な意見だが、それを羨うらやましいとも思えるのだ。

「温おん泉せん街がいはこの先にあります。宿もご用意してますので安心してください」

　本来、交通機関が整っていないために、温おん泉せん街がいまでの移い動どう手しゆ段だんはバスしかなかった。こうして車に乗せてもらわなかったら倍以上の時間がかかるらしい。空も飛べれば瞬しゆん間かん移動もできるカグツチがわざわざ車で来たのには、人じん永えいにこれ以上ご足そく労ろうかけさせるのは忍しのびない、という配はい慮りよからだった。カグツチはできた子である。

　とは言え、

「車を運転する神様なんて聞いたことねえ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。ちゃんと免めん許きよも持ってますから」

　えへへ、と照れたように笑う。カグツチが言うには、神じん権けんを盾たてにして資し格かくや免許を手に入れた神様が全国には少なからずいるとのこと。普ふ通つう免許を取しゆ得とくしたのが神様の中ではカグツチが三人目というのは大きな自じ慢まんらしい。

　道路脇わきに『那な雲ぐも温泉へようこそ』と書かれた看かん板ばんが目についた。目的地はもうすぐそこまで来ている。

　さすがに観光地だけあって疎まばらだった民家も密みつ集しゆうし始はじめて、歩道を歩く人ひと影かげも多くなってきた。下校途と中ちゆうの小学生の一団が道みち端ばたで溜たまっていた。何なに気げなしに眺ながめて、ちょうど真横を通り過ぎるとき、人永は子供たちの隙すき間まからおかしな物を見つけた。

「この坂を登った先に宿があります。ひとまずそこに向かいましょう。人永さん？」

「え？　ああ、それでいいよ。お願いします」

「はいっ」

　カグツチの安全運転で坂を登っていく。坂道には温泉宿や土産みやげ物もの屋やが軒のきを並ならべているので、浴衣ゆかたに半はん纏てん姿すがたの観光客でそこかしこが賑にぎわっている。中には人永好みの女の子グループもいたが、それにも気づかず人永は先ほどの光景を思い出していた。

　電柱に括くくりつけられた細長い看板。子供たちが囲んでいたのが特に印いん象しよう的てきだった。

　看板には『河童かつぱ追放の町』と書かれていた。







　案内された旅館の女将おかみさんは人当たりの良い中年の女性だった。小こ町まちが旅館を手配したものと思っていたが、意外にも話を通したのはカグツチだった。

「カグツチさんはこの町の名物女神なのよ。商売繁はん盛じようはカグツチさんの気分次し第だいだものね」

「そんなっ。わたしにはそんな御ご利り益やくありませんよー」

　仲の良い親子みたいに気さくに笑い合う。通りかかる従じゆう業ぎよう員いんもカグツチに気がつくとわざわざ挨あい拶さつをしに来たりもした。カグツチが町の人たちにどれほど慕したわれているかがよくわかる。

「『カグツチ』って確たしか火の神様の名前ですよね？」

　わりと有名な名前である。記紀に登場する炎ほのおの化身として畏おそれられる神だ。目の前にいるカグツチからは想そう像ぞうもつかないが。

「そうよぅ。この子ったら、興こう奮ふんしすぎるとあちこちに火を点つけちゃうから大変なの」

「この子」呼よばわりされてもカグツチは特に気に留とめず、それよりも欠点を暴ばく露ろされたことに驚おどろいて取とり乱みだす。

「あ、や、それは言わない約束ですよーっ！　昔の話じゃないですか!?」

「あらそうだっけ？　三ヶ月前に自動車事じ故こ起こしそうになってシートを焦こがしたのは誰だれよ」

「やーっ!?　言っちゃだめぇ!?」

　口を尖とがらせて女将おかみさんの肩かたをぽかぽか叩たたく。人じん永えいは苦笑する。可か愛わいらしくはあるが、話の内ない容ようはそら恐おそろしい。見た目に威い厳げんを感じさせないのはどの神様も一いつ緒しよだが、現げん象しようを引き起こす点においてはやはり神なのだ。

　ぷーっと頬ほおを膨ふくらませるカグツチを軽くあしらって、女将さんは人永を客室まで案内してくれた。普ふ段だんから神と接せつしている人間は扱あつかい方かたも上う手まくなるらしい。

「カグツチさんのような神様は他にもいるんですか？」

　未だに現げん界かいし、なおかつ積極的に働いている神様がいること自体驚おどろきだ。この土地では当たり前のことなのかもしれない。

「いいえぇ。この娘こが特別なんですよ。だから品しな部べさんがやって来たんじゃありませんか」

　その通りだ。表向きでは、神不ふ在ざいの町の状じよう況きようを検けん分ぶんし、地ち域いき復ふつ興こうの対たい策さくを教きよう授じゆすることが人永の仕事と伝えられている。神様が雲くも隠がくれしていなければ人永は派は遣けんされていない。

　人永が客室に通されて旅館の説明を一通り受けたあと、ヘッポコに「バイバイ」と見送られて女将さんは退たい出しゆつした。

　小こ町まちに連れん絡らくを入れるが、事務所を空けているのか、電話には出なかった。

「指示を仰あおごうにも不ふ在ざいならどうしようもないな。──さて。それでは」

「あ、外に出ますか？　車出しますよ？」

　カグツチの有あり難がたい申し出を手で制して断ことわる。カグツチは「？」と小首を傾かしげた。

「せっかく旅館に着いたんだ。やることは、一つでしょう」

　カグツチを見つめて口くち端はを吊つり上あげた。人永の考えに気がついたのかヘッポコも足をバタバタ動かして文字通り浮うき足あし立だつ。

「温おん泉せんに案内してください！」

「さい！」

　瞬またたく間に浴衣ゆかたに着替え肩かたにタオルを引っかけた人永とヘッポコに、カグツチはただ唖あ然ぜんとするのだった。




　浴場に人ひと影かげは無く、人永たちの貸し切り状じよう態たいだった。

「ふぃ～、生き返るぜぇ～」

「あい～」

　響ひびく溜ため息いきはオッサン臭くさく気の抜ぬけたものだった。露ろ天てん風ぶ呂ろからは、旅館が急な坂の上にあることから町を一望できた。夜の薄うす闇やみと夕焼けの残光が重なる空の下、パノラマは遠く霞かすむ雪山を収おさめている。溜め息に感かん嘆たんの色を含ふくませるのも無理のない絶ぜつ景けいだ。

　浴よく槽そうに浸つかる人じん永えいのすぐ横で、お湯を張はった洗面器に浸かるヘッポコの姿すがたがあった。顔を洗い、肩かたにかけ湯をするタイミングが同時であるのは長年連つれ添そった仲だからこそできる業わざである。このときばかりは人永もヘッポコに寛かん容ようになる。

「いい湯だな～」

「きもち～」

「来て良かったな～」

「あい～」

　惜おしむらくは、この旅館には混こん浴よくが無いことだった。これで酒と女がついていればまさに極楽だったろう。そこまで望むのは罰ばち当あたりだと人永は諦あきらめるが、混浴のある銭せん湯とうを探さがして立ち寄り湯ゆ巡めぐりをするのも乙おつだと考え直し、さっそく明日にでも町を巡ってみようと思った。

「今度は小町さんも連れて来たいな～。一いつ緒しよに風呂に浸かって、酒をお酌しやくしてもらって、背せ中なかを流してもらうついでに小町さんの背中もお流ししますよとか言ってふひひひひ」

「…」

　横よこっ面つらに強きよう烈れつな水すい圧あつを叩たたきつけられる。ヘッポコがお湯を手で掬すくって投げつけたのだ。その小さな体のどこにそんな力があるのかと不思議に思うが、そんなことはどうでもいい、人永は笑顔のままヘッポコを掴つかんで浴槽に投げ込んだ。妄もう想そうぐらい好きにさせろって言うんだ。

　そこからは戦争である。投げ込まれた腹いせにヘッポコの水圧攻こう撃げきは苛か烈れつを極め、応おう戦せんする人永もヘッポコを掴んではお湯の中に引ひき摺ずり込こむ。ばしゃばしゃと飛沫しぶきを上げてはしゃぎ回る姿は小学生並なみに幼よう稚ちだ。お互たがい息が上がるまで交戦し、やがて示し合わせたように休戦を結ぶ。人永は肩まで浸かって再ふたたび息を吐はき出だし、ヘッポコは浴槽内をスイスイ泳いで回った。

　凝こりをほぐそうと首を回していると、

「お湯ゆ加か減げんはいかがですか？」

「ええ。ちょうどいいですよ？　あー、けど、もうちょっと熱い方がいいですね。茹ゆでてのぼせるくらいアッツアツな方が温おん泉せんって感じしません？」

「そうですよね。すみません、わたしの霊れい力りよくが足りないばっかりに」

「いえいえ、お気になさらずに。これでも十分気持ちいいですから」

「そう言って頂いただけると助かります。あ、お夕食はいかがなさいます？　お風呂から上がったらすぐに召めし上あがりますか？」

「ええ。それでお願いします」

「では伝えておきますね。お部へ屋やに配はい膳ぜんいたします」

「………」

　音を立てて振ふり返かえる。中ちゆう腰ごしに体を浮うかしてしまったが、頭に乗せたタオルが落ちて「ミニチュアじんえい」を隠かくしてくれたのは僥ぎよう倖こうだった。

「カ、カグツチさん!?　なななんでここに!?」

　仲なか居いさんの格かつ好こうをしたカグツチがいつの間にか背はい後ごに立っていた。

「はい。ご様子を伺うかがいに」

　悪びれもせず、笑顔で答えた。「どうやって」とか、「いつの間に」という言葉は呑のみ込こむ。確たしか瞬しゆん間かん移い動どうができるんだっけ。

「実はこの旅館で働かせてもらっているんですよ。ですので、お客様に対たい応おうするのもお仕事のうちなんです」

　カグツチは意気揚よう々ようと説明した。働くことを純じゆん粋すいに楽しんでいるみたいだ。人間の役に立ちたいと言った神様の奉ほう公こう精せい神しんはなんと尊とうときものでございましょうか。じゃなくて、

「ここ男湯ですよ!?」

　何よりもまず気き恥はずかしさが立った。普ふ段だんナンパな人じん永えいだが、裸はだかを見られるのはやっぱり抵てい抗こうがある。そういうのはちゃんと順じゆん序じよを追ってだな、と回らない頭でバカなことを考える。

「はい。ちゃんと男湯ですよ？　女湯でしたら人永さんが大変です」

　しかし、カグツチは小首を傾かしげて何が問題なのかよくわかっていない。わざとはぐらかしているようにも見えない。出会った当初から感じていたが、確かく信しんした。この娘こは無む垢くすぎる。人永がなぜ取とり乱みだしているのか理り解かいしていない。

　呆あつ気けに取られながらもゆっくりとお湯に浸つかり直なおす。もちろんタオルは腰こしに巻まいたままだ。

　人永が大人しくなってもカグツチは席を外す様子はない。静かに傍そばに立ち、人永のくつろぐ姿すがたをほのぼのと眺ながめつつもなぜかそわそわしている。ものすごく落ち着かない。

「あの、……まだ何か？」

「え？　いえ、そうですね、お背せ中なか流しましょうか？」

　袖そでを捲まくってみせるが人永は慌あわてて首を横に振ふった。

「そ、そこまでして頂いただかなくても……っ」

　言って、後こう悔かいした。せっかくの申し出を断ことわった後ろめたさもそうだが、美人からのお誘さそいを蹴けった腑ふ抜ぬけ具合に情なさけなくなる。受け身になると途と端たんに弱くなるのは人永にとって耐たえ難がたい短所であった。うまく立ち回れたら実った恋も過去にあったはず。それを思い出して落ち込んだ。

　お客様に喜ばれるような接せつ客きやくがしたい。カグツチの顔にそう書いてあった。さっきからうずうずしているカグツチに「戻もどれ」と言うのも忍しのびない。

「いえ、それじゃあ話し相手になってください」

　仕方なく提てい案あんすると、カグツチの表情がパッと明るくなった。それでは、とカグツチが着物の裾すそを端はし折よって生なま足あしを晒さらしたのでドキリとしたが、浴よく槽そうの縁へりに腰こし掛かけて足を湯に浸ひたしたところで、人じん永えいは「なんだ、脱ぬがないのかよ」と残念そうに肩かたを落とす。

　まあいいか、と人永は思う。これも一つの「混こん浴よく」だ。

　女神の素す足あしに落ち着かない人永は、夜風を浴びて顔の火ほ照てりを冷ます。

「やっぱりぬるいですよね」

　湯に浸つけた足をゆっくりと動かしながら、カグツチは悔くやむように呟つぶやいた。

「そんなことないと思うけど。……さっき何か言ってましたね。霊れい力りよくが足りないばっかりにって」

「はい。ここの温おん泉せんは源げん泉せんを使用していますから、地中のお湯がそのままなんです。ですから、熱いぬるいはわたしの力加か減げん一つなんですよ」

　なんでもないことのように言うが、人永は首を傾かしげる。カグツチはくすりと笑うと人差し指を立てて説明してくれた。

「迦カ具グ土ツチという名前は火を司つかさどる神の代名詞で、わたし以外にも存そん在ざいします。たいてい、どの温泉地でも、あるいは鍛か冶じ場ばや焼き物の産地にも祀まつられているオーソドックスな神様なんです。火力の程てい度どで善よし悪あしが決まる職業ですから火の神様を祀るのは自然な流れだったんだと思います。わたしも『迦具土』の名を被かぶっていますが、真ま名なであって個人を特定する名前じゃないんです」

　人永は頭の中で整理する。『迦具土』というのは俗ぞく称しようであってカグツチ本人のことではない。犬で例えるなら、日本犬の『柴しば犬いぬ』というような種類を示す言葉、というところか。

「じゃあ、カグツチさんは他にも個人的に名前をお持ちなんですか？」

「いいえ、カグツチだけです。この地ち域いきに火の神様はわたししかいませんから。呼よび分わけるための固有名詞は必要なかったんだと思います。その甲か斐いあって、わたしは神話に出てくる火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミと同様の特性を持っています。ですから、火山性温泉の熱ねつ源げんであるマグマを操あやつるのもわたしの使命で、温泉の温度調節も請うけ負おっているんです」

　そこで申もうし訳わけなさそうに目を伏ふせた。

「わたしの霊力は今足りていません。そのために、温泉街で働く人たちにご迷めい惑わくをおかけしているのです」

　人永は眉まゆ根ねを寄せる。今回の仕事の内容とは関係ないことを聞いてしまったからだ。カグツチほどの美人が困こまっているのだから手を貸すのはやぶさかではないが、この地に訪おとずれた目的は精霊である山の神を現げん界かいさせることだ。一いつ刻こくも早く小こ町まちの元に飛んで帰りたい人永にとって余よ計けいな問題提てい起きでしかない。

　すでに現界しているカグツチにしてやれることがあるとは思えなかった。

「何か理由があるんでしょうか？　力になれるとは思えませんが、よろしかったら聞かせてもらえませんか？」

　そうは思っても、フェミニストの血は自然と口を動かしてしまうのだ。カグツチは待ってましたとばかりに顔を上げた。早まったか。

「人じん永えいさんに来きて頂いただいた理由って、山やま神がみ様を説得するためですよね。小こ町まちさんにもお話ししたんですけど、一石二鳥だとおっしゃってました」

「は？　ええ。その通りです。雲くも隠がくれした山の神とかいう奴やつを見つけ出しに来ました」

　半分投げ出していましたけどね、とはさすがに言えない。小町が漏もらした「一石二鳥」という言葉の意味がまるで見えない人永に、カグツチは「やっぱり」と納なつ得とくして頷うなずく。

「わたしの霊れい力りよくの源みなもとは那な雲ぐも温おん泉せん街がいの裏うら手てに聳そびえる山、『袴こ子こ里り山やま』の霊れい脈みやくにあるんです。あ、霊脈というのは霊気の流れる道みち筋すじのことです。わたしたち神はその霊脈から霊気を吸きゆう収しゆうして力を使っています。現げん在ざい、袴子里山の神様が雲隠れしてしまったために霊気の供きよう給きゆう源げんが断たたれてしまっていて、霊脈を必要とする神様は困こまっているんです」

　頬ほおに手を添そえて、はあ、と溜ため息いきを吐つく。その仕草はやけに色っぽい。

「力の源はそこ一つしかないんですか？」

　いつの間にかヘッポコが人永の頭の上に戻もどってきていた。興きよう味み津しん々しんにカグツチとの会話に耳を傾かたむけている。

「はい。霊脈は、そうですね、わかりやすく言いますと水のようなものなのです。上流から下流にしか流れることができず、やがて大海へと出ていき、水すい蒸じよう気きとなって空に昇のぼり雨となってまた山の上流から流れ出ます。その循じゆん環かんを逆さかさまにすることはできません。上流から来る水を頼たよりに生活していたところ、ふっ、と水が絶たえてしまったとお考えください。すでにそこに住じゆう居きよを構かまえてしまいましたから別の川に移い動どうするのも難むずかしいですし、別の川にはすでに住まいを確かく保ほした神様もいらっしゃるでしょうから割り込むこともできません。水を巡めぐって争うなんてわたしたちの世界では御ご法はつ度となんですよ」

　山の神が流すはずの水が断たたれてしまったためにひもじい思いをしていると、そういうことか。

「つまり、その山の神を現げん界かいさせてその、霊脈？　を復活させるよう説得すればカグツチさんの霊力も元に戻るということですね？」

「れいみゃく？」

　突とつ然ぜん、ヘッポコが不満げな声を出した。カグツチはなぜか目を泳がせる。

「え、えっと、その……。そ、そうなんです！　わたしも、霊脈に頼らないと力を発はつ揮きできなくて困こまってて！」

「？」

　カグツチはどこか引きつった笑みを浮うかべていた。それには首を傾かしげつつも、カグツチの頼たのみ事ごととあれば叶かなえてあげたくなる。しかし、山中に入ってまで神かみ探さがしなんてしてられないし。

　そこへ、コロコロと笑い声が降ふってきた。もちろんヘッポコの笑い声なのだが、どこか鼻で笑うような蔑さげすんだ響ひびきだ。

「どうかしたか？　ヘッポコ」

「なんも」

　なんでもないと言う割には、笑い声は絶たえない。それどころかカグツチを指差して笑い転げている。そこまで笑わなくても、と不安を覚え始めたとき、見下されたと感じたのかカグツチの表情もどこか険けんのあるものに変わり始めていた。嫌いやな空気が流れ、人じん永えいはおもむろに咳せき払ばらいを一つ。

「わかりました。さっそく明日、その山の神の元に行ってきます。確たしかに一石二鳥ですね」

　その言葉を受けて我に返ったカグツチは、「よろしくお願いします」と頭を下げた。

「道中はご案内いたします。山の神様にはすぐにお会いになれると思いますよ」

　カグツチは柔やわらかく笑い、登場したときと同じように音もなく空気に溶とけて消えていく。

「すみません。そろそろお仕事に戻もどりますね」

　言葉は姿すがたと共に霧む散さんした。人永は浴よく槽そうの湯に頭まで沈しずめてから顔を出す。

　覚かく悟ごを決める。明日はおそらくサバイバルだ。軽く舌した打うち。今回の仕事をなおさら降おりられなくなったことを苦々しく思った。もしかしたら、カグツチはこのことを伝えにわざわざ風ふ呂ろ場ばまで押おしかけたのかもしれない。

「ったく、おまえのせいだからなヘッポコ」

　場を繕つくろうために思わず了りよう承しようしてしまったのだ。恨うらみ言ごとの一つも吐はかずにはいられない。

　ヘッポコはカグツチが消えた虚こ空くうを眺ながめていつまでも笑っていた。




　　　　＊




　翌よく朝あさ、人永はヘッポコを頭に乗せて、町役場に併へい設せつされた町立公民館にやって来た。大だい講こう堂どうではなく、館内に三つある小講堂の一つを借りてちょっとした演えん説ぜつ会かいを行うためだ。演説会と言っても聴ちよう衆しゆうは一いつ般ぱん人じんではなく町や市の役人や町内会の会長や幹かん部ぶ、そして町役場の広こう報ほう担たん当とう者しやといった人を対たい象しようにした、言わば勉強会のようなものだった。

「本日はお忙いそがしい中お集まり頂いただき、まことに有あり難がとうございます」

　神の雲くも隠がくれは人間社会に痛つう烈れつな打だ撃げきを与あたえていた。しかし、それに気がついているのは信しん仰こうの薄うすい日本において敬けい虔けんな宗しゆう教きよう信者くらいのもので、大多数の人間にとっては「ふうん。それがどうした」で終わるほど淡たん泊ぱくなものだ。そして、その淡泊な意見は都会ほど多くなる。

　過か疎その進む地方では継けい承しようされる民話や神話が町おこしの生命線であり、そこから神性を取とり除のぞかれると観光客を誘ゆう致ちする文もん句くが失われると同時に地方の特性さえも死んでしまう。それはつまり地方にとって死活問題で、それがどうしたで済すむ話ではなかった。

「──なので、皆みな様に置かれましては由ゆ々ゆしき事じ態たいにあると改めて認にん識しきして頂きたいのです」

　政府が混こん乱らんを避さけるために未発表のままにしてある産業衰すい退たい予よ測そくデータは公表できないとしても、それ以前に話のタネが無くなることを危き惧ぐしている地方には対たい応おう策さくを講こうずる必要があった。産業の衰すい退たいはあくまでも十年先を予よ測そくしたもので、その前に破は産さんしてしまえば元も子もない。

　結局、未来に繋つなぐためには信しん仰こう心しんと神様の復活を目指さなければならないのだ。

「──政府も一いち丸がんとなって協力させて頂いただく所しよ存ぞんでございます」

　そういうわけで勉強会である。政府関係者から人じん永えいが代表して講こう師しとなり、対応策を検けん討とうし合う。地方によって崇あがめる神や風習も変わってくるので、その都つ度ど対たい策さくの内容もまた変化する。一いち応おうのマニュアルはあるが、そこに住む人にあてはまらなければ意味がなく、目め処どがつくまで話し合いは延えん々えんと続けられる。なんとも根気を必要とする作業だった。

「今日はこれくらいにしておきましょう。お疲つかれ様さまでした」

　話し合いの末、なんとか折り合いを見つけ後日また開かい催さいすることを約束して会を終えたとき、すでに夕方近かった。こういった勉強会は人永が小こ町まちの元に来てから四回ほど行っているが、慣なれるものではない。政府という肩かた書がきが大たい層そうに見えるのか、地元のお偉えらいさん方はすぐに補ほ助じよ金きんを強ね請だってくる。人永に査さ定ていする権けん限げんなどあるはずもなく、できることは神かみ探さがしくらいのものだから一いつ蹴しゆうするほかないのだが、心しん証しようを悪くすれば本来の任にん務むにも差さし支つかえるのでその辺の駆かけ引ひきにとにかく疲ひ弊へいする。

　公民館から無事に出てきて、最初に吸すった空気の美う味まいこと美味いこと。さっさと宿に戻もどって温おん泉せんに浸つかりたい、と一歩踏ふみ出だしたとき、

「お疲れ様です。人永さん、お待ちしてました」

　本来の仕事が残っているわけで。人永は長く深い溜ため息いきを吐ついた。

　カグツチは人永に労ねぎらいの言葉をかけ、まだ公民館に残っている町内会の人たちに挨あい拶さつをしに向かった。駐ちゆう車しや場じように一人取り残された人永は、とりあえず公民館の正面入り口に設せつ置ちされている喫きつ煙えん所じよに向かい、普ふ段だん吸わない煙草たばこに火を点つけた。いつどこでストレスが溜まるかわからないため、煙草とライターはいつも持ち歩いているのだ。───それと、酢すコンブ。

　そこへ、恰かつ幅ぷくの良い中年男性が煙草の箱を指で叩たたきながらやって来た。

「おや、品しな部べさん。お帰りになったと思っておりましたが」

　町の広こう報ほう担たん当とう責せき任にん者しやと名乗っていた男だった。勉強会の模も様ようを来月の町内広報誌に載のせる記事にするというのでカメラマンを連れて出席したのだ。そのページに布ふ教きよう宣せん伝でん文ぶんの枠わくを設もうけることも約束してくれた。

「カグツチさんが迎えに来てくれたんです。今、彼女は挨拶に回ってます」

「おお、カグツチ様がお見えですか。それはぜひとも会っておかねば」

　美人は見るだけで疲れを癒いやしてくれますからな、と鼻の下を伸のばして笑う。普ふ段だんから下品なことを言っては笑っていそうな人ひと柄がらだ。この手のタイプは腹の中で何を考えているかわからないから苦手だった。

「どうですこの町は？　美う味まい酒、名物温おん泉せん、綺き麗れいな女神と三さん拍びよう子し揃そろっておりますからなあ。気に入って頂いただけたでしょうか？」

「もちろんです。今度は上じよう司しを誘さそって来たいですね」

　これは本音だが、聞く人が聞けば補ほ助じよ金きんの検けん討とうを示し唆さしているようにも聞こえる。受け取り方は相手次し第だいだ。男はそれに別べつ段だん興きよう味みもないのか、「ぜひ」と一言で済すませた。

　五時を知らせるチャイムが鳴った。夕ゆう暮ぐれはそこまで迫せまっていて、下校途と中ちゆうなのだろう、ランドセルを背せ負おった小学生が歩道を歩いているのが見えた。二人はしばしその光景を眺ながめ、一本目の煙草たばこが灰はいに化した頃ころ、男は言った。

「驚おどろかれたでしょう。まさか反対運動があるとは」

「ええ。……まあ」

　驚くどころか困こん惑わくさえした。そんなことがあり得るのかと疑ったほどだ。

　反対運動というのはもちろん神の現げん界かいに対してのものである。一度雲くも隠がくれした神を復活させる必要はない、と自治体並ならびに人じん永えいの所しよ属ぞくする「やおよろず神しん議ぎ会かい」にまで抗こう議ぎ文ぶんを送りつけてきたのである。小こ町まちがあえて伏ふせていたのか、人永はそれを勉強会の折に耳にしたのだ。推すい進しんしているのは婦人会で、特に神様に対して個人的な恨うらみを抱かかえている人間が中心に活動していると言う。

　その辺りの事じ情じようがいまいち把は握あくできていなかったので、思い切って尋たずねてみた。

「なんらかのトラブルがあったんですか？　過去、この町に」

「うーん。放っておいてもいいような気はするんですが、婦人会の面々には議員さんの奥おく様もいらっしゃるようでなかなか難むずかしいんですよね。確かく証しようが全然ないから公にするのもなあ」

　はぐらかそうとしているのかと思ったが、単に自分の口から喋しやべりたくないだけで、人永にそれとなく誰だれにも言うなと釘くぎを刺さしているのだ。回りくどい。

「噂うわさ話ばなし程てい度どなら、週刊誌のゴシップ記事でお腹なかいっぱいです」

「週刊ともなると消化も早そうですな。──まあ、ゴシップ記事と似にたようなもんですが、誰が言ったか知らないめちゃくちゃな噂ですわ。昨年の夏、小学生の男の子が鎮ちん守じゆの森の奥にある川で死体になって発見されたんですよ。夏休みに事じ故こは起きるものですが、五年も続くとなると何なに某がしかの思おも惑わくが働いてそうじゃありませんか。それが幽ゆう霊れいの仕し業わざだろうと、神様の仕業だろうと。責せき任にんを押おしつけた後は追放ってのはよくある話でしょう」

　追放という言葉に、人永の脳のう裏りに昨日の光景が浮うかび上あがる。

「……河童かつぱの仕業？」

『河童追放の町』と書かれた看かん板ばん。目を引く割にはどこか浮いた印いん象しようが強かった。

「どうなんでしょうねえ。実じつ際さいに川の神様として祀まつってはいるんですよ。二十三年前に現界された当初は町のシンボルみたいにもてはやされましたし、河童との関係もそれなりに上う手まくいってはいたんですが。……ほら、河童って妖よう怪かいでしょ？　神様とおんなじと考えていいもんなのかなあ、と。どう思います？」

「う、……」

　そんなこと人じん永えいだってわかるわけがない。神様と妖よう怪かいって対極に位置するものじゃないのか。思ったことが顔に出たのか、男は「そうなんですよね」と同意した。

「誰だれかのせいにしたかっただけなんですよ、たぶん。河童かつぱって子供や動物を水に引ひき摺ずり込こんで溺おぼれさせるって話がどこにでもあるでしょ？　水すい難なん事じ故こを防ぼう止しするために必要悪として祀まつられた妖怪なんですよ。けれど、責せき任にんをなすりつけて救すくわれたのも事実ですから、たとえ妖怪であっても神様と同等の価か値ちはあるんですよね。祀ったからには存そん在ざいするわけで、今回河童も雲くも隠がくれしてくれたのだから、どうせならそのまま追い出してしまおうと考えたわけです。あ、これ、私の個人的な意見ですから」

　指を差して糾きゆう弾だんできる何か。敬うやまわれる神とは対照的に、ただ憎にくまれ続けるだけの存在。救いの形は違ちがえども、祀られるべきならば、それは等しく神と呼よべるのかもしれない。

「本当に河童の仕し業わざかは知りません。本気でそう思っている人たちがいるというだけの話です。そして、それはやっぱり単なる噂うわさ話ばなしでして、品しな部べさんが気にかけることではないということです。あなたはあなたの仕事をしてください。町の振しん興こうがかかってますからね。変に気負わないようにお願いします」

　それだけ言うと、男はさっさと中に戻もどって行った。

　人永にそれを告げるためにわざわざやって来たように思えた。どうせすぐに調べがつくのなら誤ご解かいされる前に注意しておこう、とそんなところだろう。

　人永が行っていることは、表向きは実地検けん分ぶんと布ふ教きよう活動である。信しん仰こう心しんを取り戻せば神は自ら姿すがたを現します、とは人永が人々に布教するときの定型文だ。そして、雲隠れした神様はそんな簡かん単たんなことで姿を現すのか、と人々に信じ込ませている。

　その結果が今のやりとりだ。人間側は神を敬うやまっているという格かつ好こうさえつければそれでよしと考えている。だから、人永に余よ計けいなことはするなと釘くぎを刺さしたのだ。せっかく形を整えたのだから、反対運動をしている人間を逆さか撫なでするような真ま似ねはしないでくれと言いたいのだ。

　年若い人永に見当違いな正義感を持たれては敵かなわんと思ったのかもしれない。

　わかっている。そう差し向けたのは他ならぬ人永だ。

　だから別に河童の味方になろうとは思わないし、すべての人間に神を敬えなんて押おしつけがましいこともする気はない。

「うーん、河童ねえ……」

　だが、釈しやく然ぜんとしない。妖怪と神様はやっぱり別モンだろう、と人永は考える。

「まさか現げん界かいさせなきゃならねえ相手じゃねえよな」

　挨あい拶さつ回まわりから戻ってきたカグツチに、車で移い動どう中ちゆう、水難事故について詳くわしく教えてもらった。




　正せい確かくに言えば、今から四年と半年前の夏。

　当時十一歳さいの少年が袴こ子こ里り山やまから流れる川の下か流りゆう域いきで、溺でき死し体たいで発見される。少年は川かわ釣づりの最中、足を滑すべらせて転落、約一キロ流された。前日に降ふった雨の影えい響きようもあって水みず嵩かさは多く流れも速かった。同行していた友人らの助けも間に合わず、翌よく日じつ捜そう索さく隊たいに発見されたときすでに息を引き取っていた。この事故を受けて、この川での釣つりは規き制せいされることになる。

　翌よく々よく年とし、今から二年と半年前の夏。

　当時十歳の兄と八歳の妹が川遊びの最中、水死する。雨が降ったわけでもなく穏おだやかな渓けい流りゆうで遊んでいた二人は、親の目が届とどく距きよ離りにいながら突とつ然ぜん引ひき摺ずり込こまれるように水中に沈しずみ、そのまま大量の水を飲んで窒ちつ息そくした。水嵩は膝ひざほどまでしかなかったことから岩に足を挟はさまれたものと見られるが、あまりにも不自然な事じ故こであったため、県けん警けいはその他の原げん因いんを現在も調ちよう査さ中ちゆう。保護者同どう伴はんにもかかわらず起こってしまった不幸な事故である。

　三年と半年前の夏に起こった事故も同様のものであったので割かつ愛あい。

　一年と半年前の夏。連続して起こった事故がある噂うわさを生み出す。

　曰いわく、その渓流には精せい霊れいが棲すみ、河童かつぱの姿すがたを模もして子供の魂たましいを喰くらっている。

　袴子里山を囲む地ち域いきに古くから伝わる河童伝説を筋すじとした怪かい談だんが囁ささやかれるようになり、肝きも試だめしと称しようして山に入る子供たちが急きゆう増ぞうした。何事もなく下山した子供たちの中には、川かわ面もに光る不気味な影かげを見たとか、二メートルを超える生物が甲かん高だかい声で鳴いていたとか、妄もう想そうの域いきを出ない証しよう言げんをする者がいた。噂は見み間ま違ちがいや嘘うそによって塗ぬり固かためられ、紛まぎれもない本物の怪談を作り出す。──河童が子供を溺おぼれさせ魂を吸すい取とっている、と。

　ついに河童による犠ぎ牲せい者しやが生まれる。当時十歳の少女は川辺から離はなれた場所にいたはずが、友人らが目を離した隙すきに川の真ん中に飛び込んでいた。友人は慌あわてて少女を助けようと長い木の枝えだを伸のばすが、少女の手が掴つかむ前に枝は真っ二つにへし折れた。何者かがへし折ったのを見たと彼らの一人は証言するが、それが河童であったという確かく証しようは得られていない。少女は帰らぬ人となった。

　そして今から半年前、またしても事故が起きる。

　田た富どみ新しん太た郎ろう君（当時十二歳）が同川にて死体で発見される。友人らと共に川遊びを終えて下山した後、新太郎君は一人で渓流に引き返した。しばらく経たって心配になった友人らが渓流に戻もどってみると、新太郎君の遺い体たいが河原に横たわっているのを発見した。地元の医い師しが検けん案あんしたところ頭部を強打していることが直ちよく接せつの死し因いんであると断だん定ていされた。事件性はなく、足を滑らせた際さい後頭部を打ちつけたものと見られている。

　しかし、ただの事故では済すまされなかった。

　新太郎君の両親は河童が新太郎君を殺害したと主しゆ張ちようし、一連の袴子里山渓流事故の被ひ害がい者しや家族とともに河童追放運動を起こす。運動は地ち域いき保護者会が協力し、町の至いたる場所に河童の悪あく性せいを訴うつたえる看かん板ばんを立てて住民に注意を喚かん起きすることが主だった。行政は当面の活動を半ば黙もく認にんしている状じよう態たいである。




「河童かつぱは川の精せい霊れいでもあるんです。神様と妖よう怪かいの違ちがいって、人間にとって害があるかないかで分けられているようなものですから。妖怪だからと言って悪い人ばかりじゃないんですけどね。あれ？　どうかしましたか？」

　カグツチの話を一通り聞いて、とりあえず落らく胆たんした。

　今回の任にん務むは袴こ子こ里り山やまの神様を現げん界かいさせることだが、そもそも人じん永えいの仕事はすべての神様を現界させることなのだ。河童が精霊ならば当然その対たい象しように含ふくまれる。河童は世間的に言えば妖怪であり水すい難なん事じ故こを引き起こす厄やつ介かい者ものでしかない。それをわざわざ現界させて、その上河童を敬うやまえと布ふ教きようしなければならないのだ。それも河童を憎にくんでいる町民たちに。

　無理に決まっている。いなくなってせいせいしているところにわざわざ水を差す真ま似ねなどできるものか。想そう像ぞうする。ヘッポコがいなくなってせいせいしている自分の元へ「ヘッポコ様を現界させましょう」なんて言ってくる奴やつがいたとしたら。──間ま違ちがいなく殴なぐる。

「困こまったな。町の人たちを説得するか、小こ町まちさんを説得するか。うわ、どっちもあり得ねえ」

「あ、あの……、何かあったんですか？　わたし、変なこと言っちゃいましたか!?」

　人永の様子が気になるカグツチはなぜかオロオロし、それまで安全運転だった車が蛇だ行こうし始める。人永は慌あわててなんでもないと首を振ふる。

「落ち着いてください！　カグツチさんに落ち度はありませんから！」

「ほ、本当ですか？」

「ええ。カグツチさんに不満なんてあるわけないじゃないですか。と、ところで、目的地はまだ先なんですか？」

「あ、もう少しで着きますよ。お待たせしました」

　なんとか運転に集中し出したカグツチの目線の先、一いつ般ぱん道路は袴子里山を迂う回かいして山の麓ふもとをひた走る。那な雲ぐも温おん泉せん街がいでは裏うら山やまと呼よばれる袴子里山へ車で行くには、いったん坂を下って舗ほ装そう道路に乗らなければ辿たどり着つけなかった。民家が途と絶だえ、木々に囲まれた緩ゆるやかな山道を登り始める。温泉街からおよそ十五分かかって、車は停てい止しした。

　袴子里山の中腹、三合目地点が山の入り口だった。登山客はここまで車で来て、あとは舗装されていない獣けもの道みちを登るのだ。

　すでに日も傾かたむきかけている。これから山登りなどするまい、と考えていたのだが。

「それでは参まいりましょうか」

　カグツチは容よう赦しやなかった。人永は思わず後あと退ずさる。

「あの、登山するならきちんと準じゆん備びしないといけないんじゃないかと思うのですが。日も暮くれてますし、危き険けんですよ？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。何も登山するわけじゃありませんから。森の中を少し進むとちょっとした渓けい流りゆうがあるんです。上流に向かってすぐのところに神様はいらっしゃいます」

　ちょっとした渓流。もしかすると、そこが件くだんの川だろうか。

　そして、カグツチの言い回しに引っかかるものを感じた。人じん永えいはすぐさま頭に浮うかんだ懸け念ねんを口にした。

「もしかして、当て馬ですか？　僕は」

　この場合、その言葉が正しいのかどうかわからないが、初めから仕組まれているのだとしたらあながち間ま違ちがいではないだろう。おそらく、神かみ探さがしをするまでもなく、神様は事前に待ち合わせ場所を決めている。

　カグツチも意味を理り解かいしたのか、苦笑した。

「ごめんなさい。実は、山やま神がみ様は人永さんがおいでになるのをずっとお待ちになっていらっしゃいます。とても温おん厚こうな方で、人間にも寛かん大だいで気持ちの良いお人ひと柄がらで、でも優やさしすぎるから他の神様を悪く言うこともおできにならなくて、その」

　あれこれと庇かばうような言葉を受けて、山神様が日和ひより見み主義の臆おく病びよう者ものということがよくわかった。周りの神様が人間に愛あい想そを尽つかして雲くも隠がくれしたことに反対すらできず、流されるままに姿すがたを消して今に至いたるというわけだ。すぐにでも現げん界かいしたいと思いつつも、とりあえず神としての体面もあるので、人間に懇こん願がんされて仕方なく出てきましたという体てい裁さいが欲しいのだ。面めん倒どうくせえことこの上ない。

　人永が神探しにやり甲が斐いを覚えないのはこの神様の威い厳げんのなさに起き因いんしていた。目につく人間臭くささが尊そん敬けいに値あたいしなかった。威厳を示したいのであればもう少し弁わきまえて行動してほしい。

　逆ぎやくに言えば、その先入観が神様を追おい詰つめていたのかもしれない。神様だって、好きで神を名乗っているわけではない。人間がそうあるべきと主しゆ張ちようし敬うやまうからこそ神らしく振ふる舞まうのだ。「疲つかれた」と言うのも当然かもしれなかった。

　神様は無理やり見つけ出そうとすれば逃にげられる恐おそれがある。以前、小こ町まちが話したことだ。何体か神を説得したことのある人永にはその言葉が正しかったと今なら思える。神様は想そう像ぞう以上にデリケートでプライドが高い。人間に追われて出てこられるほど自じ尊そん心しんは低くない。だからこそ体裁を整える必要があるのだ。神にとっても、人間にとっても。

　神探しは人永にしかできないとは、ヘッポコを「ヘッポコ」と呼よべる人間に本性を知られたところで痛いたくも痒かゆくもないからなのだろう。

　いい迷めい惑わくだ。

「んじゃ、さっさと片かた付づけましょうか。カグツチさんのために」

　カグツチは「あはは」と乾かわいた笑い声を上げる。弁べん解かいの余よ地ちもない。

　渓流へと続く道を歩く。僅わずかに勾こう配ばいが急になり始め、せせらぎが聞こえてきた。

　カグツチの背せ中なかが不意に止まった。

「どうして、こんな……っ!?」

　息を呑のむ気配。人じん永えいもカグツチが見つめる先を凝ぎよう視しした。

「なんだよ、これ……？」

　五十メートルほど先には道を塞ふさぐように有ゆう刺し鉄てつ線せんが張はり巡めぐらされていた。その刺とげ々とげしさには来る者を寄せつけない悪意がある。

　いや、事じ情じようを知る今なら理り解かいできる。あれは、河童かつぱを外に出さないための『檻おり』だ。

「なんてことをっ」

　口を手で覆おおって消え入りそうな声で嘆なげいた。そこに裏うら切ぎられたかのような悲ひ痛つうな表情が見えた気がした。

　おそらくあれを張ったのは地ち域いき住民だ。河童から子供を守るために施ほどこした防ぼう衛えい手しゆ段だん。皮肉にも、それが人間を愛するカグツチの心を深く傷きずつけていた。

　神は人間によって生み出された。そうあるべきと称たたえられ、その通りに威い厳げんを示した。人間は神にとって親も同然である、とカグツチが言ったのだ。言いつけを守って被かぶらされていた役割をただ実直にこなしていただけなのに。その仕打ちが有刺鉄線ではあまりにも惨むごい。

　震ふるえる声が人永の耳に届とどく。

「河童が妖よう怪かいだからですか？　河童が水すい難なん事じ故こを起こしたからですか？　違ちがいます。河童がそういう役割を背せ負おっているからなんです。そして、背負わせたのは人間です。こんな仕打ち、あんまりです……っ」

　目に涙なみだを溜ためて、我が事のように唇くちびるを噛かむ。

　違う。我が事のように、ではない。カグツチも役割を背負わされた神なのだ。

「カグツチさん」

　人永はどうすることもできなかった。かける言葉は何も浮うかばなかった。いや、何を言っても駄だ目めな気がした。役割を押おしつけておきながら感情に任まかせて神を貶おとしめられる人間に与くみする一人として、軽けい率そつなことは言えなかった。

「……すみません。人永さんにこんなことを言っても困こまらせるだけですよね。わかっています。子供を亡なくされた方たちだって辛つらいはずなんです。こうでもしないと気を紛まぎらわせないんだって本当はわかっているんです。わたしたちは人間の信しん仰こうに従したがって形を変えていくしかないんです。それがわたしたちの役割なんだってきちんとわかっています、あ」

　咄とつ嗟さにカグツチの手を引いていた。これ以上喋しやべらせていたらどんどん自分を追い込んでいく気がしたからだ。カグツチは無む垢くすぎる。そして優やさしすぎた。自分をへりくだるのは神のすべきことではない。カグツチにだけはその神しん性せいを失ってほしくなかった。

「行こう。とにかく山やま神がみ様を現げん界かいさせればカグツチさんの霊れい力りよくは回復するんだろ？　話はそれからだ」

　ここで嘆いていても始まらない。住民と河童との確かく執しつは思った以上に深かった。それだけだ。カグツチが背負うことではない。それでも信仰に準じゆんずるのが神であると嘆くのであれば、まずは霊れい力りよくを取とり戻もどすことに専念しないといけない。

　カグツチは何も言わず人じん永えいの手に引かれるまま歩き出す。少しは落ち着かせることができたようだ。ヘッポコも今回は額ひたいを叩たたくことはしなかった。

　だが、有ゆう刺し鉄てつ線せんに手が届とどきそうな位置に来て、一度だけ額を叩かれた。

「じんえい」

　呟つぶやく声に僅わずかな凄すごみが宿る。人永が訝いぶかしく思ってヘッポコを見上げようとした瞬しゆん間かん、一ひと際きわ強い力で叩かれた。

「よけろ！」

　ヘッポコの叫さけび声ごえは足下で何かが弾はじける音に被かぶさって響ひびいた。慌あわてて後ろに飛んで地面を確かく認にんすると、拳こぶし大だいの石が欠片かけらをこぼして転がっていた。

「なんだ、これ!?」人永が困こん惑わくし、「さがれ！」ヘッポコが注意し、「あ、あそこっ！」カグツチが有刺鉄線を越えた先を指差したのはほぼ同時のことだった。

　三人が見上げた先、太い木の枝に立って人永を見下ろしている人ひと影かげがあった。人間の子供にしか見えないその輪りん郭かくは、よく見れば特とく徴ちようある容よう姿しをしていた。菱ひし形がたの大きな目、削そぎ落おとしたように低い鼻、指の間には傘かさを差したような水みず掻かきを有し、藁わらを束ねて結んだ腰こし巻まきと深い緑色の苔こけが斑まだらに肌はだを覆おおっている。一目でわかる。あれは、河童かつぱだ。

　息を詰つめて見み据すえていると、河童が口を開いた。

『人間め。何しに来た？』

　細めて睨にらむその双そう眸ぼうにぞっとする。答え如何いかんによっては危き害がいを加えると雰ふん囲い気きが告げている。

　人永を庇かばうようにして前に進み出たのはカグツチだった。

「なんのつもりですか？　あなたたちに人間が森へ立ち入ることを妨ぼう害がいする決まりはないはずでしょう？」

　あなたたち、という言葉で気がつく。河童は一人ではない。木々の隙すき間まからは無数の菱形の瞳ひとみが人永を見つめていた。有刺鉄線を挟はさんで向かい合っているはずなのに包囲されているかのような圧あつ迫ぱく感かんを覚える。

『儂わしたちを押おし込こめた人間をどうして森に入れることができようか。身勝手なのはおまえらだ。それ以上前に出れば、今度は威い嚇かくじゃ済すまないぞ』

　河童の掌てのひらにはまたしても拳大の石が握にぎられていた。示し合わせたかのように、周囲にいた河童たちも姿すがたを現して握りしめた石を見せつけた。背せ筋すじが凍こおる。あんなもの一いつ斉せいに投げられたら怪け我がどころでは済まない。当たり所が悪ければ、下へ手たをすれば死ぬ。

　しかし、カグツチに怖おじ気けづいた様子はない。

「女神と侮あなどるつもりですか？　投石程てい度どでわたしが怯ひるむと思うこと自体間ま違ちがいです。試しに投げてみなさい。目につくすべてを溶とかしてあげますから」

　それどころか、吐はき出だす口調には余よ裕ゆうさえあった。背せ中なかを向けていて見えないが、その表情は威い厳げんに満ちていることだろう。火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミは火山を統すべる神だ。溶よう岩がん流りゆうを生み出すことなど造ぞう作さもないのだ。

　だが、カグツチが失念している落とし穴を、河童かつぱたちとヘッポコは気づいていた。

　河童たちの嘲ちよう笑しようを浴びせられて目を剥むくカグツチに、ヘッポコが厳おごそかに言った。

「さがれ」

　訝いぶかしむように振ふり向むいたカグツチは、あっ、と小さく声を上げた。ヘッポコを乗せた人じん永えいがただの人間であることに気がついたのだ。

『そこまで言うなら投げてやる。すべての石を溶とかしてみせればいい。おまえは火の神だからいいが、そいつはただの人間だ。溶岩を頭から被かぶって無事で済すむとは思えないぞ』

　くつくつという笑い声がカグツチを打ちのめす。カグツチは顔を真っ赤にして悔くやしそうに唇くちびるを噛かみ、渋しぶ々しぶ後ろに下がった。その直後、頭上から雨あめ霰あられとばかりに無数の石が降ふりかかる。

「人永さんっ！」

「あっ───」

　身を挺ていして盾たてになるカグツチの体に散さん弾だん銃じゆうのような石いし飛礫つぶてが突つき刺ささる。神であっても現げん界かいしていれば肉体は人間と変わらない。強い衝しよう撃げきを受けたところで死にはしないだろうが、痛いたみは伴ともなうはずだった。崩くずれ落おちる体を咄とつ嗟さに抱かかえると、傾かたむけてきた顔が苦く痛つうに歪ゆがむのをはっきりと見た。

　人永の頭に血が上る。

「お、まえ、ら、」

　拳こぶしを握にぎりしめ、前方を睨にらみつける。自分がただの無力な人間で、武ぶ器きも何も手にしておらず、河童に至いたる前に聳そびえる有ゆう刺し鉄てつ線せんの存そん在ざいが目に入っていてもなお人永は前に進み出ようとした。片かたっ端ぱしから殴なぐりつけなければ気が済すみそうになかった。

　不意に袖そでを引かれる。身体を寄せたカグツチが行かせまいと引ひっ張ぱっていた。ヘッポコもペシペシと額ひたいを何回も叩たたく。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶですから。今日のところは引き上げましょう」

「おちつけ」

　二人の神に諭さとされて、人永は苦い表情を浮うかべて拳を解といた。怒いかりで回らない頭でも、人間一人で立ち向かえる相手ではないと身の危き険けんだけは訴うつたえていた。

　カグツチを支ささえるように抱だきかかえながら、人永はその場から逃にげ出だした。

　後ろからは嘲笑が聞こえていた。




　　　　＊




「──とまあ、こういった感じです」

『………』

　携けい帯たい電話越しに嘆たん息そくの間が伝わってきた。頭を振ふる小こ町まちの姿すがたが目に浮うかぶようである。

　昨日連れん絡らくがつかなかった分、二日分まとめての進しん捗ちよく状じよう況きよう報ほう告こくである。風ふ呂ろ上あがり、人じん永えいは浴衣ゆかたの懐ふところに片かた方ほうの手を突つっ込こんで建物の柱にもたれながら小町の言葉を待つ。

『前ぜん途と多た難なんね』

　しばらく待って呟つぶやかれた言葉がそれだった。苦笑いさえ聞こえた。

『山やま神がみ様を麓ふもとに呼よび寄よせることはできないの？』

「無理ですね。こちらから足を運んで頭を下げるのが望ましい形らしいんで。神様から赴おもむくのはプライドが許ゆるさないんでしょう」

『迷めい惑わくな話ね』

　まったくです。しかし、神様相手でも容よう赦しやないですね小町さん。

　一日ぶりに聞いた小町の声に人永は恍こう惚こつとする。受話器越しであっても耳元で囁ささやかれる声は背せ筋すじをぞくぞくと震ふるわせた。どうやら自分にはマゾの気があるようだ。半ば開き直って小町のクールボイスを堪たん能のうする。

『それで、カグツチ様は大だい丈じよう夫ぶなの？』

「ええ。車に戻もどったときにはピンピンしていましたよ。なんでも、神様は元々霊れい的てきな存そん在ざいなんで肉体的外がい傷しようには意味がないんですって。念のために触しよく診しんしましょうかって申し込んだら断ことわられました」

『じんえい君』

「ごめんなさい。冗じよう談だんです。そんな怖こわい声出さないでください」

　クールボイスは冷やしたらまずい。震えるどころか凍こおりましたよ、背筋。

　確たしかに冗談である。本当は、触診どころか服を捲まくり上あげて無理やり診しん察さつしたのだ。やましい気持ちはまったくなく、女性の身体に傷きずを作ってしまったとなれば人永は一生後こう悔かいするだろうと思ったからだ。人永の必死さに押おされたカグツチは恥はずかしがりながらもお腹なかや太ふと股ももを晒さらしてくれたが、傷一つ見当たらなかった。ヘッポコが終始かぶりついていたので、そのときようやく取り越し苦労であったと理り解かいした。ヘッポコは事じ態たいが深しん刻こくであればそのような真ま似ねはしない。心配ないからこそ人永に噛かみついたのだ。

　ちくしょう。わかっていたならもっとこの目に焼きつけておいたのに。

『これからどうするつもりですか？』

　小町の言葉で我に返る。カグツチが無事なのはいいが、問題は依い然ぜん山積したままなのだ。風呂に浸つかりながら必死で頭を巡めぐらせてみたが妙みよう案あんは一向に浮うかんでこなかった。

「とりあえずカグツチさんが単身で河童かつぱの説得に当たるみたいです。河童はカグツチさんではなく人間を憎にくんでますからね。素す直なおに応おうじるとは思えませんけど。カグツチさんもそれはわかっているみたいです」

　霊れい脈みやくが復活しない限かぎりカグツチの霊れい力りよくは回復しないらしい。ということは、温おん泉せんで得ていた経けい済ざい効こう果かがこの先落ち込んでいく恐おそれも出てくるのだ。それは、延ひいては河童かつぱの復ふく讐しゆうにも繋つながってくる。河童を敬うやまわなかった人間を自じ業ごう自じ得とくだと笑うことができるのだ。

『その霊脈というのは河童には影えい響きようしないものなの？』

「さあ、実じつ際さいのところ河童にしかわかりません。けれど、森から追放されたらたぶん関係なくなると思いますよ。捨て身覚かく悟ごなんじゃないでしょうかね」

『なるほどね。厄やつ介かいなものね。いいわ。わたしから自治体の方に当たってみます。バリケードの撤てつ去きよを申しん請せいして様子を見ましょう。住民の意い識しきも変わるかもしれない』

　無む駄だかもしれませんけれど、と付け加えた。人じん永えいもそう思う。バリケードが駄だ目めなら次は強きよう硬こう手しゆ段だんに出る可か能のう性せいもあるからだ。事じ態たいをややこしくしかねない。

「あまり刺し激げきしない方がいいのではないでしょうか」

『ええ。ですから、住民への説得はじんえい君にお任まかせします』

　そう来たか。途と方ほうもない指令に頷うなずくことが躊躇ためらわれる。

『じんえい君、返事はどうしたの？』

「オーケー、ボス。当たって砕くだけます」

　小こ町まちはくすりと笑った。

『良い子ね。無事「済さい世せい」できたらご褒ほう美びに休きゆう暇かをあげましょう。頑がん張ばってね』

　ああ、なんというアメとムチ。そんなことで尻尾しつぽを振ふる自分はパブロフの犬だ。頭はすでに休暇について思いを巡らせている。今度こそ小町さんとデートしてやるぞ、と夢を見て。

　唐とう突とつに思い出した。

「あの、つかぬことを伺うかがいますが、昨夜ゆうべはどうして電話にお出にならなかったのでしょうか？　事務所にいなかったんですか？」

　受話器はしばし沈ちん黙もくする。なぜ即そく答とうしないのか。

『言わなかったかしら。昨夜は予定が入っていたので早めに切り上げたのよ』

「そう言えばそんなこと言ってましたね。……まさか男と一いつ緒しよにいたわけじゃないですよね？」

　明らかに呆あきれた溜ため息いきが聞こえてきた。そんなわけないじゃないのよ、という言葉を思わず期待してしまった。

　しかし返ってきた言葉は、意に反して残ざん酷こくなものだった。

『プライベートなことよ。あなたには関係ないわ』

「どどどどどどういう意味っスか!?　ままま、まさか本当に!?」

　小町はうんざりしたように溜め息を吐つく。

『どうでもいいことでしょうに』

「どうでもよくねえっスよっ！　マジで男と一緒だったんですか!?　ちょっと待ってくださいよ、俺が一体何したっていうんです!?　そんなの信じませんからね!?」

『……だから、じんえい君には関係ないって、』

「一体どこのどいつだよちくしょうっ。俺の小こ町まちさんを誑たぶらかしやがって!?　羨うらやましいじゃねえかこのやろう!?　待っていてください小町さん！　この品しな部べ人じん永えい、仕事を放ってでもすぐに貴女あなたの元に駆かけつけますから、───って、」

　切れた。繰くり返かえし響ひびく機械音が小町の怒いかりを代だい弁べんしているかのようだった。携けい帯たい電話を仕し舞まって頭を掻かく。ふーっ、と深く長い息が溢こぼれた。

　小町には悪いが、ようやく調子を取とり戻もどせた。

　カグツチが襲おそわれたあの瞬しゆん間かんが脳のう裏りから消えてなくならない限かぎり、いつまでも冷静さを欠いたままだ。普ふ段だんの調子を取り戻すには、普段通りのやり取りをするのが一番早い。

「自分を見失っちゃあおしまいだよな。時が来れば嫌いやでも河童かつぱとご対面なわけだから、それまでに対たい策さくを練っておかないと。な、ヘッポコ？」

「はらへった」

　長なが椅い子すの上で転がっているヘッポコが真ん丸眼まなこを線にして力なく呟つぶやいた。思わず苦笑する。

「だな。旅館に戻ろう。俺も酒が飲みたいよ」

「あい」

　ヘッポコを頭に乗せて温おん泉せん宿やどを出た。空には月が浮うかんでいて、肌はだ寒さむい外気に溶とけて一いつ層そう白い光を放っている。吐はき出だす息の白さといい勝負だ。

　カグツチが厚意でくれた温泉手形は那な雲ぐも温泉の加か盟めい旅館二十軒けんの中から三カ所まで好きな温泉に入ることができるフリーパスのようなものだった。さっそく人永とヘッポコはカグツチの旅館を後にして、気の向くままに温泉を巡めぐり、骨ほねの髄ずいまで入にゆう湯とうを堪たん能のうしたのだった。

　宿を出る際さいに強ね請だったアイスクリームを頬ほお張ばって、ヘッポコは鼻はな唄うたを交じらせる。

「じんえい」

「なんだよ？」

「すき」

「……うざ」

　邪じや険けんにしてみてもヘッポコはコロコロ笑う。とてもご機き嫌げんなようで何よりだ。今日はヘッポコに助けられたので、人永もいくらかヘッポコに甘かった。

「じんえい」

「今度は何だ？」

「おしっこ」

「行ってこい」

　ヘッポコを掴つかんで近くの草むらに放り投げる。がさごそと音を立て、三十秒ほど経たつと草むらから出てきてトテトテと人永の元に走り寄る。足を登って背せ中なかを這はって頭のてっぺんに辿たどり着つくと、はぅ、と一息吐ついた。

「すっきり」

「そいつは良かったな」

「あい」

　ペットを放はなし飼がいしている気分である。

　人じん永えいは旅館へ戻もどる道みち程のりをゆっくりと歩き出す。気持ちは不思議なくらい落ち着いていた。

　河童かつぱについて考えてみた。全国各地に伝説があり、地方によって特とく徴ちようが違ちがってくるが、共通する部分は川や沼に棲すむ妖よう怪かいであることだ。悪戯いたずら好きで時に残ざん虐ぎやく性せいを持ち、同時に義ぎ理り堅がたい性せい格かくで一度受けた恩おんは決して忘わすれないことでも有名だ。河の神とも山の神とも呼よばれ、自然霊れいとしての格かくは龍りゆう神じんや水すい神じんと並ならぶほどである。

　しかしどれほど神しん格かくが高くても、人間にとってその存そん在ざいは「畏おそれ」よりも「恐おそれ」の対たい象しようとされる面が強く、この違いは大きい。畏れとは道徳や倫りん理りといった人間性を遵じゆん守しゆさせようとする規き範はんの概がい念ねんだ。反して、恐れとは肉体的精せい神しん的てき苦く痛つうを与あたえる悪あく性せいとしての意味合いが強い。河童が神である以上「畏れ」の対象とされるべきところを、この町の住人たちは河童に対して「恐れ」を抱いだく。つまり、河童は悪だった。過去の水すい難なん事じ故こを経けい験けんすればそこに到とう達たつするのも仕方のないことなのかもしれなかった。

　けれど、と思う。

　はたして、すべての事故が本当に河童の仕し業わざだったのだろうか。

　誤ご解かいや嘘うそが信しん仰こうの中身を変えてしまったのではないだろうか。もしもそうだとしたら、そこに事じ態たいを解かい決けつする糸口があると思えた。

　軒のきを連ねる土産みやげ物もの屋やもシャッターを下ろし始めていた。観光客はおろか外を出歩く人ひと影かげすら無く、坂道には人永の足音しか響ひびかなかった。旅の疲つかれが出たのだろう、人永は大きな欠伸あくびをした。

　そのとき、背はい後ごから迫せまり来くる気配に気づいた。振ふり返かえる間も与あたえず、気配が人永の脇わきを通り抜ぬける瞬しゆん間かん、人永の頭の上が軽くなった。見上げるとヘッポコがいない。

「なっ────」

　慌あわててその気配を目で追う。見み間ま違ちがいかと思ったが、そいつは子供だった。一いつ瞬しゆんの出来事だったので捉とらえきれなかったが、掠かすめ取とるように人永の頭からヘッポコを奪うばったらしい。子供の手にぶら下げられたヘッポコが離はなれていく人永を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　子供は十メートルほど距きよ離りを取って人永を振り返る。フードを目ま深ぶかに被かぶっていて表情は窺うかがえないが、敵てき意いだけは感じ取れた。顔を正面に戻もどし、再ふたたび走り始める。

　ついてこい、と背せ中なかが命令していた。

「ま、待てえっ！」

　人永は叫さけんだ。声を大にして、力の限かぎり叫んだ。

　その場で。

「………」

　さらに五メートルほど先で止まり、再ふたたび振ふり返かえる。見せつけるようにヘッポコを掲かかげ、ついてこいと地じ団だん駄だを踏ふんだ。それに対して人じん永えいはひらひらと手を振る。

「どうした？　行かないのか？」

「なんで追ってこない!?」

　言葉が被かぶさり、沈ちん黙もくが降おりる。人永と謎なぞの子供が互たがいを牽けん制せいする中で、ヘッポコだけが「たすけろ！」と訴うつたえている。人永は、うーん、と腕うで組ぐみみをした。

「そいつが欲しいならやるけど。交こう渉しようの材料にはならないぞ？」

「え!?　だって、こいつはおまえの大事な神じゃないのか!?」

「そうだっけ？　ただの無む駄だ飯めし喰ぐらいの居い候そうろうだけど」

「…」

　ヘッポコがうるうると涙なみだをこぼす。子供はヘッポコを持ち上げて同どう情じようする素そ振ぶりを見せた。

「何が目的かは知らないけど、ヘッポコを人質にした取引なら今ここでしようぜ？　風ふ呂ろ上あがりなんだ。汗あせを掻かかせるなよ、少年」

　もちろん追いつける自信があったからこそ、そう言ったのだ。距きよ離りにハンデがあるとは言え、子供の足についていけないわけがない。ヘッポコを奪うばい返かえすのも簡かん単たんだった。要求を聞いてやるのは最さい大だい限げんの譲じよう歩ほだ。ヘッポコを取られたところで痛いたくも痒かゆくもないが、どうしてこんなことをするのかには興きよう味みがあった。

「俺に話があるんだろ？　聞くよ」

「………」

　子供は体を反転させて人永と向かい合う。反対にヘッポコはお尻しりを向ける形になる。

　向かい合って初めて目が合った。人永はぎょっとする。フードに隠かくされていた顔の輪りん郭かくもその特とく徴ちよう的てきな目と鼻も、夕方囲まれた河童かつぱたちを彷ほう彿ふつとさせるものだったからだ。

　そう。その顔は紛まぎれもなく河童そのものだった。どこか幼おさない感じのする菱ひし形がたの大きな目はあのとき感じたほど威い圧あつ感かんはなく、ヘッポコを持つ手は水みず掻かきを有していながら遠目には人間の掌てのひらと同じに見える。人ひと里ざとに下りるためにこしらえたのだろうフード付きのジャンパーも街中で見かけても気づかせないくらい河童の姿すがたを隠していた。顔を見てようやく気づけた今であっても河童であることを否ひ定ていされると鵜う呑のみにしてしまいそうだ。印いん象しようがまったく違ちがって映った。

　河童は人永をじっと見み据すえて、ただ一言要求を口にした。

「この町から出て行け」

　それはどこか懇こん願がんに近い色を含ふくんでいた。頼たのむから、と付け加えそうなほど河童の顔は苦く渋じゆうに歪ゆがんでいた。

「どうしてだ？」

　河童はギリッと奥おく歯ばを噛かんで挑いどむように人永に吠ほえた。

「おまえさえ来なければオイラたちはまだ堪たえられたんだ！　人間にひどいことされても我が慢まんしようって決めてたのに！　それを、おまえのせいでっ！」

　いきなり投げつけられた叫さけびに人じん永えいの頭は一いつ瞬しゆん真っ白になる。怒いかりをぶつける対たい象しように慟どう哭こくのような訴うつたえをぶつけられて、心が得え体たいの知れない何かに鷲わし掴づかみにされた気がした。

「ちょ、ちょっと待てっ!?　どういう意味だよ!?」
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　涙なみだ目めで睨にらんでくる。その目に人永はたじろいだ。

「さっきカグツチが来た。おまえを森に入れるようにって頼たのみに来たんだ。カグツチだけはオイラたちのことわかってくれていると思ってたのに。なのに、カグツチは人間の味方になった。おまえに誑たぶらかされてカグツチは馬鹿になったんだ」

「お、おいおい、それは違うだろ。カグツチさんは別におまえたちを見放したわけじゃない。あの人は単に優やさしいだけだ。人間と河童かつぱが仲良く暮くらせることを願っているはずだ」

「……そんなことどうだっていいんだ。カグツチは河童を裏うら切ぎった。だから、オイラたちはもう我が慢まんしないことに決めたんだ」

　上を向いたその顔が後あと戻もどりできないことを告げていた。

「仲間たちは人間に報ほう復ふくするぞ」

　震ふるえる声で、泣きそうな表情で、河童は決意を口にした。そこに宿る惨みじめさに人永は気が付いてしまった。

　人間に迫はく害がいされて追おい詰つめられてなお堪たえることを選んだ。時には悪戯いたずらをして憂うさ晴ばらしもしたのかもしれない。同じ神様として信しん仰こうされるカグツチもそんな河童かつぱの苦しみを理り解かいしてくれているものと信じていたのだ。しかし、カグツチはそれでも人間を見放さず人間のためにあろうと前を向く。河童が裏うら切ぎられたと感じるのも無理はない。勝手な期待を抱いだいた河童に非ひがないわけじゃないが、存そん在ざいを同じくする神におまえたちが間ま違ちがっていると突つき放はなされたのでは惨みじめに感じるのも当然と言えた。

　人間の信しん仰こうがあって初めて存在を許ゆるされる神々。

　不当な差別を受けたからといって投げ出せる役割ではない。

　自じ暴ぼう自じ棄きに走ろうとする河童の目の前で、その不当性さえも受け入れるカグツチの姿すがたは痛いたいくらいに神こう々ごうしかったはずだ。

　河童は退ひくこともできなくなったのだ。

「それで報ほう復ふく？　一体何をする気だ？」

「わからない。でも、もう我が慢まんしないってみんな言ってる。カグツチを困こまらせてやるって、そう言ってる」

　必死に涙なみだを堪こらえていた。望んでいないと言うかのように強く奥おく歯ばを噛かみ締しめる。

　確かく信しんする。こいつは人間を憎にくみきれない河童なんだ、と。

「この町から出て行け。おまえさえいなければ、仲間たちも少しは考え直してくれるかもしれない」

　はたしてそうだろうか。しかし、その疑問は口にしなかった。人じん永えいは頷うなずく。

「わかった。明日出て行くよ。そうすれば、報復なんてしないんだな？」

「説得してみる。カグツチの目も醒さめるかもしれないし」

　人聞きの悪い。これではまるで人永が諸しよ悪あくの根こん源げんみたいだ。そりゃカグツチを口説き落とせたなら喜んで非ひ難なんも受けようというものだ。けれど、現実には異い性せいとして意い識しきもされていないのでひどく悲しい。

　河童は人永に近づくとヘッポコを手て渡わたしてくれた。頭に鎮ちん座ざしたヘッポコは人永をポカポカ叩たたく。見捨てられそうになったことに腹を立てていた。

　河童は人永の顔を覗のぞき込こむように睨ねめつけた。

「いいか？　河童はおまえを襲おそうのなんてわけないんだぞ。出て行かなかったら、そのときはもう容よう赦しやしないからな」

　捨すて台詞ぜりふを吐はき、河童は帰っていく。そこへ、

「なあ、最後に質問に答えてくれ。毎年起こる水すい難なん事じ故こはおまえらの仕し業わざなのか？」

　河童は猛もう然ぜんと振ふり返かえり、目を怒いからせて反論した。

「そんなわけあるか！　河童は誰だれ一人殺してなんていないぞ！」

　今の質問に真しん剣けんに怒おこっている。やはり、これまでのことは全部濡ぬれ衣ぎぬだったのだ。まあ、そうでなければ河童かつぱも報ほう復ふくなんて考えないか。

「わかった。信じるよ。あ、おまえの名前聞かせてくれ。俺は人じん永えいだ。品しな部べ人永。おまえはなんていう名前なんだ？」

　河童は訝いぶかしげに人永を眺ながめ、やがてぼそりと呟つぶやいた。

「………鱗りん太た郎ろうじゃ」

　だっ、と走り去る。思いのほか駆かけ足あしが速かったので度ど肝ぎもを抜ぬかれる。競争したら絶ぜつ対たい追いつけないだろう。良かった、ヘッポコを奪うばわれたときに追いかけなくて。

「じんえい」

　暗がりの中に取り残され、冷え切った体を思い出してぶるりと震ふるえた。旅館に足を向けていそいそと帰路を行く。戻もどったら風ふ呂ろに入り直しだ。

「かえる？」

　東京に帰るのか。ヘッポコはどうでもいいように尋たずねた。

「ふうむ」

　眉み間けんに皺しわを寄せ考える素そ振ぶりを見せて、不ふ敵てきに笑う。

「小こ町まちさんが恋しくなってきたからなあ。それもいいかも」

　ヘッポコはコロコロ笑って、思い出したようにペシペシ叩たたくのだった。




　部へ屋やに招まねかれたカグツチは、開かい口こう一番ごめんなさいと謝しや罪ざいした。

「考えが足りませんでした。河童はすべての人間を森に入れないつもりです。わたしが行ったばっかりに余よ計けいに怒おこらせてしまいました」

　人永はカグツチに河童の鱗太郎とのやり取りを話していた。自分の不ふ手て際ぎわで人永を危き険けんな目に遭あわせたのだと落ち込み始める。

「ごめんなさい。小町さんにはわたしから事じ情じようを説明しておきますから、人永さんは帰られた方がいいと思います。これ以上この町にいれば今度は襲おそわれるかもしれません」

「まあ、もう一杯」

「わ、わ、わ」

　言葉を遮さえぎるようにわざと日本酒をお酌しやくする。カグツチは慌あわてて御お猪ちよ口こを持ち上げた。

「飲んで、飲んで」

「い、頂いただきます」

　ぐいっと飲み干すと、ほう、と息を溢こぼした。若じやつ干かん上じよう気きした頬ほおが色っぽくて、人永は調子に乗る。自分の御猪口を満たすと、またカグツチにお酒を勧すすめた。

「あ、あの」

「いいからいいから。お酒の席では無ぶ礼れい講こう、日ひ頃ごろの悩なやみは忘わすれましょう」

　人永も豪ごう快かいに酒をあおって顔を真っ赤に染そめた。その様子はカグツチの目にはこの町での最後の晩ばん餐さんに映ったのかもしれない。申もうし訳わけなさそうに付き合ってくれた。

「酔よった勢いきおいって奴やつは怖こわいもんでしてね。これから僕が口走ることは聞き流してください」

　カグツチに顔を近づけておどけるように言う。

「えっと……？」

「返事は、はい、しか受け付けません。いいですか？」

「………あっ、は、はい」

　何事か、と目を白黒させるカグツチにお構かまいなく、人じん永えいはカグツチの手を取って握にぎる。すべすべで柔やわらかい肌はだは神であっても女の子に違ちがいなかった。

「すべてがもしもうまくいったら」

　握る両手に力を込める。カグツチの瞳ひとみから目を離はなさず、真しん剣けんな口調で言い放つ。

「僕とお付き合いしてください」

「………………………え？」

「ほら、返事は？」

「ええっと、」

「酔よっぱらいの戯ざれ言ごとです。明日になればきっと全部忘わすれます。無ぶ礼れい講こうです。神も人間もあったもんじゃないんです。いいですか？　もう一度言いますよ？　──カグツチさん、もしも河童かつぱと地ち域いき住民が和わ解かいしてカグツチさんの霊れい力りよくを回復させることができたら、僕にキスしてください」

「あの、さっきと科白せりふが違いますが、」

「………」

　真剣さを両目に宿してこれでもかと手を握る。カグツチは困こん惑わくしながらも、それが人永なりの気き遣づかいであると思い直し、冗じよう談だんに付き合うことにした。

「わかりました」

「返事は、はい、のみです。いいですね？　──カグツチさん、僕にキスしてください。ちゃんと口にです。いいですか？」

「は、はい」

「約束、しましたからね？」

「はい」

　そっと手を離はなす。人永は力を抜ぬいて肩かたを回し、ゆっくりと立ち上がるとその場でガッツポーズをした。

「ぃよっしゃーっ！　やる気出てきたーっ！　こうなりゃ意地でもすべて解かい決けつしてみせっぞーっ！　カグツチさんは俺がいただく！　絶ぜつ対たいに俺の女にしてやるぜぇえええええっ！」

　カグツチは呆ぼう然ぜんとする。今夜この席だけの戯言とは思えないテンションの上がりようにどう反はん応のうしていいかわからない。ただ、自分が火を点つけてしまったのだということだけは理り解かいしていた。

　ヘッポコはテーブルの上で酢すコンブをつまみに酒をちびちびとあおり、空っぽになった徳とつく利りを振ふって「おかわり」を叫さけぶ。人じん永えいの行動をあえて無む視しするかのようなやけ酒である。

　そうでもしなきゃやってられないのだ。

　懸かけるものがなければ最後まで保もたないだろう。

　嘘うそでもなんでもいい。ご褒ほう美びがあれば燃えられる。人永の選んだ秘ひ策さくがそれだった。

　──何がなんでも解かい決けつしちゃる！

　舞ぶ台たいはこうして整った。

　人永語り部紀行──その正念場のスタートだった。
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　郷ごうに入っては郷に従したがえとは古くから旅人の教訓として語られるものにございます。

　そこの土地ならではの風習を疎おろそかにしてはなりませぬ。世間の常じよう識しきも旅先では非常識ということも多々ございまして、識しき者しやの如ごとく振ふる舞まって失敗するのは馬鹿のすることでございます。真まことに識者であるならば、かの教訓を生かし現地に馴な染じんで仲間を作ることが肝かん要ようであると知っております。いわんや、わたくしのような若じやく輩はいであってもそのことは常つね々づね心がけるよう肝きもに銘めいじておりました。旅先にて意見申し立てますることは愚ぐの骨こつ頂ちよう。諍いさかいを起こしてせっかくの旅も興きよう醒ざめするというものです。

　いやはや、世せ知ち辛がらいとはこのことでございましょうか。

　人間と河童かつぱの抗こう争そうに巻まき込こまれ、火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミ様のご寵ちよう愛あいを褒ほう美びに、わたくし品しな部べ人じん永えいは問題の早期解かい決けつを願い努力して参まいりました。人間の皆みな様方と和わ解かいすべく開いたフォーラムでは、河童復ふつ権けん派はと河童追放派とに分かれて討とう論ろんいたしましたが双そう方ほう距きよ離りを詰つめることなく歩み寄ることを放ほう棄きしたのでございました。追放を訴うつたえる方々の意見はやや偏へん向こうしておりましたが理り解かいの範はん疇ちゆうにあり、復権派を擁よう護ごしようと口に出た反はん駁ばくが追放派の感情を逆さか撫なでにし、事じ態たいはますます困こん窮きゆうを極め、もはや収しゆう拾しゆうがつきそうにありませぬ。

　わたくしが浅はかでございました。郷に入りては郷に従うべし。むやみに掻かき乱みだすと誰だれ彼かれからも恨にくまれる結果を招まねくのだと思い知ったのでございます。

　いささか勇み足が過ぎましたようで、わたくし、穴あながあったら入りとうございます。






　　　　＊




　公民館の大だい講こう堂どうを借り切ってのフォーラムは、実のところ先日行われた勉強会の延えん長ちようであって大々的に執とり行おこなうつもりはなかった。当初は、それこそ小講堂で代表者を数人並ならべて話し合う程てい度どの慎つつましやかなものであったはずなのに、人永の知らないうちに大だい規き模ぼなフォーラムにまで発はつ展てんしてしまっていたのだ。壇だん上じようで吊つるし上あげられたときは、もうすでに涙なみだ目めだった。

　──怖こぇ、あのご婦人めっちゃ睨にらんでますよ!?

　議題はもちろん『河童と地ち域いき振しん興こうについて』。信しん仰こうと振興がかかっていて面おも白しろいですね、という一いちか八ばちかのジョークはどうやら失言だったようだ。

『河童を追放せよ！』と赤字で書かれた横おう断だん幕まくやタスキが会場のあちこちに見えてやりにくいし、その上、壇上に並ぶ論者は頭から河童を悪だと決めつけて追放に賛成する住民代表と、片かたや地域復ふつ興こうのためには河童に現げん界かいしてもらいたいと思いつつもあまり事を大きくしたくない行政代表で、すでに勝負は見えたも同然だった。会場にはおよそ百名の傍ぼう聴ちよう者しやが座すわっているが、八割は河童追放運動の人たちだ。こんな場所で河童信仰を謳うたえばどうなるかわかったもんじゃない。

　討論は代表五名ずつが対面式で互たがいの意見をぶつけ合う形式で、交こう互ごに意見を交わしその都つ度ど挙きよ手しゆして反論していくのだが、住民側の過か激げきな主しゆ張ちようと会場の援えん護ご射しや撃げきが行政側を黙だまらせてしまう。行政側が強く出られない理由は他にもある。反対運動の枢すう軸じくである婦人会の会長が町会議員の妻つまであり各界に顔が広いこともあって並なみ々なみならぬ圧あつ力りよくが働いているのだ。そして、濡ぬれ衣ぎぬではあるが、河童かつぱに子供を殺された被ひ害がい者しや家族でもあった。河童を追放できるならなんだってやってやる。怨おん恨ねんという名の異い常じような執しゆう念ねんが彼女の原動力だった。そして、その結果がこの日のフォーラムなのだ。布ふ教きよう活動に来た人じん永えいとそれに耳を傾かたむける行政を牽けん制せいするために事を大きくしたのである。ここまで圧あつ倒とうされれば広こう報ほう担たん当とう者しやもおいそれと布教宣せん伝でん文ぶんを載のせられないはずだ。

　人永はと言えば、もちろん行政側だ。投げられる言葉に一つ一つ丁てい寧ねいに返していく。

「いいえ。それは違ちがいます。河童は人を襲おそいません。確たしかに悪戯いたずらもするでしょうが、殺人を犯すほど残ざん酷こくではありません」

「もちろん妖よう怪かいですから必要悪としての役割はあります。しかし、やってもいないことを彼らのせいにするというのはあんまりでは」

「たとえ子供を溺おぼれさせて殺すと言われていても、実じつ際さいにそれを見た人はいないでしょう!?　袴こ子こ里り山やまで起こった水すい難なん事じ故こは彼らとは無関係です！」

「ですからっ！　何度もお話ししたように河童は精せい霊れいでありこの地には必要なのですっ！　古くから伝わる文化なのですから重ちよう宝ほうするべきでしょう！」

「私が河童の手先ぃ!?　どうしてそう短たん絡らくなんだ貴方あなたたちは!?」

　果ては、河童を擁よう護ごする者は妖怪だ、という文もん句くが飛び出したときはさすがにキレかかる。いやいや落ち着け人永。感情的になったら負けなのだ。列席する行政代表が頼たよりにならない分、自分を保たもたなければ住民たちにいいようにサンドバッグにされてしまう。

「河童は追放すべきです。我々は地ち域いきの安全を考えて訴うつたえているのです」

「地域のことを考えるならば河童は追い出すべきではないと先ほど説明しましたが」

「河童は実じつ在ざいし、妖怪であり、そして目もく撃げき証しよう言げんも挙あげられております。これ以上河童を野放しにしておけばさらに子供たちが襲われるでしょう」

「襲われたという確かくたる証しよう拠こもないのに河童を犯はん人にん扱あつかいするのは如何いかがかと」

「河童は妖怪であり、妖怪である以上悪事を働きます。また、袴子里山で遊んだことのある子供たちは一様に河童に襲われたと証言しております。単なる噂うわさ話ばなしではありません」

「お言葉ですが、子供たちの証言の中には信しん憑ぴよう性せいがないのもあります。枯かれススキを幽あく霊りようだと見み間ま違ちがえることだってあり得ます。それに、警けい察さつの調べで事故と断だん定ていされた事例は山ほど、」

「河童は妖怪であり、多くの子供たちが襲われ、さらに犠ぎ牲せい者しやを出すかもしれない現げん状じようにおいて、どう対たい処しよすべきか行政側の方たちは改めて考えて頂いただきたい」

「くっ………」

　一方的に議論を終わらせ、会場からの援えん護ご射しや撃げきが抜ばつ群ぐんのタイミングで人永の言葉を句く切ぎらせる。聞く耳持たない相手に正論をぶつけても虚むなしいだけだ。

　河童かつぱを証しよう言げん台だいに立たせられたらどんなに効こう率りつが良いか。一いつ瞬しゆん頭に浮うかんだが、すぐに打ち消した。神を望む者には有ゆう効こうであろう手しゆ段だんも、望まざる者には逆ぎやく効こう果かである。それどころか、現げん界かいした神──河童に対してどんな暴ぼう言げんが飛び出すかわかったものではない。河童と人間の確かく執しつをさらに深めるだけだ。

　それに、一様にプライドの高い神々を人前に晒さらすなどどうあっても実現すまい。人間に恨うらみを覚える河童ならなおさらだ。

　挽ばん回かいの目はなかった。この日のフォーラムは完全敗北のまま閉会した。




「……大だい丈じよう夫ぶですか？　品しな部べさん」

　だから言わんこっちゃない、と顔に書いた男が人じん永えいの肩かたを叩たたいた。先日の広こう報ほう担たん当とう者しやだ。慰なぐさめとも嫌いや味みとも取れる言葉を聞きながら、人永は深い深い溜ため息いきを吐つく。

「私も予想外でした。こんな大だい規き模ぼなフォーラムに発はつ展てんするなんて」

「田舎いなかの特性ってやつですよ。一いつ致ち団結したら強い強い。阿あ吽うんの呼こ吸きゆうと言うか、自分たちが有利になるならどんな嘘うそだって吐きますからね、口裏合わせはお手の物、おっとこれは言いすぎでしたな」

　無理やり笑顔を作って今日の敗はい因いんを的てき確かくに突ついた。余よ所そ者ものの人永には端はなから勝ち目がなかったということだ。頭ではわかっていたつもりだが、見通しが甘かったことは認みとめざるを得ない。

　大だい講こう堂どうを出た館内の通路の片かた隅すみで人永は呆ぼう然ぜんとしていた。男はそれから二、三言葉をかけると逃にげるように公民館から出て行った。何事か、と回らない頭で考えていると、足音が一つ近づいて来たことにようやく気づいた。

「ごきげんよう、品部さん」

　顔を上げると、目の前に中年の女性の姿すがたがあった。わざとらしいくらいに上品に着き飾かざったドレスに見覚えがあった。フォーラムで傍聴席の一番前に陣じん取どっていたご婦人である。

「田た富どみ静しず子こと申します。婦人会会長と言えばおわかりでしょうか？」

　慌あわてて姿し勢せいを正してお辞じ儀ぎをする。敵てきの大たい将しようが自ら登場である。

「失礼いたしました。私、やおよろず神しん議ぎ会かいから派は遣けんされました品部人永です」

「ええ。伺うかがっております。先ほどの討とう論ろん会かい拝はい見けんいたしました。お疲つかれ様さまでした。地元の方でないのによくお調べになっていらっしゃいましたね。とても貴き重ちようなご意見でした」

「いえ、恐きよう縮しゆくです」

　静子は穏おだやかな笑みを浮かべて人永を労ねぎらう。フォーラムを開いて河童追放運動に拍はく車しやをかけた立役者の割には対極に位置する人永に対して敵てき愾がい心しんを見せず、物もの腰ごしも柔やわららかい。意外なのはそれがフリではないということだ。運動組そ織しきの過か激げきな面を見た後で、首しゆ謀ぼう者しやのこの落おち着つき払はらった態たい度どは公こう私しを区別した大人の対たい応おうとして評ひよう価かできた。

　しかし、完全に打ちのめされた人じん永えいにとっては追い打ちでしかない。公私を弁わきまえ、感情的にならず、議論は相応ふさわしい舞ぶ台たいでのみ受け付けると牽けん制せいされたようなものだからだ。フォーラムが終わった今、討とう論ろんを蒸むし返かえすことはできない。

「品しな部べさんはこの町をどう思われますか？」

　世間話をするかのような滑すべり出だしに、人永はすかさず対たい応おうする。

「そうですね。住民の皆みなさんの熱意は強く感じられました。団結力があるのは地ち域いきの問題に熱心に取り組んでいることへの表れだと思います。私も大変勉強させて頂いただきました」

　受け答えとしてはまずまずだと思う。人永の模も範はん的てきな態たい度どに静しず子こは微ほほ笑えみを返す。

「河童かつぱは容よう認にんできません。私たちはただ地域の安全を考えています。それを政治の道具にだけはして頂きたくないんです。品部さんにもお仕事があるのは承しよう知ちしておりますが、どうかもう少しだけ視し野やを広めて考えて頂けませんか？」

　一いつ瞬しゆん、静子の顔に疲ひ労ろうの色が垣かい間ま見みえた気がした。言葉の意味をそのまま受け取るならば、人永にも静子にも与あずかり知しらないところで政治的介かい入にゆうがなされているということか。

　静子にしてみれば人永は政府の人間であり、静子と対立している側にいる。いくら何かを訴うつたえようと反対勢せい力りよくはそれだけで信用ができないのだろう。

　放っておいてほしい、と静子はそう告げた。地じ盤ばん固がために苦労しただろうことは人永にも容よう易いに想そう像ぞうできた。その苦労に報むくいるならば黙だまって身を退ひくべきだろう。

　河童に出て行けと言われ、住民にも放っておけと言われ。

　けれど、諦あきらめるわけにはいかないのだ。

「私は私なりにこの問題に取り組んでいます。人間にも河童にも住みやすい世界を作ることが私の使命ですから」

　半ば本気でそう返した。まさかカグツチとのキスを懸かけてなんて言えるはずもない。

　静子は小さく頷うなずくと、軽く挨あい拶さつを交わして去っていった。

　人永はその場で、ふう、と息を吐ついた。わざとらしく屈くつ伸しん運動をしながら、背はい後ごに声をかける。

「もういいぞ。辺りに人はいない」

　階かい段だんの下の空きスペースには段だんボール箱が置かれていてちょっとした物置状じよう態たいである。その陰かげに身を潜ひそめていた河童の鱗りん太た郎ろうがヘッポコを手にして姿すがたを現した。フードを目ま深ぶかに被かぶっているので遠目には人間の子供にしか見えない。フォーラムの間預あずけていたヘッポコを引き取って頭に乗せた。

「どうだ？　感想は」

「人間は嫌いやなやつばかりだ」

　苦笑する。フォーラムを終えた人永がまさに思ったことである。鱗太郎もフォーラムの一部始終を覗のぞいていたのだ。

　鱗りん太た郎ろうは自然と人じん永えいの隣となりに並ならんで立った。人永に対してはいくらか気を許ゆるしているようだ。

「どうして町から出て行かなかった」

　鱗太郎に出て行けと言われた晩ばんから三日が経たっている。人永は帰る素そ振ぶりも見せず、毎日堂どう々どうと街中を歩いていたのだ。当然河童かつぱたちも人永の行動には気づいていたはずなのだが、襲おそわれなかったことから鱗太郎が仲間たちを説得してくれたのだろうと推すい測そくした。

「カグツチさんと約束してるからな。彼女の喜ぶ顔が見られるならどんな脅きよう迫はくにも屈くつしねえよ」

「………」

　鱗太郎は明らかに呆あきれた様子だ。だが、動機が不純な方が信しん頼らいは置けるものなのだ。正義を主しゆ張ちようする人間ほど傲ごう慢まんで勝手な奴やつはいない。鱗太郎も先ほどのフォーラムで嫌いやというほど実感したはずである。人永の動機を渋しぶ々しぶだが納得したようだ。

「これからどうすんだ？　あいつらを説得できんのか？」

「そりゃ難むずかしいな。何を言っても通用しねえ。外国人と会話しているみたいで手て応ごたえなかったよ」

「じゃあ、」

「ま、それなりに収しゆう穫かくはあった。一ひと筋すじ縄なわではいかないってことがよーくわかった。あと、説得するしないの問題でもないってこともな。彼らは何がなんでも河童を追放したいんだ。正論説いたところで崩くずせる壁かべじゃない」

　鱗太郎は顔をしかめた。人永が諦あきらめたと思ったのだろう。実じつ際さい、「お手上げ」と言っているようなものなのだから。

「おまえに期待したオイラが馬鹿だった」

「ああ。馬鹿だ。俺はおまえらが思っているほどお人好しじゃない。時には平気で嘘うそも吐つく」

　バッと勢いきおいよく睨にらまれる。しかし人永はどこ吹く風だ。

「とりあえず確かく認にんしたいことができた。ちょっくら行くところがあるから、鱗太郎は山に帰りな。また会おうぜ」

　手を振ふり上あげ背せ中なかを向けて歩き出す。

「おまえなんてもう信用するもんか！」

　鱗太郎の泣きそうな声に、振り返る。口元を僅わずかに歪ゆがめて。

「俺のカグツチさんに対する愛だけは決して裏うら切ぎらないぜ？」

「馬鹿かっ！」

「ガジガジ」

　鱗太郎の罵ば声せいとヘッポコのかぶりつきを一身に受けて、人永は夕ゆう暮ぐれの街へと繰くり出だすのだった。







　夕方。車でお送りします、というカグツチの申し出を断ことわり、レンタカーを借りて町を巡じゆん回かいした。

　カグツチはこの町では住民に慕したわれる有名な神様だ。河童かつぱ追放運動に真まっ向こうから対立している人じん永えいと一いつ緒しよにいるところを見られればどんな憶おく測そくを流されるかわかったものではない。見み目め麗うるわしい女神の博はく愛あいと取られれば美談であるが、心ない人間がカグツチを妖よう怪かい呼よばわりすることだってあり得るのだ。回り回ってカグツチの耳にそんな言葉が聞こえてくれば、きっと彼女は傷きずつく。それだけは嫌いやだった。

　有ゆう料りよう駐ちゆう車しや場じように車を停とめて徒歩で近所を巡めぐった。道行く人を掴つかまえてそれとなく河童について尋たずねてみるが、たいていの人は困こまった顔をして逃にげ出だした。河童はどうやらタブーであるらしい。

　町の人間の意い識しき調ちよう査さを行いたくなったのだ。

　これだけ河童追放を煽あおっているのだから地元の人間にも思うところがあるはずで。両りよう極きよく端たんな立場にない、グレーゾーンに置かれる人々の意見を聞いてみたくなったのだ。

　結果、回答拒きよ否ひする人がほとんどで、答えたとしても河童追放に賛同する意見しか出てこなかった。しかし賛同と言っても、どちらかと言えば、というような曖あい昧まいな表現で逃げるタイプが多く、代表団と温度差があるように思えた。このことから推すい測そくするに、河童追放を叫さけんでいるのは一部団体だけで地元民の多くはあまり関心を持っていない。それでも消極的に賛成意見に与くみするのはあたかも地ち域いきを挙あげた活動であるかのような錯さつ覚かくを受けて大たい勢せいに流された結果であると考えられた。

　なんにせよ、追放反対を訴うつたえる人間がいないというのは堪こたえる。数には数で対たい抗こうするのが民主主義の鉄てつ則そくであり、非ひ情じようなところだ。マイノリティはいつだって弱い立場に置かれるのだ。

「わかっちゃいたけどさ」

「ふぁいと」

　ヘッポコの励はげましを舌した打うちで返し、人永の足は元々の目的地を目指して進んでいく。

　小学校の通学路を示す標ひよう識しきの下を、ちょうど小学生の団体が集団下校していた。子供たちは十五センチ四方の版はん木ぎを見せ合いながら歩いてくる。先頭を歩く体たい格かくのいい太めの男の子が人永を見て、あっ、と声を上げた。

「このオジサン知ってる！」

「オジサン、だと……っ!?」

　小学生から見れば大人はみんなオジサンかもしれないが納なつ得とくがいかない。オレはまだまだ若いぞ、と心の中で憤いきどおる品しな部べ人永二十四歳さいである。

　引きつりながらもなんとか笑みを浮うかべて、

「俺のこと知ってんの？」

「うん！　オジサン、有名だもん！　頭に変な人形乗せてるし！」

　ヘッポコがコロコロ笑いながら人じん永えいの頭をペシペシ叩たたく。俺に八つ当たりすんな。

「カグツチのお姉ちゃんといたの見たよ！」

　後ろにいた背せの小さい女の子が答えた。男の子も「そうそう」と頷うなずく。

　そっか、そいつは好都合。人永は内心でほくそ笑み営業スマイルを振ふりまいた。

「なあ、俺の質問に答えてくれないかな？　みんなは河童かつぱについてどう思う？」

　わいわい騒さわいでいた子供たちがその瞬しゆん間かんピタリと動きを止めた。それからゆっくりと人永に視し線せんを送り、子供たちは目を合わせると一気に爆ばく発はつした。

「河童なんて知らないよ！」「河童は悪戯いたずらするから嫌きらい！」「見たら魂たましい抜ぬかれるんだよ！」「ば、ばかっ、違ちがうよっ、見たことなんてないよ！」「そうだよ！　鎮ちん守じゆの森に近づいちゃいけないって言われてるんだ！」「森で遊んだことなんてないし！　河童なんて見たことないし！」

　マシンガンの如ごとく炸さく裂れつする河童批ひ判はんに圧あつ倒とうされながら、人永は手をかざして子供たちを制する。

「──待て。つまり君たちは河童のことが？」

　大嫌い！

　見事にハモった。内容はともかく、指し揮き者しやになったようで気分は爽そう快かいだ。

「うんうん。勉強になったよ。どうもありがとう。──ところで、君たちが持ってるそれ何？」

　版はん木ぎを指差すと男の子が得意げに言った。

「卒業制作だよ！　これに文字彫ほるの！」

「ほう。そっかー、おまえ六年生だったのか。じゃあ、いいもん作らないとな」

　うん、と元気よく返事をし、子供たちは人永に手を振ふると下校していった。それを見送った後、営業スマイルを解といて子供たちの言葉を頭の中で反はん芻すうする。

　──河童なんて知らないよ！

　──森で遊んだことなんてないし！　河童なんて見たことないし！

　だから？

　河童は悪くない、河童と水すい難なん事じ故こは無関係だ。そう言っていたように感じるのは気のせいだろうか。

　俯うつむきがちに歩いていると声をかけられた。

「品しな部べさんですかな？」

　いつの間にか小学校の校門まで来ていた。出迎えてくれたのはこの学校の校長先生である。

「何やら生徒と話をしておられたようですが？」

「ええ。みんな版木を抱かかえていたものですから、一体何に使うのか気になりまして。呼よび止とめて尋たずねていたんです」

　嘘うそではないが、建前でもある。本当は河童について訊きいていたのだが、それを口にするのは憚はばかられた。

「そうでしたか。あれは卒業制作でして、うちの学校の伝でん統とうなんですよ。卒業生が一枚の版はん木ぎに一文字ずつ彫ほっていき、最後にはすべての版木を並ならべて文章を完成させるのです。彼らが卒業した後も校舎内に飾かざられます」

「それは良い思い出になるでしょうね」

「そうあってほしいものですが。──さて、私に何かお聞きになりたいことがあると？」

「あ、はい。すみません。突とつ然ぜん押おしかけてしまいまして」

　元々町に繰くり出だしたのは小学校の校長と話をするためだった。突然の申し入れにもかかわらず校長は快こころよく承しよう諾だくしてくれた。時間にして三十分ほどの面会ではあるが、人じん永えいはまず時間を割さいてくれたことに対して礼を述のべた。

「時間もあまりありませんし、このまま立ち話で恐きよう縮しゆくですが」

「構かまいません。無理を言ったのはこちらですから。──お聞きしたいのは、河童かつぱと子供たちの交流についてです」

　単刀直入に切り出すと、案あんの定じよう校長先生は表情を暗くした。

「亡なくなった新しん太た郎ろうくんという男の子はよく山に登っていたのでしょうか？」

「えー、あ、んん……」

　校長先生はもごもごと口を動かすだけで一いつ向こうに喋しやべろうとしない。首を傾かしげかけたとき、

「申もうし訳わけない。お話しすることはできません」

「……理由をお聞きしてもよろしいですか？」

「……児童のプライバシーを侵しん害がいしますから。保護者の方からの要望でもあります」

　人永は、しかし肩かたを落とさない。まあそうだろうな、と納なつ得とくしていた。

　そもそも追放運動の枢すう軸じくをなす婦人会の面々には教育委員会関係者が混まじっていたし、河童擁よう護ごの芽めを潰つぶすための処しよ置ちは徹てつ底ていしているはずで、教育機関への圧あつ力りよくを怠おこたっているわけがないのだ。

「では、質問を変えましょう。授業の一いつ環かんで神じん権けん問題を取り上げたことはありますか？　具ぐ体たい的てきに言えば河童について子供たちに何か教えたりとか」

「……教育方針は教育委員会の意向に従したがって決まっています。授業の内容等に関してはそちらにお尋たずねください」

「子供たちの間で河童に関する噂うわさが広まったことはありませんか？　怪かい談だんとして一時期流は行やっていたそうですが」

「存ぞんじませんな。子供たちの興きよう味みは次から次へと移うつり変かわりますから、河童について話題に上ったことがあるかもわかりません」

「どうもありがとうございました。参さん考こうになりました」

　これ以上質問しても意味がない。校長の口から意義ある回答が出るとは思えなかった。

　当あたり障さわりのない会話で時間を潰つぶして、挨あい拶さつを交わして別れる。

　立ち去る人じん永えいに校長先生は深々と頭を下げていた。きっと何か思うところがあるに違ちがいない。

　駐ちゆう車しや場じようへ戻もどる途と中ちゆう、ヘッポコがペシペシと額ひたいを叩たたいた。

「どんまい？」

　慰なぐさめようとしているのはわかるが、疑問形なのは人永の顔がさほど残念がっていないからだろう。

「ん？　別に気落ちしてねえよ。目的は十分果たせた。俺は元々子供たちの意見が聞きたかったんだから」

　小学校周辺を彷徨うろついていたら単なる変質者だ。校長との会談を目的にナチュラルに子供たちに接せつ触しよくしようと目もく論ろんでいたわけだが、校長に会う前に達成したので後のことが空から振ぶりでもなんら残念ではない。

　収しゆう穫かくは二つ。子供たちは親に言われたのか河童かつぱ嫌ぎらいを主しゆ張ちようしていること。そして、その様子から察さつするに子供たちは河童を擁よう護ごしようとしているのではないかということ。

「なぁんか引っかかるんだよなー」

　鱗りん太た郎ろうといい、子供たちの態たい度どといい、運動団体の徹てつ底ていぶりといい。

　河童問題を取とり巻まいた別の思おも惑わくが絡からんでいるような気がした。

　通学路を示す標ひよう識しきの柱に例の看かん板ばんが括くくりつけられてある。来るときは気にも留とめなかったが、それを見て人永は眉まゆを顰ひそめた。

　看板が蹴け破やぶられていたのだ。




　　　　＊




　翌よく日じつ、人永はまた町に繰くり出だして意い識しき調ちよう査さを行った。

　結果は変わらず、追放反対を訴うつたえる人間には出会わなかった。住民たちは本当に河童などどうでもいいと思っているのだろうか。この町に生まれ育ち、子供時代に袴こ子こ里り山やまで遊んでいた大人たちは本当にそれでいいと思っているのだろうか。

　気を緩ゆるめると這はい上あがってくる焦あせりを無理やり抑おさえ込こむ。人永の派は遣けん期間の有ゆう余よは限かぎられているのだ。まだだ。諦あきらめるのは手を尽つくしてからでも遅おそくはない。

　そう。まだ手はある。昨日までに収しゆう集しゆうした情じよう報ほうを元に編み出されたとっておきの秘ひ策さく『河童と人間を仲良くさせて済さい世せい完了、ついでにカグツチさんゲットだぜ大作戦！』が。

「………」

　長いので『カグツチさんゲットだぜ大作戦』と省しよう略りやくしよう。

　日が暮くれ始はじめた時分に向かった先は袴子里山。

　河童の棲すむ鎮ちん守じゆの森に車を走らせた。




　鎮ちん守じゆの森の入り口、有ゆう刺し鉄てつ線せんの手前にバイクが三台停とまっていた。見ると、高校生くらいの若者四人が有刺鉄線を乗り越えようとしていた。

「何をやってるんだ!?」

　思わず叫さけぶと、彼らは怪け訝げんな目を人じん永えいに向けてきた。くわえタバコと茶ちや髪ぱつにピアスがキラリと光る。うわ。典てん型けい的てきな不良君たちじゃねえか。腕うでっぷしに自信のない人永はすかさず笑顔で取とり繕つくろう。

「何をしているんだい、君たち」

　ヘッポコが呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「なんだテメェ!?　何か用かよっ!?」

「頭に何か乗ってるし！　超ウケるっ」

「やべえって絶ぜつ対たい！　こいつ薬キメてんじゃねえの!?」

「ねえ、早く行こうよぅ！　ミキ、喉のどかわいたーっ」

　男三人に女が一人。きっと仲良しグループなんでしょうね。全員言ってることがバラバラだ。おそらく言葉が通じる相手ではない。視し線せんは合わせず、ミキちゃんが愚ぐ図ずり出だす前にさっさとお家うちに帰りなさい、と心の中で願う。

「ちっ、行こうぜ」

　その想いが通じたのか、単に興きよう醒ざめしただけか、不良君たちは人永に睨にらみを利きかせながらバイクに跨またがった。

　と、その中の一人が「あっ」と声を上げた。人永を指差して、

「こいつアレだぜ？　河童かつぱのこと聞いて回ってる奴やつだ。あの頭に乗ってるの神様らしいぜ。オレの母ちゃんが言ってた」

「こいつがそうなんか。あーあ。余よ計けいなことしやがって」

　バイクのエンジンが一いつ斉せいにかかる。人永を威い嚇かくするように激はげしい排はい気き音おんを立てた。

「おい、テメエのせいでなあ、この森無くなっちまうかもしれなくなったんだぜ。どうしてくれんだよ」

「───え？」

　つまらなそうなその呟つぶやきに、人永の体は硬こう直ちよくした。その様子が滑こつ稽けいだったのか、不良の一人が鼻で笑って付け加えた。

「知らねえの？　あんたが河童の味方してっからさあ、長引くと面めん倒どうだからってこの山崩くずそうってことになってんだってさ。ここ、俺たちの昔からの秘ひ密みつ基き地ちだったんだよなあ。最後に一目見ておきたかったのになあ。ひでえことするよな、まったく」

「お兄さんよー、早くこの町から出てった方がいいぜ？　ムカついてる奴やつが山ほどいるから」

「ねえってばぁ、早く帰ろうよぅ」

　ミキちゃんの一言で不良君たちはエンジンを吹かして山を下りていく。人永は呆ぼう然ぜんと立たち尽つくして彼らを見送った。

　背せ中なかに石をぶつけられた。振ふり返かえるまでもない、河童かつぱたちだ。

『かえれ』

　怨えん嗟さの声に背せ筋すじが震ふるえた。恐きよう怖ふからではない。取り返しのつかないことをしでかしたときのあの後こう悔かいや不安や焦あせりが同時に人じん永えいの全身を支配した。

『おまえのせいで』『おまえが来たせいで』『かえれ』『二度とくるな』『疫やく病びよう神がみめ』『かえれ』『呪のろってやる』『復ふく讐しゆうしてやる』『かえれ』『人間たちに復讐してやる』『かえれ』『おまえのせいで』『かえれ』『森がなくなる』『かえれ』『おまえのせいだ』『かえれ』『ころしてやる』『かえれ！』

　拳こぶしを痛いたいくらいに握にぎりしめる。

　土ど壇たん場ばに来てありえない角度から打つ手を断たたれた。しかも自じ業ごう自じ得とく。河童はおろか、住民たちにまで恨うらまれる始末だ。こんなこと望んでいなかったのに。

『かえれ』

　繰くり返かえされる怨嗟にヘッポコが呻うなり声ごえを上げる。

「ぶれいもの！」

「よせ。ヘッポコ」

　挑いどみかかろうとするヘッポコをつまみ上げる。ヘッポコは「うー」と悔くやしそうに涙なみだを流していた。いたたまれなかった。

　山が崩くずされる。森が切り開かれる。人間と河童の和わ解かいは絶ぜつ望ぼう的てきになった。

　なぜ？　どうしてこんな早急に？

　考えがまとまらない。一体何がどう転んでこんな事じ態たいに陥おちいったのか想そう像ぞうもできない。ふらつく足取りで鎮ちん守じゆの森を後にする。

　背せ中なかに受けた痛みが今になって疼うずき出だした。







　旅館に戻もどった人永を誰だれも出迎えに来なかった。従じゆう業ぎよう員いんたちが遠とお巻まきにひそひそと囁ささやき合あい、人永と目が合うと慌あわてて逸そらして逃にげるように立ち去る。人当たりの良い女将おかみさんでさえも渋しぶい顔つきで人永を敬けい遠えんした。それがことさらに心を締しめ上あげた。

　客室の前にはカグツチが待まち構かまえていた。心配そうに人永を見つめるが、かける言葉が思いつかず、無む視しして通り過ぎる人永をただ見送った。ドアを開け、後ろ手で閉める際さいに、カグツチが鼻を啜すする音がした。同情は何よりも堪えた。

　もうすでに噂うわさは広まっていた。人永が来たせいで森が切り開かれる。そんなありえない因いん果がを真に受けて、地元の住民たちの視し線せんが揃そろいも揃って人永を責せめ立たてた。

　畳たたみの上に寝ね転ころがって天てん井じようを見上げる。何もかもがどうでもよくなった気がした。ヘッポコはトテトテと手て持もち無ぶ沙さ汰たに部へ屋や中じゆうを歩き回り、腫はれ物ものに触さわるかのように人じん永えいを眺ながめている。苛いら々いらする。

「じんえい」

　ヘッポコが傍かたわらに座すわり肩かたを揺ゆすった。その遠えん慮りよがちな手つきがなおさら人永を苛いら立だたせた。

「どんまい」

「何が」

　励はげまされるような失敗をした覚えはない。それどころか『カグツチさんゲットだぜ大作戦』は未み開かい封ふうのままなのだ。成功の鍵かぎは河童かつぱが握にぎる。その成功確かく率りつを確たしかめるために鎮ちん守じゆの森に足を運んだというのに、土ど壇たん場ばで引ひっ繰くり返かえされたのだ。

　もはや打つ手なしだ。

「くそ、ちくしょう……っ！　なんでこんな目にっ！　河童たちが初めから下した手てに出てさえいればこんな苦労はなかったのによっ。ワガママにも程ほどがあるぜっ！　勝手に雲くも隠がくれしておいて人間に尻しり拭ぬぐいさせるんじゃねえってんだ……っ！」

　すべての神に向けた恨うらみ辛つらみが止まらない。そんなこと百も承しよう知ちで引き受けた仕事であるにもかかわらず、理り不ふ尽じんな怒いかりが腹の底から湧わき上あがる。山で会った不良たちの呆あきれた目つき、従じゆう業ぎよう員いんたちの不ふ審しんな態たい度ど、追い込んだくせに立ち上がれとばかりに励ます神々がこの上なく腹立たしかった。

「ふぁいと」

　その一言が逆げき鱗りんに触ふれた。

「うるせぇ！」

　勢いきおいよく上体を起こし、ヘッポコに怒ど鳴なりつける。

「元はと言えばテメエのせいじゃねえかっ!?　俺の人生めちゃくちゃにしやがってっ！　頭に乗ってるだけの役立たずの分ぶん際ざいで偉えらそうにするんじゃねえっ！」

　ヘッポコは真ん丸眼まなこを見開いて固まった。

　その呆ぼう然ぜんとした様子に人永は勢いきおいに任まかせて暴ぼう言げんを口走ったことを後こう悔かいしかけたが、素す直なおに反省できるほど冷静ではなかった。

　ふて腐くされるように畳たたみの上に突つっ伏ぷして、無理やり寝ねに入いろうと固く目を閉じる。一ひと時ときでも現実逃とう避ひしたくなった自分がこの上なく恥はずかしくなる。責せき任にんをヘッポコになすりつけようとしたことがさらに追い打ちだった。心が直ちよく接せつ打ちつけられたように痛いたい。

　──何やってんだ、俺は。

　違ちがうだろう。そうじゃない。今は感情的になる場面ではないはずだ。過か程ていはどうあれ結果を受け入れろ。反省はすべてを理り解かいした上でしろ。全体を俯ふ瞰かんして自分の立ち位置を再さい度ど確かく認にんするべきだ。

　瞼まぶたを腕うでに押おしつけて広がる暗くら闇やみを見つめて、頭を巡めぐらせる。

　考える。この町を訪おとずれた経けい緯い。山の神様を現げん界かいさせ霊れい脈みやくを復活させるためだ。カグツチの要よう請せいと協力の下、袴こ子こ里り山やまを訪おとずれるが、そこで河童かつぱと遭そう遇ぐうし、鎮ちん守じゆの森に入ることを妨ぼう害がいされる。山の神様を現げん界かいさせなければ霊れい脈みやくは復活せず、そのためには鎮守の森に入ることが絶ぜつ対たい条じよう件けんだった。

　考える。地ち域いき住民たちの河童に対する悪感情について。そもそものきっかけは半年前の夏に一人の男子児童が袴子里山の渓けい流りゆうで事じ故こ死ししたことで、それまで続いた水すい難なん事故も含ふくめて河童の仕し業わざであると憶おく測そくがなされた。河童追放運動を被ひ害がい者しや家族が中心になって起こし、その団体の幹かん部ぶには地元の名士が連なっていて、行政さえも黙もく認にんせざるを得ない下地が組まれている。町を挙あげて（そう見える）の追放運動は河童の人間に対する心しん証しようをさらに悪化させた。人間と河童の和わ解かいが解かい決けつへの鍵かぎであるのだが、両りよう陣じん営えいは一いつ触しよく即そく発はつの空気の中で睨にらみ合あっている状じよう態たいだ。

　さらに考える。こうした土ど壌じようにおける品しな部べ人じん永えいという駒こまの役割について。河童擁よう護ごを謳うたい上あげ、問題を表面化させた。それがきっかけかどうか知らないが、住民たちの消極的な河童批ひ判はんがいつの間にか人永に向けられるようになった。田た富どみ静しず子この言を借りれば、河童問題が政治の道具にされているという。おそらく運動団体の中にも河童との諍いさかいを必要以上に煽あおる人間がいるのだろう。一部運動団体と河童との対立が町と国との対立にすり替わっていた。それは明らかに不自然だった。そこに来て森を切り開くという噂うわさ。どう考えてもおかしい。何か順じゆん序じよを違たがえている気がする。そうだ。森を切り開くこと自体が結果として持ち上がったことに違い和わ感かんを覚えるのだ。

「なぜ、森を切り開く？」

　逆ぎやく転てんの発想。つまり、森を切り開きたいという思おも惑わくが以前からあったとすれば。邪じや魔まになるのは当然河童の存そん在ざいで、河童への悪感情を煽り正義の名の下に追放することができたならば。

「……俺は体ていよく利用されたのか」

　そう考えればしっくりくる気がした。森を切り開くなんて噂がここ数日のうちに都合良く広まるとは思えない。いくらなんでも早すぎる。そこに政治的策さく略りやくが絡からんでいる気配を感じた。

　もちろんただの憶測だ。裏うら付づける情じよう報ほうは一つもない。だが、それはこれから調べれば見つけ出せるかもしれない。

　すべきことは二つ。今回の騒そう動どうの背はい景けいに動く政治的思おも惑わくを探さぐること。

　もう一つ。霊脈を復活させるために、人間と河童を和わ解かいさせること。

　やはり鍵となるのは河童だった。『カグツチさんゲットだぜ大作戦』は、不発ではなく、未だ引き金を絞しぼられていない状じよう態たいに差さし戻もどった。

　考えをまとめたことで幾いく分ぶん冷静さを取り戻せた。冷静になった頭でもう一度今考えたことを復唱すると、これはこれで現実逃とう避ひだな、と苦笑を誘さそう。自分は悪くない。自分を陥おとしいれようとする第三の敵てきがいるのだ。そうやって自分を慰なぐさめているみたいに感じられた。

「とりあえず小こ町まちさんに連れん絡らく入れっかな。小町さんなら行政の裏うら側がわを探さぐってくれるはずだし」

　人じん永えいは起き上がり、うん、と体を伸のばした。どんなにへこたれても、自分の置かれている立場を客観的に捉とらえて平静を取とり戻もどせる図太さを最大の長所として受け入れていた。くよくよ悩なやむのは男らしくない。

「周りの視し線せんを気にするのは負けを認みとめているようなもんだぜ。あとでひとっ風ぷ呂ろ浴びに行くとするかな。なあ、ヘッポコ？」

　同意を求めて視線を巡めぐらせた。コロコロ笑いながら「あい！」と叫さけんで駆かけてくるヘッポコを部へ屋やの中に探さがした。

「……え？」

　ヘッポコはどこにもいなかった。

「おい、ヘッポコ？」

　客室には人永だけしかいなかった。人一人分の当たり前の静せい寂じやくが漂ただよっている。

　どれほど時間が経たってもヘッポコが現れる気配はなく、夜が更ふけ朝を迎えてもヘッポコは人永の前に姿すがたを見せなかった。二十年近く寝しん食しよくを共にしてきたがこんなことは初めてだ。

　その夜、ヘッポコは雲くも隠がくれした。




　　　　＊




　まずは旅館内をしらみ潰つぶしに探した。しかし、ヘッポコの姿はどこにもなかった。

　範はん囲いを温おん泉せん街がいに広げて片かたっ端ぱしから軒のき先さきを覗のぞいてヘッポコがいるかどうかを確かく認にんして回った。やはり、どこにもいない。言いようのない不安ばかりが募つのる。

　人永に愛あい想そを尽つかして見み限かぎってしまったのだろうか。それを思うと昨夜ゆうべの荒あれた自分に嫌いや気けが差す。こんな些さ事じでヘッポコを失っては後こう悔かいしてもしきれない。河童かつぱ問題などどうでもいい。今はただヘッポコのことしか頭になかった。

　──ヘッポコは本当に雲隠れしてしまったのか。

　カグツチは異いを唱となえるが、人永だって認みとめたくなかった。

「ヘッポコさんが雲隠れするなんて信じられません！　きっと何かの間ま違ちがいです！」

「けど、どこにもいないんですよ!?　いつもなら頼たのみもしないのに頭の上に乗っかっているのに、どうしていないんだよ!?」

　でも、と反論しかけてカグツチは口をつぐんだ。人永が今にも卒そつ倒とうしそうなくらい悲観に満ちた表情を浮うかべていたからだ。

　思い知る。人永は気づかないうちにヘッポコから安らぎを与あたえられていたのだ。常つねに身近にいた存そん在ざい。頭に感じた微かすかな重みは体の一部だった。可か愛わいがったペットとは違ちがう、長年連つれ添そった夫婦などでも軽い。半身を失ったような喪そう失しつ感かんが心を冷やし、いなくなって初めて依い存ぞんしていたことに気がついた。ヘッポコに憑つかれていない人じん永えいは、もはや品しな部べ人永とは呼よべない別の誰だれかだった。それを思い知った。

　ヘッポコも雲くも隠がくれすればいいのに、と嘯うそぶいていたかつての自分に言ってやりたい。

　おまえはヘッポコがいなけりゃ駄だ目めなんだ。

　ヘッポコがいて初めて品部人永になるんだ。

「戻もどってきてくれよ、ヘッポコォォォォォォッ！」

　思い知る。

　俺はこんなにも弱かったのだ。

　一日中駆かけずり回まわって、精せいも根こんも尽つき果はてた。

　旅館に戻ればひょっこり姿すがたを現すのではないかと期待して客室のドアを開けた。寒々しい空気だけが人永を迎え入れ、ヘッポコが帰っていないことを告げてくる。

　一ひと晩ばん明けて、人永は一いつ睡すいもしないまま早朝から旅館を出た。

「人永さん、どこに行く気ですかっ!?　駄目ですよ！　食事も睡すい眠みんも満足に取っていないじゃないですか!?　このままだと人永さんが倒たおれてしまいます！」

「大だい丈じよう夫ぶです。冷静ですよ。頭はきちんと回っています。これから鎮ちん守じゆの森に行きます。ヘッポコは河童かつぱたちに誘ゆう拐かいされたかもしれない。すぐに行かないと」

「待って！　人永さんっ!?」

　カグツチを振ふり切きり、借りたままのレンタカーに飛び乗って鎮守の森に向かった。

　結果は散々だった。有ゆう刺し鉄てつ線せんを越える前に河童に石を投げつけられ、『おまえも濡ぬれ衣ぎぬを着せるのか』と呪のろいにも似にた殺意をぶつけられた。いつもならこのまま引き下がるところだが、人永は「嘘うそを吐つくな！」と反論し、頭に石をぶつけられた。額ひたいから流れる血の生暖かさに心が乱みだれた。

「うわああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁ───────────────っ！」

　ヘッポコを失った現実が信じられなくて、信じられないからこそどう感情に示せばよいのかわからなかった。叫さけぶ声には怒いかりも悲しみも絶ぜつ望ぼうも何も含ふくまれていなかった。がらんどうの心は考えることを放ほう棄きする。

　ヘッポコはもう戻って来ないのかもしれない。




　気がつくと、時じ刻こくは日を跨またいで正午を示していた。ヘッポコが雲隠れして三日目である。どうやら気を失っていたらしい。

　誰だれも来なさそうな廃はい工こう場じようの敷しき地ちに車を停とめて、まどろみに任まかせて意い識しきを沈しずめた。心身ともに疲つかれ果はてていたようで、身体が人永に無理やり休息を取らせたようだ。おかげで丸一日を無む駄だにした。

　不意に涙なみだが込み上げてきそうになる。まだだ。まだ諦あきらめたわけじゃないのに何を悲しむんだバカ野郎っ。瞼まぶたをギュッと瞑つぶって感情を抑おさえ込こんだ。

　そのとき、車のサイドガラスをノックする音が聞こえて、人じん永えいは思わず跳はね上あがる。無人であるはずの工場に人がいたことに驚おどろいたのもそうだが、半分はヘッポコかもしれないという期待からだった。窓まどの外に視し線せんを投げて、落らく胆たんする。人が訪たずねてきただけだった。

　地主が無む断だん侵しん入にゆうしてきた人永に苦く情じようを言いに来たのか、と半ばふて腐くされるように窓を開けると顔を覗のぞかせてきたのは意外な人物だった。
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「おやおや、品しな部べさん。奇き遇ぐうですな。こちらで何をなさっていたのですかな？」

　役場に勤つとめる例の広こう報ほう担たん当とう者しやを名乗る男だった。

「別に。ただの散歩ですよ」

　素そっ気けなく答えると、男はそうですかと興きよう味みなさそうに頷うなずく。正直、どこかへ行ってほしい。

「いやあ、ちょうど良かった。品部さんにお話があるんですよ。あなたも私に聞きたいことがあるんじゃないかと思って」

　そんなものはない、と撥はねつけても良かったのだが、この男がわざわざこうして訪ねてきたことに僅わずかな興味が顔を覗のぞかせた。にんまりと笑う男は人永の考えていることに気づいているようだった。

「河童かつぱに関連することです。品しな部べさんは聞いていますかなあ、森が切り開かれる話があちこちから持ち上がっているんですよ。河童を無理やり追い出そうってことで強きよう行こう策さくに出るみたいですねえ」

「……そのことなら知っていますよ。地元住民に俺のせいだと責せめられましたから」

　ありゃお気きの毒どくに、と他ひ人と事ごととして呟つぶやく。下へ手たに同どう情じようされるよりかはマシだが、それはそれで鼻についた。話はそれで終わりか、と睨にらむように男を見上げると意外な言葉が飛び出した。

「それね、嘘うそなんです。いや、いずれは本当にしようとしているみたいですが、現時点では嘘八百。なんでも袴こ子こ里り山やまに施し設せつを建けん設せつしたいっていうお偉えらいさんがいるらしくて、今回の騒そう動どうに便びん乗じようして流したデマらしいです」

「………」

　その瞬しゆん間かん、人じん永えいの心身に活力が蘇よみがえる。

　男は呆あきれたように笑い、

「温おん泉せん街がいの裏うら手てに温泉レジャー施設を建設するっていうんだから笑えますよ。商工会に喧けん嘩か売ってるようなものです。まあ、建前は地ち域いき復ふつ興こうですが、要するに河童追放を言いい訳わけにして事業を興おこしたいだけなんでしょうな。目先の利り益えきに走って神様を追い出すなんて人間とはつくづく愚おろかな生き物だと思いませんか？」

　河童を追放したいのならば森ごと切って捨てれば簡かん単たんだ。無理に建設事業を展てん開かいすれば角が立つ。神々の住すみ処かを奪うばい戻もどって来られないように更さら地ちにして、その余あまった土地を有ゆう効こう利用するという名目は、なるほど、稚ち拙せつではあるが効こう果か的てきだ。

　だがそれは、確かく実じつに土地を殺すことになる。自然を強ごう奪だつして文明を伸のばした歴史は繰くり返かえさざるを得ない。人間はそうして進化した。今さらそれを悪だと非ひ難なんするつもりはない。しかし、その分だけ神を敬うやまってきたのだ。土地を奪い、土地に住まわせてもらうことに感かん謝しやした。共生の見返りとして、神はその場所に留とどまり人間を見守ってくれる。

　追い出してどうする。恩おん恵けいがなければ人間などすぐに滅ほろびる生き物なのに。

　怒いかりと羞しゆう恥ちと後こう悔かいが背せ中なかを押おした。人永の目に光が宿る。

「あなたも諦あきらめの悪い人だ。私も惹ひかれてしまいそうですよ。ヘッポコ様がお認みとめになるのも無理はない」

　突とつ然ぜん出てきた「ヘッポコ」という単語に目を見開く。一いつ瞬しゆんの出来事だったので、何を言ったのか忘わすれてしまった。もう一度聞き直そうとしたが、男の話題は別に飛んだ。

「袴子里山の光は神の賑にぎわい、という言葉をご存ぞんじですか？」

「え？」

「この町の言い伝えです。住民たちなら誰だれもが知っている言葉です。山が光ひかり輝かがくとき奇き跡せきが起きる。そう信じられているんだそうです。──それでは」

　男はそう言い残し、人永に背せを向けて去っていく。呆ぼう然ぜんとその背中を見送った。

　思えば。

　あの男は何者なのだろうか。役場に勤つとめる広こう報ほう担たん当とう者しやとしか聞いておらず、肝かん心じんの名前は知らされていなかった。事あるごとに人じん永えいの前に現れては助言を残していく謎なぞの男。そもそも彼はどうやって人永の居い場ば所しよを突つき止とめたのか。偶ぐう然ぜんを装よそおっているが、彼が廃はい工こう場じようを訪たずねる理由はどこにもない。人永に会いに来たと考えるのが自然である。

　狐きつねにつままれた気分だ。

　だが、なんとなく、励はげまされたと感じるのは気のせいか。

　最後まで諦あきらめなければヘッポコは戻もどってくると、暗に示してくれたと解かい釈しやくするのは虫が良すぎるだろうか。どうしても何かに縋すがりたくて、その何かを闇やみ雲くもに探さがし回まわっていたように思う。

　ヘッポコが雲くも隠がくれしたのには理由がある。人永に愛あい想そを尽つかしたのだとしたら、なおさら腑ふ抜ぬけたままではいられない。いつか帰ってくると信じるならば、今すべきことはヘッポコを探すことではない。品しな部べ人永を取り戻すことだ。

「……まいった。こんなことにも気づかないなんて」

　自分を客観的に捉とらえた上での結論。やや希望的観かん測そくが差し込まれているが、このままではカグツチという女神にも見放されてしまう危き機き感かんもある。まだ手元にあるものをこれ以上失わせないためにも前進する必要があった。

　エンジンをかけ、旅館に向けて車を走らせた。







「む、無茶です！　本気で言っているんですか、人永さん!?」

「もちろん本気です。あ、カグツチさんは来ないでください。事じ態たいがややこしくなりますから。人間代表として挨あい拶さつに行くだけですから心配いりません」

　おどけるような口ぶりには決意が滲にじんでいた。カグツチは何も言い返せなくなる。

　一日ぶりに姿すがたを見せた人永の、額ひたいを切って乾かわいた血を貼はりつけた顔に息を呑のんだ。すぐに手当をしようと救きゆう急きゆう箱ばこを取りに戻ろうとするカグツチを掴つかまえて、人永はこう切り出した。

　鎮ちん守じゆの森に単身で乗り込みます。

　気が触ふれたのか、と本気で心配になる。

「とっておきの秘ひ策さくがあるんです。うまくいけばすべてが丸く収おさまります」

　にわかには信じられない。河童かつぱと人間の確かく執しつの深さはカグツチもよく知っている。けれど、

「そのときは、約束、忘わすれないでくださいよ。必ず幸せにしてあげますから」

　カグツチの手を握にぎる。口く説どき文もん句くは健けん在ざいだ。そんな場ば違ちがいな空気がカグツチの不安を少しずつ解かい消しようしていく。自信に満ちたかつての人永がそこにいた。

　けれど、一人で河童に会いに行くというのはあまりにも危き険けんすぎた。

「大だい丈じよう夫ぶです。河童にも一人知り合いがいるんです。あいつに会えれば簡かん単たんにうまくいくでしょうし。信じてください。───あ、小こ町まちさんから連れん絡らくがあったら上う手まいこと言っておいてください。こっちから連絡したいんですけど、あの人の声聞くと条じよう件けん反はん射しやで従じゆう順じゆんになってしまいますからね。出で鼻ばなを挫くじかれるわけにはいきませんので」

　そう言って、人じん永えいは笑う。何もかもうまくいく、と本気で思っているのだ。

　自分をそうやって騙だまして覚かく悟ごを決めた。




　客観的に考えても人永の作戦の成功確かく率りつは二割未満であった。




　　　　＊




　鱗りん太た郎ろうに会えれば簡かん単たんにうまくいく。

　とは言え、鱗太郎に会えるかどうかはわからない。河童の総数は知らないが、その中の一匹を都合良く探さがし出だせるなんて思っていない。運が良ければ鱗太郎から会いに来てくれるだろう、と半ば捨すて鉢ばちだ。

　有ゆう刺し鉄てつ線せんの真ん前で違い和わ感かんを覚えた。ここまで近づいてもなお河童たちの妨ぼう害がいがない。いつもと違ちがう雰ふん囲い気きに身み震ぶるいする。やばっ。なんだってこう、興こう奮ふんしてるんだ俺。

　不思議と不安はなかった。気持ちが高ぶっているあまり危き機き感かんが薄うすれている。

　有刺鉄線を迂う回かいして乗り越え、初めて鎮ちん守じゆの森に立ち入った。歩くにつれてせせらぎが近づいてきた。その涼すずやかな音を頼たよりに渓けい流りゆうを目指す。河童がいるなら川だろうという予よ測そくからだ。

　一歩踏ふみ込こむたびに辺りを覆おおう木々の数が増ふえていく。差し込んでいた西日も背せの高い雑ぞう木きに遮さえぎられて、地面は一いつ層そう影かげを落とした。未だ河童たちが姿すがたを現さないことも手伝って、森はより不気味に演えん出しゆつされていく。

　猛もう獣じゆうの檻おりの中を進んでいく感覚。歩けば歩くほど出口から遠のいていくのだ、と今さらながら気づいた。

　せせらぎが目の前に迫せまった。いつから人間が入っていないのか、伸のびきった雑草を掻かき分わけて行くと想そう像ぞうしていたよりも広い河原に出た。目もく測そくで膝ひざの高さほどの水深で流れる川が澄すみ切きった渓けい谷こくを作っている。

　依い然ぜんとして気配を見せない河童に、構かまわず声を張はり上あげた。

「おぉーい！　誰だれかいないかーっ！　品しな部べ人永参さん上じよう仕つかまつりましたよーっ！」

　渓谷に木こ霊だまする。応こたえるように、かつん、と足下で小石が弾はじけた。

　ギャアギャアと喚わめいて飛び立つ野鳥に驚おどろいて見上げると、囲む木々の枝に河童たちが直立して人永を見下ろしている。暗いシルエットの中に怪あやしく光る双そう眸ぼうが敵てき意いを放っていた。

「……ヒュー、いきなりピンチ」

　手元で遊ばせている岩石の恐こわいこと恐いこと。あれ、一いつ斉せいに投げられたら普ふ通つうに死ぬよ。

　鱗りん太た郎ろうに会えないどころか、逃にげ場ばのない敵てき陣じん地ちに誘さそい込こまれていた。ひとまず最初の賭かけは負けだ。ここからは運に頼たよれない実力勝負だ。

『性しよう懲こりもなく来たな。一体何がしたいのか？』

「手厚い歓迎恐おそれ入いります。人間を代表してご挨あい拶さつに伺うかがいました、おわっ」

　小石が頬ほおを掠かすめた。痛いたくはないがヒリヒリとしていて恐きよう怖ふ心しんを煽あおられる。

『今一度問う。何をしに来た、人間』

「……畏かしこまるのはやめだ。率そつ直ちよくに言う。おまえたちに話があって来た。──痛っ」

　今度は右足の脛すねに小石をぶつけられた。くつくつとくぐもった笑いが四方から落ちてきた。なるほど。いたぶって楽しもうってスタンスか。

　上等。悪役然としてくれていた方が意地も張はれるというものだ。

『聞こう。儂わしらを退たい屈くつさせるなよ』

「偉えらそうにしてんじゃねえよ。本当ならおまえらが頭を下げるところなんだぜ？　話っていうのは他でもない。この森が無くなる件けんについてだ、～～～～っ！」

　背せ中なかに三発、右みぎ腕うで左ひだり太ふと股ももに一発ずつ。くぅ～、痛ってぇえー。

　何か喋しやべるたびに石を浴びせてくる。そういうことか。こいつら話を聞く気なんてさらさら無いのだ。内容如何いかんによっては、などと斟しん酌しやくすらしてくれない。嬲なぶって笑い者にするために河原まで手を出さなかったのだ。

　殺す気だ。しかし、人じん永えいはそれに気づいて逆ぎやくに光明を見た気分だ。

　余よ裕ゆうがないのは河童も一いつ緒しよなのだ。

「おい、俺をここで殺す気か？」

『おまえ次し第だいだ。人間、話とは何だ？』

「言っておくけどなあ、もしここで俺を殺せば森に重じゆう機きが押おし寄よせてくるのが一日早くなるだけだぞ。俺はこう見えても政府の要人なんだぜ」

『御ご託たくはいい。用よう件けんを言え』

「焦あせるなよ。ちょっとした儲もうけ話ばなしさ。そんなに聞きたけりゃここまで下りてこいよ。お酒用意してもらえるとなお有あり難がたいかな。楽しくやろうぜ」

『……どうやら死にたいと見える』

　どわ、挑ちよう発はつが過ぎたか。喋しやべっている間にも体中に石をぶつけられたが、今の一言で河童かつぱたちが一いつ斉せいに投とう擲てきの準じゆん備びに入る。ああもう、頭の悪い連中だ。

　挑発を真に受ける度ど量りようの狭せまさが反対に人永に自信をつけさせた。状じよう況きよう的てきに有利に位置する河童たちが人永の言葉に興きよう味みを持ち始めた。元々殺す気でいたはずなのに、斟酌する気配を見せ始めていたのだ。でなければ、投擲準備が完了しているのに人永の言葉を待つ必要がない。

　時計の秒針が一回りする間を置いた。一いつ向こうに切り出さない人永に苛いら立だつように、

『何だ？　何が目的だ!?』

　余よ裕ゆうを感じさせない声に内心笑みを浮うかべる。

　ペースは掴つかんだ。

「話は簡かん単たんだ。この森を守り、おまえたちが人間に敬うやまわれる環かん境きようを取とり戻もどしてやろうっていう提てい案あんさ」

　途と端たんに森がざわついた。そこに怒いかりと僅わずかな期待が混まじっていた。

『儂わしらを追おい詰つめてなお誑たぶらかす気か』

「俺も濡ぬれ衣ぎぬ着きせられてんだよ。このままだと商売上がったりだ」

　レジャー施し設せつを建けん設せつしたい誰だれかの後うしろ盾だてとして招まねかれた政府関係者。河童かつぱ追放を工事着手の足あし掛がかりにした茶ちや番ばん劇げきを繰くり広ひろげた立役者。町の人が見る人じん永えい像ぞうはこんなところだ。

「意い趣しゆ返がえしじゃない。元々俺はおまえたちを現げん界かいさせるために来たんだ」

『………』

「話、聞いてみたくないか？」

　にやりと笑ってみせた。




　人永は作戦の中身を大おお雑ざつ把ぱに説明した。

『……それでうまくいくというのか』

「協力してくれるなら成功確かく率りつ八割ってところだ。人間っていうのはさ、情じようにほだされやすい生き物だから。おまえたちがその気になってくれたらうまくいくはずだ」

　河童たちはざわざわと、人語ではない奇き妙みような鳴き声で相談していた。

　ざわめきは一分ほどで静まった。それまで代表して喋しやべっていた河童が人永を振ふり返かえる。

　審しん判ぱんのとき。人永の言葉が河童たちに届とどいたか否いなか。

　重く冷たい声で言い放つ。

『ここで死ね。儂らは人間のケツを舐なめるような真ま似ねはせん』

　交こう渉しようは決けつ裂れつした。

　人永はその言葉を受けてゆっくりと俯うつむいた。

　足に力を込めた。

「ったく、神様ってのはどいつもこいつも、───プライドだけは一いつ丁ちよう前まえなんだからよっ！」

　だっ、と駆かけ出だす。直後、それまでいた場所に矢のような投石が降ふってきた。嬲なぶるための投石ではない、殺しにかかった全力投球。地面に刺ささるその轟ごう音おんに戦せん慄りつが走る。

「ちっくしょう！　やっぱり二割未満かよ！　ついてねーっ！」

　交渉が成立するも決裂するも河童たちの気分次し第だい。こうなることは予よ測そくしていた。なので、人永の対たい応おうも早かった。これが駄だ目めなら次の手だ、と手近な森の中に身を投じた。

　河原のような開けた空間にいたらそれこそ的まとにされてしまう。相手が森の住人であると理り解かいした上で敢あえて森に入ったのには理由がある。枝から枝へと跳ちよう躍やくして移い動どうする河童の追走から逃のがれることはできないが、投とう擲てきしてくる石の数は半はん減げんさせられる。依い然ぜん囲まれた状じよう態たいであっても木々の多さは逆ぎやくに人じん永えいの盾たてとして効こう果か的てきだ。森が深まれば、足場が悪い分だけその環かん境きようが味方をしてくれる。案あんの定じよう、河童かつぱたちは目に見える距きよ離りを保たもちながらも投擲の狙ねらいが定まらないらしく、降ふってくる石の数も大分減へった。

「本当にこのままでいいのかよ!?　住すみ処かを追われ、その森すらなくなってしまうんだぞ!?　テメエの自じ尊そん心しん守るためだけで存そん在ざいそのものを危あやうくするなんざ馬鹿のすることだぞ！　わかってんのかよ!?」

　木々を縫ぬうようにジグザグに森を駆かけ抜ぬける。

「悔くやしくないのか!?　どうせ消える覚かく悟ごならどうして最後まで抗あらがわない!?　報ほう復ふくするだと笑わせる！　それでおまえらは満足か!?　結局は河童の悪あく性せいを高めるだけで誰だれもおまえらを崇あがめたりしなくなるぞ！　テメエでテメエの首絞しめて河童の神性を地に貶おとしめていることに気づきやがれ！」

　精せい一いつ杯ぱい張はり上あげる声は虚きよ勢せいに過ぎない。

「俺は諦あきらめないからなっ！　おまえらが消えていなくなっても、オレは河童のことを語かたり継つぐ！　現物がいなくても信しん仰こうだけは守ってやる！　──袴こ子こ里り山やまの河童たちは腑ふ抜ぬけた集団だったとすべての神と人間に触ふれ回まわってやる！」

『黙だまれッ！　殺すッ！　貴き様さまだけは生きては帰さん！』

　それでも、河童たちの心には突つき刺ささったようだ。

　地面から突き出た木の根に躓つまずいて体たい勢せいを崩くずし、一ひと際きわ大きな木にぶつかる勢いきおいで背せ中なかからもたれかかる。熱せられた肺はいから吐はき出だされる息で喉のどが焼けつく。気力は充じゆう実じつしていても体力がそれについて来られなかったらしい。足がガクガク震ふるえ、もう一度走り出すのは困こん難なんだった。

　ここらが潮シ時オか。

　いつの間にか日は沈んでいた。東の空に浮うかぶ真っ白い月が夜の開かい幕まくを告げた。ここは鎮ちん守じゆの森。人ならざる神々の棲すむ世界。無む情じようにも凍こごえた空気が人永をその場に縛しばりつける。逃にげ場ばはどこにもなかった。

　結局、人永の声は河童には届とどかなかったようだ。

　神々は揃そろいも揃ってプライドが高い。人間にへつらうくらいなら死んだ方がマシらしい。

　──ま、それでこそ神様だ。

　住民たちが神を必要としないのならば、潔いさぎよく立ち去るのが筋すじだろう。たとえ濡ぬれ衣ぎぬによる追放であったとしても信しん仰こうがなければ現げん界かいしている意味がない。河童たちはそれを弁わきまえていたというだけの話だ。袴子里山の霊れい脈みやくが絶たえてカグツチも消えていなくなったとき、人間は初めて己おのれの過ちに気がつくのだ。因いん果が応おう報ほうは身をもって知るがよい。

「はっ！　そんなことはどうでもいい。カグツチさんは望んじゃいなかった」

　人永が必死になった理由はそれだけだ。もう一つ付け加えるなら、この仕事が無事『済さい世せい』できれば小こ町まちに頭を撫なでてもらえる。女性の喜ぶ顔が見られるなら、と高こう尚しようとは呼よべない動機で立ち向かった。

　結果は散々だが、今の俺ってカッコイイ、と自分で自分を褒ほめ称たたえる。

　そして、苦く境きようを見事切きり抜ぬけてこそ本物のヒーローなのだ。

　どこからともなく石が降ふってくる。右みぎ肩かたに直ちよく撃げきし、思わず呻うめき声ごえを上げた。

『どうした。追いかけっこはおしまいか』

「鬼おに役がそんなにいたんじゃ勝てっこねえよ。ハンデくらいくれないか？　舞ぶ台たいを街まち中なかに移うつそうぜ。河童VS人永じゃなくて、河童VS人間ってことで、痛いたっ！」

　今度は左肩だった。

『減へらず口ぐちもそこまでだ』

　河童の声には情じようを差し込む隙すき間まがない。人永は俯うつむき、観念したかのように口を開いた。

「……言いい忘わすれてたけど、森を切り開くって話さ、あれ嘘うそだって言ったら信じるか？」

　一いつ瞬しゆんだけ静せい寂じやくが走った。だが、

『もはやどうでもよい。この森から追放されるのならば同じことだ』

　人永は笑った。見下すように、蔑さげすむように。姿すがたの見えない河童を睨にらみつける。

「本当に馬鹿な連中だ。嘘っていうのはな、信じた瞬しゆん間かん本物になるんだぜ？　人間が吐ついた嘘を神様が鵜う呑のみにしたんじゃいつかはそうなる。嘘を嘘だと見み抜ぬいて抗あらがって闘たたかって！　最後には全部嘘だったと周囲に認みとめさせなければ負けなんだよ！　濡ぬれ衣ぎぬ着せられて甘んじて受けているおまえたちは本物の人殺しだ！　──ああ、違ちがったな。これから本物になるんだっけ」

　ほれ、と心しん臓ぞうを差し出すように一歩前に出る。暗くら闇やみが怯ひるんだ。

　ははっ。これくらいで怯むのなら攻こう略りやくはまだまだいけそうだ。しかし、選せん択たく肢しを誤あやまった。

　挑ちよう発はつを真に受ける度量の狭せまさを忘れていた。

「やべえ。本気か？」

　────『ころす』『コロス』『殺すっ』『殺すっ！』。

　怨えん嗟さの声は波の如ごとく押おし寄よせて、引いていくのと入れ替わりに無数の石いし飛礫つぶてが人永に襲おそいかかる。

　血の気が引いた。これは、助からない。

　刹せつ那なに思おもい描えがいた情じよう景けいは、ヘッポコの愛らしくも憎にくたらしい笑顔だった。今この場にいないことに寂さびしさを感じたが、巻まき込こまれなかったことに安あん堵どする。

　──悪い、ヘッポコ。

　人永の身体に石の散さん弾だん銃じゆうが降り注いだ。

「─────、？」

　痛いたみはなかった。

　もう死んだのか、と恐おそる恐おそる目を開ける。無数に飛んできた石飛礫はどこにもなく、代わりに冬の森にはありえない熱気と焦こげ臭くさい空気が辺りを包んでいた。ハッと見上げた先には見覚えのある着物姿すがたが。

「カ、カグツチさんっ!?」

　宙に浮うかび、火の粉こを周囲に散らすカグツチの姿があった。

「くっ………」

　ぐらり、と体が傾かたむく。糸が切れたように落ちてくるカグツチを慌あわてて抱だき留とめた。初めて鎮ちん守じゆの森を訪おとずれたときの再さい現げんだ。

「カグツチさん！　どうして!?」

　人じん永えいの盾たてになって投石を防ふせいでくれたのだ。体からはみ出た石は、迦カ具グ土ツチの炎ほのおで焼いたのだろう、真っ黒に焦げて地面に落ちていた。

　カグツチは痛いたみを堪こらえるようにうっすらと目を開けると、人永の無事を確かく認にんし「あはっ」と無む垢くな笑みを浮かべた。

「良かった。無事みたいですね。すみません。来るなって言われてましたけど、やっぱり来ちゃいました。ご迷めい惑わくでしたか？」

「そんなこと……っ」

「はい。人永さんにもしものことがあったら大変です。ヘッポコさんに恨うらまれてしまいます。だから、後のことは任まかせてください」

　抱き留められていたのが嘘うそのように、カグツチはしっかりとした足取りで河童かつぱたちの前に立ちはだかる。その背せ中なかが心強く人永を守ってくれていた。

「川の精せい霊れいたちよ！　この者を殺あやめると言うのであれば、わたしも手て加か減げんいたしません！　炎えん獄ごくを恐おそれぬ者から前に出なさい。元より消える覚かく悟ごならば、その前にわたしが灰はいに帰きして差し上げましょう！」

　河童たちの戦せん慄りつする気配が伝わった。響ひびき渡わたるその声に胸むねを打つ。人永は呆あきれたように笑みを溢こぼした。

　──まったくこの神様は。争い事が苦手なくせして。

『カグツチよ。神たる存そん在ざいが人間にひれ伏ふして何になる。おぬしはそこまで堕おちてしまったか』

「言葉を慎つつしみなさい。人間とともに生きることを放ほう棄きしたあなたたちには到とう底てい理り解かいできないでしょう。故ゆえに滅ほろびるのです！　あなたたちは何もわかっていない！」

『そいつを庇かばい立だてする以上容よう赦しやはせぬぞ。自じ慢まんの炎ほのおはここでは使えぬ。使えばその人間が真っ先に死ぬからな。どのようにして抵てい抗こうするか見物よな』

「嘲あざ笑わらうのは試してからにしなさい！　わたしはあなたたちには屈くつしません！」

　毅き然ぜんとしていながらも、人永だけは気づいていた。カグツチの体は微かすかに震ふるえていた。

　──貴女あなたにそんな姿は似に合あいませんよ。

　胸に落ち着くように覚かく悟ごが決まった。

　河童かつぱたちの一いつ斉せい放ほう射しやを見計らって、人じん永えいは頭一つ分小さな身体を後ろから抱だき寄よせた。包つつみ隠かくすように腕うでの中にしまい込む。

「人永さん!?」

　カグツチは思わぬ抱ほう擁ように慌あわてふためき、引ひき離はなそうと人永の胸むねに拳こぶしを打つ。

「人永さん、わたし神様ですから！　怪け我がなんてしませんから！　お願いします離してください！　このままだと人永さんがっ！」

　体中に石いし飛礫つぶてが突つき刺ささる。側そく頭とう部ぶに一発喰くらい、一ひと筋すじの血が頬ほおを伝い落ちた。それさえも意に介かいさず、人永は何事もなかったかのように言ってのけた。

「いけません。怪我はしないかもしれませんけど。でも、痛いたいでしょ？　心が」

　ハッと息を呑のんで人永を見上げる。その瞳ひとみが怯おびえるように揺ゆれていた。

「わかるんです。貴女あなたは優やさしい方ですから。そういうものすべてから守るのが男の使命でしてね。来て頂いただいて嬉うれしいです。けど、今だけは格かつ好こうつけさせてください」

　それに遠えん慮りよなく抱だき締しめられますしね、本ほん望もうです、とは言わないでおく。

　カグツチは人永を傷きずつけまいと自らを盾たてにして守るつもりなのだ。体は傷つかなくとも、そんなカグツチを黙だまって見ていられるわけがない。だからと言って、カグツチに本気を出させるわけにもいかなかった。

「あー、本ほん格かく的てきにやばくなったらそのときはお願いします。死んだら意味ないですから」

　できることならカグツチには河童を殺あやめてほしくない。河童たちが音ねを上げるまでカグツチを守まもり抜ぬく。それが人永の闘たたかいだ。カグツチもその決意が揺るがないものであると理解したのか黙ったままだ。

「返事は、はい、しか受け付けません」

　おどけるように笑ってみせた。カグツチは泣きそうな顔でどうにか笑みを浮うかべ、人永の胸に額ひたいを押しつけた。人永の服をギュッと握にぎりしめると、頑がん張ばってください、と小さく呟つぶやいた。

　人永が一度でも悲鳴を上げることがあれば、そのときはこの森を焼やき尽つくすことを心に決めた。

　──この人は絶ぜつ対たいに死なせてはならない。

　堅かたく目を閉じて、人永の温ぬくもりに身を委ゆだねた。

　──わたしの命に代えても守ってみせる。

「──ということでさ、気ぃ利きかせてくれないかなあ？　カグツチさんと二人きりにさせてくれよ」

　空気を読め、とこの期ごに及およんでもなお軽口は止まらない。一いつ向こうに怯ひるまず恐おそれぬたかが人間如ごときにコケにされた怒いかりが河童たちから一切の理性を奪うばった。

『貴き様さまらもろとも殺してくれるわッ！』

　河童たちが投とう擲てき準じゆん備びに入る。身み構がまえるようにきつく目を閉じた。




「んっふふふ。それでこそ人じん永えいじゃ。よう頑がん張ばったのう」




　すぐ傍そばから声がした。

「…………はい？」

　場の空気に似に付つかわしくない陽よう気きな声だった。人永は思わず腕うでの中を見下ろすと、カグツチもポカンと口を開けて唖あ然ぜんとする。カグツチでないとすれば声の主は誰だれだと言うのか。

　突とつ如じよ、一いち陣じんの風が吹ふき荒あれた。夜空が一いつ層そう深い闇やみに覆おおわれる。ごうん、と重々しい風かざ切きり音おんが暴ぼう風ふうをもたらし木々を横よこ倒だおしにした。物理的にあり得ない角度にまで曲げられてなお折れない木々は円形の平地を形成し、ヘリポートのような離り着ちやく陸りくに備そなえた空間を生み出した。

「鳥とり舟ふねよ、ご苦労じゃった。行くがよい」

　空を仰あおぐとそこには、飛行機と見み紛まごうばかりの巨きよ大だいな鳥が浮ういていた。

「………うそ」

　人永が見たそれは石せき像ぞうのようなフォルムでありながらしなやかに翼つばさを羽ばたかせた。行くがよい、という言葉を受けて大空へと舞まっていく。轟ごう音おんが圧あつ力りよくとなって人永たちにのしかかる。数秒後に静せい寂じやくが戻もどると、横倒しになっていた木々はビデオを巻まき戻もどすかのように直立する。後には言葉を失った人永とカグツチ、河童だけが取り残された。

　いや、一人、見知らぬ女が地に立っていた。

　森が息を吹き返し、虫の音や野生動物の鳴き声が聞こえ出す。あまりにも平和すぎる森の世界の只ただ中なかにおいて、その女は異い質しつな存そん在ざいだった。人永と河童たちの間に立ち、ゆっくりとした動作で周囲に視し線せんを投げた。

「─────」

　見み惚とれた。そいつは、──その女はあまりにも美しかった。神こう々ごうしいまでに艶つやのある黒くろ髪かみが長く細く大気を切きり裂さいて靡なびき、柿かき色いろの地に牡ぼ丹たんの花が飾かざられた着物は俗ぞくな出いで立たちでありながら高こう貴きな服ふく飾しよくを思わせた。寸すん法ぽうが合っていないために真白な肌はだを胸むな元もとから覗のぞかせており、裾すそから真まっ直すぐに伸のびた脚きやく線せん美びが感かん嘆たんを誘さそう。妖あやしい色いろ香かを漂ただよわせ、柳りゆう眉びの下に映える明めい眸ぼうが誰だれも彼をも虜とりこにした。流し目だけで人永の意い識しきは引き込まれてしまった。それを楽しむかのように、踊おどるように周囲を見み渡わたしている。

「────むっ」

　だが、女の表情は一いつ変ぺんして忌いま々いましげに眉まゆを吊つり上あげた。

「不ふ愉ゆ快かいじゃな。────頭ずが高いぞ無礼者っ！」

　河童かつぱたちをギロリと睨にらみつけ、高らかに宣せん言げんする。

「儂わしを誰じゃと心得ておる！　儂が名はアマテラス。この世の最高神・天アマ照テラス大オオ御ミ神カミであるぞ！　ひれ伏ふせぃ下郎ども！」

　後ご光こうが差した。河童かつぱたちは悲鳴にも似にた鳴き声を上げ、木から降おりて地に頭を伏ふせた。その光景に息を呑のむ。カグツチと同位にあり常つねに高こう圧あつ的てきだった水の精せい霊れいをその一言だけで服ふく従じゆうさせてしまったのだから。傍かたわらで固まるカグツチは「やっぱり」と小さく呟つぶやいた。

　天アマ照テラス大オオ御ミ神カミ──八や百お万よろずの神の最高位。その名の如ごとく太陽を司つかさどる光の女神である。天てん界かいを統すべり、この世の光は天照の後光によりもたらされ、あらゆる生命の象しよう徴ちようである。神話には欠かすことのできない世界の頂ちよう点てんが、今、袴こ子こ里り山やまに降こう臨りんしたのだ。直ちよく視しするのも畏おそれ多い。
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　後光が消え、夜の暗くら闇やみに戻もどった。河童たちはひれ伏した顔を上げることもせずガタガタと震ふるえており、それを見て愉ゆ悦えつの表情を浮うかべる女に畏れを抱いだく。思考は完全に支配され、望まれるままに地に膝ひざをつこうとする人じん永えいに、女──アマテラスがくるりと振ふり返かえった。

　アマテラスは体をくねらせて鼻を鳴らした。

「人永はよい。そなたにひれ伏されるのは嫌いやじゃ。いつも通り毅き然ぜんとしてたもれ」

「え、い、いつも通り、」

　突とつ然ぜん名指しで呼よばれて心臓が跳はね上あがる。反はん射しや的てきに腰こしが引けたのは本ほん能のうが危き険けんを察さつ知ちしているからか。その様子がアマテラスには面おも白しろくなかったのか、ムッとした表情を浮うかべた。

「なんじゃ？　もう儂のことも忘わすれたのか？　そなたはそこまで薄はく情じようかよ？」

　つつつ、と人永に接せつ近きんし、胸むな元もとにいたカグツチを払はらい除のけるとその胸むねに飛び込んだ。

「じ～んえ～、会いたかったぞ」

　甘えるように抱だきつき首元にキスをする。驚おどろきの声を上げたのは人じん永えいとカグツチだ。ぞくぞくとくすぐったい感かん触しよくに支配されて言葉が見つからない。なんだなんだこの展てん開かいはっ!?　こんな絶ぜつ世せいの美女から求愛される覚えはねえぞ！　人永らしからぬ大だい混こん乱らんである。一方のカグツチは奥おく歯ばをギリッと噛かみ締しめてアマテラスを悔くやしそうに見つめていた。

　人永は、なんとかアマテラスと視し線せんを合わせないように努つとめて、振ふり絞しぼるように声を出す。

「あ、あ、アマテラス様、わたくしめと、い、い、一体いつどこでお会いしししましたでしょうか!?」

　かっこわりぃ、完全に裏うら返がえった。しかし、アマテラスはぷーっと頬ほおを膨ふくらます。

「まだわからぬのか？　儂わしじゃ。そなたとともにおったヘッポコじゃ。それ、もう一度ヘッポコと罵ののしってたもれ」

「へ、へ、ヘッポコォ!?」

「あい！」

　コロコロと笑って人永の胸むねに頬ずりをかます。柔やわらかな感かん触しよくと色気たっぷりの芳ほう香かにやられた上に驚きよう愕がくの事実が被かぶさって頭が真っ白になる。

　ヘッポコが帰ってきた。しかし、手放しに喜べないのはヘッポコの姿すがたがあまりにも違ちがいすぎていたからだ。それもアマテラスという最高神を名乗るのだから現実味がないどころの話じゃない。本当に？　となおも混乱から抜ぬけ出だせない人永の額ひたいをアマテラスは面おも白しろそうにペチペチと叩たたいた。その仕草は紛まぎれもなくヘッポコで、ますます混乱が膨らむ。

　アマテラスは「んふふ」と艶つやっぽく笑い、人永の首くび筋すじを撫なでた。

「儂というものがありながら余よ所その女に色目を使うとは、そなたも畏おそれを知らぬ。じゃがそれもよい。つまらぬ男に成り下がってくれるなよ、人永ぃ」

　耳元で囁ささやき、ふうっ、と息を吹きかける。トドメだった。

「所しよ詮せん妾めかけにも相応ふさわしくない女じゃ。誑たぶらかしたとて、儂は気にも留とめぬわ。身の程ほどを知れ、カグツチぃ」

　にやり、とカグツチを嘲あざける。カグツチの額にしっかりと青あお筋すじが浮ういた。

「やっぱり、ヘッポコさんだったんですね」

　吐はく息に怒いかりが滲にじんでいる。普ふ段だんの穏おん和わなカグツチからは想そう像ぞうもできない形ぎよう相そうにおののきながらも、人永は疑問を投げかけた。

「やっぱりって、カグツチさんは気づいていたんですか!?　ヘッポコの正体を!?」

「はい。確かく信しんは持てませんでしたが、霊れい力りよくの気配からなんとなく」

　そういえば、初めて会ったときヘッポコを窺うかがう目つきが少し気にはなっていたが。あれはそういうことだったのか。

「ええ。初めからヘッポコさんがアマテラスではないかと思って、」

「待て」

　言葉が割り込んできた。何事かと思いアマテラスを見ると、鋭するどい眼がん光こうがカグツチを捉とらえていた。

「一度目じゃ。許ゆるしてやる。じゃが、この姿すがたに戻もどった儂わしを二度とヘッポコと呼よぶでない。次に口にすれば、────殺すぞ？」

「───」

　森が戦せん慄りつする。大気を震ふるわせるほどの殺気が森しん羅ら万ばん象しように緊きん張ちようを走らせる。河童かつぱはガクガク震えながら地に頭を擦こすり、人じん永えいは喉のどを鳴らした。カグツチに至いたっては目に涙なみだを浮うかべている。

「続けるがよい」

　飽あきたとばかりにカグツチから目を離はなし、人永の胸むねに抱だきついてゴロゴロと甘え始める。

　ヘッポコがアマテラス。にわかには信じられないが、このアマテラスが最高神・天アマ照テラス大オオ御ミ神カミであることは他の神様の反はん応のうからして間ま違ちがいないようだ。そして、人永を知り、人永に甘えるアマテラスがヘッポコらしさを窺うかがわせているのだからもはや疑いようもない。

　ヘッポコが本来の姿すがたを手に入れて帰ってきたのだ。

　そこにどんな理由があったのか知らないが、人永の胸に無む意い識しきに安あん堵どが広がった。

　二にの句くが継つげないまま俯うつむくカグツチをつまらなそうに一いち瞥べつし、アマテラスは人永を見上げて言う。

「面めん倒どうじゃから説明はせぬ。人永よ、そなたにはやるべきことがあろ？　儂のことは後回しにして、ほれ、あやつらをどうにかせえ」

　顎あごでしゃくって示した先には未だ地にひれ伏ふした河童かつぱたちがいた。

　そうだ。アマテラスの降こう臨りんでうやむやになってはいるが、河童たちへの説得は続いているのだ。戦意喪そう失しつの河童たちが少し気きの毒どくに思えたが、これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスである。事じ態たいの好転に人永の頭が冴さえ始はじめる。

　煮にるなり焼くなり好きにいたせ、というアマテラスの声に恐きよう怖ふしながらも、人永は近くにいる河童の肩かたを叩たたいた。河童はびくりと体を震わせた。

「俺に協力しろ。初めからおまえたちに選せん択たく肢しは残っていないんだ。どうせ消えるのなら、最後まで抗あらがってみるのも悪くない。───ま、消えさせないけどな」

「……うむ。おぬしの言う通りにしよう。………儂らは逆さからえぬ」

　アマテラスの後ご光こうの効こう果かだろうか。より高位の神の威い厳げんが河童たちの虚きよ栄えい心しんを悉ことごとく打うち砕くだいていた。ヘッポコを飼かっていて良かったとこのときばかりはすごく思う。

「鱗りん太た郎ろうーっ!!」

　声を張はり上あげて鱗太郎の名を呼よんだ。鍵かぎを握にぎるのはこの河童である、と人永はずっと前から決めていたのだ。遥はるか後方でひれ伏していた鱗太郎が弾はじけるように顔を上げた。手て招まねきして呼ぶと、鱗太郎はアマテラスを見ないようにして人永に近づいた。

「オ、オイラをどうする気じゃ……っ!?」

　鱗りん太た郎ろうはヘッポコがアマテラスであるとも知らず、一度はアマテラスを誘ゆう拐かいしようとまでしたのだ。その報ほう復ふくが飛んでくることを恐おそれているのだろう、人じん永えいとも僅わずかに距きよ離りを取った。そんなことなどお構かまいなしに、人永は鱗太郎に接せつ近きんし、その小さな肩かたに手を置いて真しん摯しな声で言った。

「おまえには後で聞きたいことがある。包つつみ隠かくさずすべて話せ。いいな？　成功の鍵かぎはおまえが握にぎっていると思ってくれ」

　鱗太郎はその言葉を重く受け止め、大きく頷うなずいた。

　人永は高らかに宣せん言げんする。

「みんな、この俺を信じろ！　この森を守り、おまえたちも守り、カグツチさんのために霊れい脈みやくを復活させてやる！」

　それがアマテラスの言葉であるかのように河童かつぱたちは再ふたたび頭を地につけた。おお、なんか良い気分だ。

「本当にそんなことが……？」

　カグツチが呟つぶやいた。いくら河童たちを味方につけたとしても、人間たちの河童に対する恨うらみはそう簡かん単たんに拭ぬぐい去されるものではない。カグツチの懸け念ねんは当然だった。鱗太郎も同様の顔色を見せている。しかし、アマテラスだけが違ちがった。

「カグツチ、よう見とくがいい。最後に笑うは儂わしらじゃ。人永はの、食えぬ男じゃぞ？」

　人永に寄より添そい、絶ぜつ対たいの信しん頼らいを含ふくませて笑う。

「んっふふふ。お手て並なみ拝はい見けんといくかの。儂を愉たのしませよ、人永」

　人永も不ふ敵てきに笑った。

　それはすべての大団円を確かく信しんした笑みだった。

　アマテラスが加わったことで河童たちの士し気きが上がった。『カグツチさんゲットだぜ大作戦』がいよいよ始動する。

「なんせ俺は『語り部』だからな。物語を語かたり継つぐことしかできない。だが、約束する！　町の人たちに信しん仰こう心しんを取とり戻もどさせてやる！　最終章の始まりだ！」

　物語はついに佳か境きようを迎えるのであった。
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　今は昔、袴こ子こ里り山やまの河童かつぱ伝説はあの夏の日から始まったのでございます。

　那な雲ぐも郷きように新しん太た郎ろうという名の少年がおりました。新太郎はとても活発な子供で、新しい遊びを次々と思いついては友人らを誘さそって遊あそび呆ほうけておりました。たくさんの友人は彼を慕したっておりましたが、大人たちはそんな新太郎が心配でなりません。元気な子供はすぐに怪け我がをする。新太郎が生なま傷きずを作って帰ってくることなど日にち常じよう茶さ飯はん事じでございました。

　ある日、新太郎は河童の噂うわさを耳にします。毎年起こる水すい難なん事じ故こが河童の仕し業わざだという恐おそろしい怪かい談だんでございます。正義感の強い新太郎は河童退たい治じを思いつき、仲の良い友人を集めて袴子里山の鎮ちん守じゆの森へと向かったのでございます。目指すは渓けい流りゆう、河童の住すみ処かでございました。

　渓流に辿たどり着つき、新太郎たちは河童の捜そう索さくに乗り出します。しかし、いくら探さがせども河童の姿すがたは見つかりませぬ。次し第だいに飽あき始はじめた友人らは河原で水遊びに興きようじ、新太郎もそれに加わるのでした。やはり噂はただの噂に過ぎぬということでございましょうか。

　日も暮くれ出だし、友人らと共に山を下りる新太郎の胸きよう中ちゆうには未練が燻くすぶっておりました。河童が出るならば昼間ではない。そのように感じたのでございましょう。新太郎は一人で森へと引き返したのです。

　夕暮れ時は逢おう魔まが刻ときとも呼よばれます。人が家に帰る時間、その先は人外のモノが蔓延はびこる世界にございます。新太郎は図らずも、魔まの棲すむ世界へと足を踏ふみ入いれるのでございました。

　渓流に辿り着いたとき、新太郎は河原でソレを見てしまったのです──。






　　　　＊





　わたくし、姓は品しな部べ、名は人じん永えい。

　人呼んで『語り部じんえい』と申します。

　さても流れ着いたこの町で、河童騒そう動どうに巻き込まれて候そうろう。連れし添そえたるは名に聞こえし最高神・天アマ照テラス大オオ御ミ神カミことヘッポコ神にて相あい候そうろう。数多あまたある苦く難なんの末、共々に事じ態たい解かい決けつへと身を乗り出したのでございます。

　ご静せい聴ちよう願いまする。

　新説・袴子里山河童伝説──さては皆みな様ご存ぞん知じの落おとし噺ばなしのはじまりはじまり。












　男は恭うやうやしく頭を下げた。

「初めまして。私、思兼神オモイカネと申します。知恵を司つかさどる神と呼よばれておりますが、まああれですね、単なる好こう奇き心しん旺おう盛せいな情じよう報ほう屋やだと思ってください」

　男が頭を上げたとき、人永の喉のどから「ひっ」と悲鳴が出た。男の顔がのっぺらぼうだったからだ。もう何が出てきても驚おどろかないと決めていたのだが、これはさすがに不意打ちだ。一礼する前は確たしかにあった顔が、名乗った瞬しゆん間かん無くなるなんて狙ねらってやったとしか思えない。

　あの謎なぞいっぱいの広こう報ほう担たん当とう者しやである。旅館に戻もどってきた人じん永えいたちを迎え出たのがこの男だった。アマテラスが顎あごで招まねくと、男は素す直なおに人永たちの泊とまる客室へと入ってきた。そしてこの挨あい拶さつである。真冬の怪かい談だんはそれだけで寒いのだから勘かん弁べんしてほしい。

　思し慮りよの神・オモイカネ──知恵だけでなく、物語の脚きやく本ほんや演えん出しゆつの神としても名高いらしく、他人の人生シナリオに介かい入にゆうして良い方向に導みちびくというのだから幸運の神とも言えた。そのせいで「何にでも成り代わる」特性から顔無しになったというが、本人はこれを気に入っているらしい。

「おかげさまでアマテラス様まからは疎うとましがられることもなくやっていけてます」

　天アマ照テラス大オオ御ミ神カミに知ち恵え袋ぶくろとして仕えており、心の機き微びに敏さとい天照も表情が無いオモイカネを重ちよう宝ほうしていると言う。

「これまでも品しな部べさんを度たび々たび観かん察さつさせてもらいましたが、いやはや、これほどまでにアマテラス様からのご寵ちよう愛あいを授さずかった人間は見たことがありません。羨うらやましいですなあ」

　その口ぶりは、アマテラスが人永に背せ中なかから被かぶさるように抱だきついているこの状じよう況きようを羨んだものだ。

　はあ、と気のない返事をする。ヘッポコが人永の頭に憑ついたそのときから見守っていたらしいが、いつどこでヘッポコから寵愛されたと言うのか。ただ周辺をうろちょろされただけだ。無む駄だ飯めし喰ぐらいの居い候そうろうだし。と、思っていると、アマテラスがジロリと睨にらんで人永の額ひたいをペシペシ叩たたく。ええいやめろ。ヘッポコの姿すがたじゃねえから普ふ通つうに痛いたい。

　アマテラスが耳元で囁ささやく。

「オモイカネのような側そつ近きんは他にもおっての。森に着いたとき、頭上を飛んでおった鳥がいたじゃろ？　あれも儂わしが飼かっておる舟ふねじゃ。人永、そなたが望むならそれらすべてを与あたえるぞぇ」

「いらん。変なのはおまえだけで十分だ」

　嫌いや味みのつもりだったのだが、アマテラスは嬉うれしそうに人永の顔に頬ほおずりする。背中に感じる二つの膨ふくらみを意い識しきすまいと頭の中で経きようを唱となえた。

「品部さん、鼻の下が伸のびてますよ」

「あんたに顔のこと言われたくねえ。───つまり、あんたはこれまで俺にそれとなく助言してくれていたってことですか」

「そういうことです。ま、アマテラス様に何かあってはまずいと思いまして、なるべく危き険けんから遠ざけようとしたんですけどね。なのに、あなたときたら自ら危あぶない橋を渡わたろうとするんですから。見ていられませんよ」

　反はん駁ばくのしようもない。確たしかにオモイカネはこれまで無茶をするなという言葉を伝えてきた。しかし、人永にとっては挑ちよう発はつにしかならなかった。向こう見ずな性せい格かくがかえって今の状況を作り出したのだから、心の中ではよしとしておく。

「今日伺うかがいましたのは他でもありません。アマテラス様は大変面めん倒どう臭くさがりでして、これまでの経けい緯いをお話しするのも億おつ劫くうだとぼやいておられましたから。説明役として参まいりました」

　オモイカネも苦労人なのかもしれない。人じん永えいはアマテラスという神に振ふり回まわされる同士としてオモイカネに同情した。

「なぜアマテラス様が品しな部べさんの前からお姿すがたを隠かくされたかと言いますと、実は伊い勢せに祀まつられている天アマ照テラス様本体の元へと乗り込んでいらしたからなのです」

「……本体？」

「ええ。以前のお姿は本体を一万八千体に細分化してできた御分身の一つでして。伊勢の本体とは神しん格かくを異ことにした存そん在ざいなのです」

　二にの句くを継ついだのはアマテラスだ。

「ヘッポコの姿では知ち能のうは低てい下かするし神格も示せぬのでな。河童かつぱどもに愚ぐ弄ろうされたときなぞヘッポコでいたことを本気で恨うらんだわ。じゃから霊れい力りよくを戴いただこうと本体の元へ頭を下げに行っておったというわけじゃ」

　そうして「んふふ」と笑い、

「人永に役立たずと罵ば倒とうされたときなぞ、あまりの怒いかりに背せすじがゾクゾクと震ふるえたわ。どうじゃ？　これでもまだ役立たずと罵ののしってもらえるかよ？」

　アマテラスの姿に戻もどることで後ご光こうを放ち、結果として河童たちを服ふく従じゆうさせることができたのだ。その功こうは大きい。が、なんとなくヘッポコに礼を述のべるのには抵てい抗こうがあった。長年積み重ねてきた関係が、ヘッポコの姿が違ちがうだけで変わってしまうのは嫌いやだった。

　あくまでもぶっきらぼうに、

「おまえにしてはよくやった。けどな、勝手にいなくなるんじゃねえ。ヘッポコはヘッポコらしく俺の傍そばでうろちょろしてろ」

「んっふふふ。儂わしのことを必死で探さがし回まわっておったそうじゃのう。愛ういやつじゃ。うむ。それでこそ人永じゃ。儂はそなたの前ではヘッポコじゃ。それ以上でも以下でもない。寵ちよう愛あいしてたもれ」

　前に回って人永の膝ひざの上に座ざし、一いつ層そう身体を密みつ着ちやくさせる。くおお、誘ゆう惑わくに負けるな俺。こいつはヘッポコであって綺き麗れいな女の子なんかじゃねえ。抱だき締しめまい、と自制する。アマテラスに戻ったヘッポコはなんて扱あつかいづらいんだ。

「私、お邪じや魔まのようですね」

「いいええ、いてください！　マジで！」

　腰こしを上げようとするオモイカネを必死になって引ひき留とめた。

「心配するでない。この姿でいられるのもあと数日だけじゃ。その間だけ愉たのしめればよかろ？　人永を骨ほね抜ぬきにするのも一いつ興きようじゃが、使い物にならなくしては興きよう醒ざめじゃ。儂のこの体は目に毒どくじゃろうからな」

　手て加か減げんするぞぇ、と言われると舐なめられた気がしてむかつく。が、数日後にはいつものヘッポコに戻もどると思うとホッとした。

　──ん？　待てよ？

「数日だけしかその姿すがたでいられないってことは、それだけしか霊れい力りよくを分けて貰もらえなかったってことか？　と言うか、そもそも分身なのに分けて貰うっていうのは」

　本体の天アマ照テラスとは存そん在ざいを異ことにする。つまりヘッポコは、アマテラスであって天照でないということなのか。

「ほう。相変わらず話が早いのう。オモイカネ、説明せぃ」

　ご無礼を承しよう知ちでヘッポコ様とお呼よびします、とオモイカネは前置きをした。

「正せい確かくに申し上げれば、ヘッポコ様と天照様はすでに別の存そん在ざいです。御分身は遥よう拝はい所じよの数だけ現げん界かいなさっておられますが、このように自じ我がをお持ちになられた御分身はヘッポコ様だけです。つまり、天照様の御分身でありながら一つの神として独どく立りつしているのです。独立したことで自由に行動できる反面、本体からの霊力の供きよう給きゆうも断たたれてしまいました。常つねに供給が為なされていればヘッポコ様のお姿に戻もどることもないのですが、天照様のお姿を維い持じするには莫ばく大だいな力が必要でして、分わけ与あたえられた霊力を使い切れば元の姿に戻ってしまいます」

「儂わしとて天照に頭を下げるのはこれきりにしたいでな。あやつとは反そりが合わぬ。いっそのこと岩いわ戸との奥おくへ隠いん居きよしておればよいのじゃ」

　その皮肉がツボを突ついたのか、オモイカネが小さく笑った。その様子から本体と分身の仲の悪さがなんとなく窺うかがい知しれた。思し慮りよの神様が呆あきれるほど、なのだろう。

「儂のことはもうよいじゃろ。オモイカネ、なんぞ人じん永えいに話があったのではないか？」

　アマテラスに促うながされて、「そうでした！」とオモイカネはぴしゃりと掌てのひらで額ひたいを打つ。そういう行動はどこまでも親父臭くさい。

「品しな部べさん、お話しした通り私は策さくを講こうじることが大の得意でして、今回の一件に少しは知恵を貸してさしあげるのもやぶさかではありませんがどうでしょう？」

　ふむ、と思案する。そう提てい案あんするからには何か策があるのかもしれない。

「伺うかがってもよろしいでしょうか？」

「ええ、ええ、そうこなくては！」

　やけに嬉うれしそうな声はどこから出ているのか。のっぺらぼうのくせに喜き怒ど哀あい楽らくはわかりやすい。お喋しやべりで失敗するタイプなのかもしれない。

「私はどんな人間にも化けることができます。省庁や県政に侵しん入にゆうしてレジャー施し設せつ建けん設せつ工事に働きかけをしている中心人物を特定致いたしましょう。そこから情じよう報ほうを操そう作さして、その人物を失しつ脚きやくさせるのもアリかと、」

「お断ことわりします」

　人永の即そく答とうに、オモイカネだけでなくアマテラスまでもが驚おどろいた。

「なぜじゃ？　敵てきの将しようを仕し留とめればとりあえず森は切られずに済すむじゃろう。住民に信しん仰こう心しんを植うえつけるのに一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは済すむまい。時間稼かせぎは必要じゃぞ？」

　アマテラスの指し摘てきはもっともだ。しかし、それでは根本的な解かい決けつにならない。

「一朝一夕で住民の心を取とり戻もどせなければ意味がない。大事なのはインパクトだ。河童かつぱを守ることがどれだけ大切なことかをわからせるのに時間なんて関係ない。それに、裏うらで糸を引いている人物が仮かりにいたとしても、そいつを失しつ脚きやくさせてもすぐに次が出てくるだけで終わりはない。よほど大きな金が動いているはずだからな、後を絶たたないはずだ。それと、本音を言えばそんなこと俺には関係ない。俺の仕事は信しん仰こう心しんを取り戻させることと、山神を現げん界かいさせることだ。後のことは知らん。森を守るのは住民たちの仕事であって俺の仕事じゃない」

　信仰心を取り戻すとはそういうことだ。住民たちが、神が棲すまう袴こ子こ里り山やまを大切に思うのなら、河童追放運動を建けん設せつ工事反対運動に切きり換かえる努力をするべきだ。人じん永えいの分ではない。

　オモイカネは、しかし満足げに頷うなずいた。

「あなたを甘く見ていましたな。これは一本取られました。お詫わびと言ってはなんですが、品しな部べさんの頼たのみ事ごとを聞きましょう。私が提てい案あんするより利用された方が効こう率りつは良さそうですからな」

「……どんなことでも？」

「可か能のうな限かぎり努力いたしましょう」

「では、一つだけ相談があります。聞いてもらえますか？」

　人永が作戦の一いつ端たんを口にすると、オモイカネは「なるほど」と呟つぶやいた。

「それならば風の精せい霊れいに協力してもらいましょう。私から頼めば嫌いやとは言いませんから」

　よし。これで『カグツチさんゲットだぜ大作戦』はほぼ完かん璧ぺきに仕上がった。後は演えん者じやの腕うで次し第だいだ。

「んっふふふふふ。愉たのしくなってきたではないか、人永」

「ああ。おまえにも協力してもらうぞ」

「あい。任まかせるがよい」

　そこへ、ドアをノックする音が響ひびいた。「失礼します」という声とともにカグツチが部へ屋やの中に入ってくる。丁てい寧ねいに正せい座ざをし、つつ、と手を畳たたみの上に滑すべらせた。

「お食事の用意ができました。こちらに配はい膳ぜんいたしま、─────人永さんっ!?　まだ傷きずの手当をしていなかったんですか!?」

　奇き声せいを上げた。そう言えば、と人永は怪け我がをした箇か所しよを押おさえた。血はとっくに止まっていたが、思い出したことで傷口がズキズキと痛いたみ出だした。

　カグツチが慌あわてて走り寄り、人永の膝ひざの上にいたアマテラスを強引に押おし退のけた。

「すぐに手当致いたします。さあ、行きましょう」

「……おい、カグツチ、なんのつもりじゃ？」

　忌いま々いましげに奥おく歯ばを鳴らすアマテラスに憤ふん然ぜんと言い返す。

「貴女あなたは黙だまっていてください。人じん永えいさんはわたしを守って怪け我がをしたんです。手当をするのは当然です」

「わたしを守って、か。それを言いたいだけじゃろうが」

「事実ですから。怪我人を放ってはおけません！」

　人永の手を取って立ち上がり、アマテラスを確かつ固こたる面おも持もちで見下ろした。

「アマテラス様には別室をご用意しましたのでそちらに移い動どうしてください」

「そうか？　喧けん嘩かじゃな？　喧嘩を売っておるのじゃな？　よかろう！　そこまでして人永を独どく占せんしたいのであれば受けて立つぞ！　儂わしから人永を奪うばってみせるがよいわ！」

「っ、そういうことを言っているんじゃありません！　こ、恋人同士でもないのに同室で過ごすのは間ま違ちがっています！　当旅館では破は廉れん恥ちな行こう為いは慎つつしんでいただきます！」

「破廉恥とな？　んふふ、貴き様さまはいつの時代の頭をしておる。今さらじゃろうが。ヘッポコのときからすでにこの部へ屋やでともに過ごしておったのじゃ。同どう衾きんしたとてなんら問題はあるまいて」

「ど、ど、ど、同衾!?」

「ウブよのう。お子はさっさと寝ねるがよい。ああ、人永の怪我がどうとか言うておったのう。そんなもの舐なめておけばすぐに治なおるわ」

　これ見よがしに人永ににじり寄り、血ち糊のりのついた人永の頬ほおを舌したで舐めた。

「っ～～～～～～～～～～～～」

　人永は言いようもない甘かん美びな感かん触しよくに、カグツチは腹の底が煮にえくり返るほどの怒いかりに震ふるえた。

「んっふふふ。真ま似ねしてみるかぇ、カ、グ、ツ、チィ～？」

「うううーっ」

　中空に火花を散らす。二ふた柱はしらの女神が狭せまい客室で天地を裂さかんばかりの殺気を闘たたかわせ、真ん中に挟はさまれた人永は暑くもないのに汗あせが止まらない。

　傍ぼう観かんに徹てつしていたオモイカネは、口元だけを作り出して小こ粋いきに煙管きせるを吹かしていた。

　仲の良いことですな、とどうでもよさそうに呟つぶやいた。











　さてもさても恐おそろしい、いえ、頼たのもしい仲間を得て、いよいよ作戦決行の刻こく限げんを迎えまする。

　先に館やかたを出しゆつ立たつなさるは思オモイ兼カネ神様。風ふう神じん様を捜さがし訪たずねていずこへか向かいなさる。

　後より出でたるは天アマ照テラス様御一行。大おお舞ぶ台たいへいざ出しゆつ陣じんにございます。

　──と思いきや、疲ひ労ろうを残しては戦いくさにいかばかりか支し障しようを来きたすとの仰おおせにより、わたくし人永は二柱の女神様をお引き連れ申し上げて温おん泉せんに浸つかる運びに候そうろう。

　念願の混こん浴よくにございます。












　浴場は貸し切り状じよう態たいだった。が、いつ誰だれが入ってくるかもしれないので注意が必要である。

「あのぅ、アマテラス様？」

　恐おそる恐おそる口にすると、アマテラスは露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

「人じん永えいは畏かしこまるでない。そのように呼よばれるのは嫌じゃ」

「じゃあ、アマテラさん」

「……なんじゃそれは。そなたはヘッポコと呼ぶがよい。儂わしをヘッポコ呼ばわりしてよいのは人永だけじゃ。儂はそなたの虜とりこじゃぞ？　寵ちよう愛あいしてたもれ」

　コロコロと笑うアマテラスは人永の心しん境きようなどまるで斟しん酌しやくする気がないらしい。仕方がないので無理やりバスタオルを被かぶせた。

「頼たのむから、体を隠かくしてくれ！」

　むう、とアマテラスは不服そうに眉まゆを吊つり上あげた。

　ここは男湯であって混こん浴よく風ぶ呂ろではない。遅おそい時間で人がいないのをいいことに堂どう々どうと全ぜん裸らになったアマテラスが些いささか人永の理性に堪こたえる。

　目のやり場に困こまるどころの話ではない。男には感情とは切きり離はなされた野性が下半身に燻くすぶっていることを女は知らない。──いや、知っててからかっているのか。とにかく！　頼むから！　隠すところは隠せよちくしょう！　生殺しにされるのは最大の屈くつ辱じよくである。

　これ以上からかうと面めん倒どうだと判はん断だんしたのだろう、アマテラスは渋しぶ々しぶバスタオルを巻まいて露ろ天てん風呂に向かった。深い溜ため息いきが出る。人永と一いつ緒しよでなければ嫌じゃ、と駄だ々だを捏こねるアマテラスは正直可か愛わいかった。しかし、まさか押おし切きられようとは。人永が女湯に入るわけにもいかないので、結局アマテラスが男湯に乗り込むことになったのだ。他に利用客がいたらどうするつもりだったのか。

「素す肌はだを晒さらすのは人永にだけじゃ。他の男が見ようものなら目を潰つぶしても足りぬ。儂を穢けがすとはそういうことじゃからのう」

　風呂に入るのも命いのち懸がけかよ。男性客がやって来ないことをひたすら祈る人永だった。

　どこから持ち込んだのか、アマテラスの手には徳とつく利りと御お猪ちよ口こが握にぎられており、半身を湯に浸つけて一杯やり始める。どんな場所でも我が物顔。史上最悪の女王様に頭を悩なやませる。

「カグツチさんに怒おこられるぞ」

「あやつにそれほどの度ど胸きようがあるとは思えぬがな。人永が入浴しておるのじゃぞ？　この場に来ようはずもない」

　鼻で笑い、人永を艶なまめかしく見み据すえる。

「罪つみ作つくりな男じゃのう。カグツチはそなたを意い識しきしておるわ。よほど上う手まく口説いたと見える。じゃが、あまりにも滑こつ稽けいじゃ。見ていて笑いが止まらぬわ！」

　絶ぜつ対たいの自信がその双そう眸ほうには宿っていた。人じん永えいは儂わしの物じゃ、と大いに語っていた。人永は赤せき面めんするものの、視し線せんを逸そらした。嬉うれしい反面、でもこいつはヘッポコだしな、という諦てい観かんがせめぎ合う。それに、カグツチさんに意い識しきされている？　と、期待が僅わずかに膨ふくれ出だした。

「浮うわ気きは許ゆるさぬぞ？」

「ぐう……」

　見み透すかされてますます凹へこむ。──ああ、俺ってこういうタイプに弱いんだ。小こ町まちに出会ってからこっち、マゾ気質が開かい拓たくされていよいよ後あと戻もどりができない人永である。

「まあ、カグツチがこの場に来ようとも儂わしは構かまわぬがな。突つつけば鳴く鳥は愛めでるに限かぎる」

「誰だれが鳥ですかっ！」

　ほれ来た、とアマテラスは愉ゆ快かいそうに口元を歪ゆがめる。人永は良りよう識しき派はの登場に内心ホッとしつつ振ふり返かえると、口をあんぐりと開けた。

「……よもやな、そこまで負まけず嫌ぎらいであったかよ」

　アマテラスもカグツチの格かつ好こうを見て呆あきれ果はてる。カグツチはアマテラス同様バスタオルを巻いただけの全ぜん裸らだった。最後の砦とりでとばかりに必死に結び目を握にぎる姿すがたがいじらしい。
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　呆ぼう然ぜんとする人永の横に躊ちゆう躇ちよしながらも腰こしを下ろす。人永を挟はさんだ反対側のアマテラスには目もくれない。

「わ、わたしの目の黒いうちは破は廉れん恥ちなことはさせません。女神であるくせに男湯に忍しのび込こむなんてどういう神しん経けいしているんですか？」

「それ、そのまま貴き様さまに返そう。カグツチには覗のぞきの趣しゆ味みがあったのかぇ」

　可か哀わい想そうな物を見るかのように眉まゆを顰ひそめるアマテラス。客室での一戦に引き続いて、第二ラウンドの開始である。

「人じん永えいさん、お背せ中なかお流ししましょうか？」

　あくまでもアマテラスには目を合わせず、無む視しを決め込む。人永の陰かげから睨にらみつけるアマテラスは舌した打うちをした。だからさ、間に挟はさまれる俺の身にもなれと言うんだおまえたち。すごくいたたまれない。

「苦しゅうないぞ、人永。ほれ、儂の酒を呑のめぃ」

「今日は本当にお疲つかれ様さまでした。あ、わたしマッサージできますよ。肩かたをお揉もみしましょうか？」

「顔をこちらに向けよ。口くち移うつしにて極上の酒を味わうがよい」

「遠えん慮りよしないでください。どこでもお好きなところをお揉みしますから」

「おおっ」

　なんでしょう、この天国のような生いき地じ獄ごく。どちらを選んでも死にに行くような気がして恐おそろしい。

「カグツチよ、身の程ほどを弁わきまえよ。人永が困こまっておろうが」

「貴女あなたこそ下品にも程があります！　女神らしい貞てい淑しゆくを身につけてください！」

「ふん。偉えらそうに。少しばかり胸むねが大きいからといい気になりよって」

「むむむ胸は関係ありません!?」

　バチバチと火花が散る。人永はスーッと両者の間からすり抜ぬけて安全地帯に離り脱だつする。

「こりゃ、逃にげるでないわ」

「いい加か減げんにしろっ。これ以上俺を疲れさせるな」

　その言葉に目が醒さめたのか、カグツチは恥はずかしそうに俯うつむいた。アマテラスも、ふん、と鼻息を荒あらげてふて腐くされる。やれやれ。とりあえず休戦状じよう態たいになってくれたようだ。

「こんなことしている場合じゃないだろう、実じつ際さい」

「……はい。ごめんなさい」

　カグツチはますます萎い縮しゆくする。河童かつぱ騒そう動どうに決着がついていない状じよう況きようで浮うかれすぎたと反省する。

「そうですよね。河童たちは今も人間と和わ解かいするために奔ほん走そうしているはずなんですよね。わたし、恥はずかしいです」

「いや、そこまで落ち込まなくても」

「うむ。阿あ呆ほうの極みじゃのう。此こ度たびの一いつ件けんは貴様の願いから始まったのじゃ。他ひ人と事ごとのように語るとは何様じゃ？」

　おいおい。そこまで言わなくても。反はん駁ばくできないカグツチは悔くやしそうに目に涙なみだを溜ためていた。

「わたしは無力です。こんなことになっても何もできないなんて。そればかりか、霊れい脈みやくを復活させるために人じん永えいさんに無理を言って。自分のことしか考えていないなんて。最低です」

　だから少しでも人永のためになろうとしたのか。結局は空回りしているだけで、カグツチとしては申もうし訳わけが立たないのだ。

「河童かつぱたちの気持ちは痛いたいほどわかります。けれど、人間の皆みなさんの気持ちもわかるんです。子供を事じ故こで失い、河童を追放しなければ救すくわれないなんてあんまりです。人永さん、勝手を承しよう知ちでお願いします。どうか、助けてください。河童たちも子供を亡なくされたお母様方も。そして、わたしも」

　言葉がない。それらすべてをカグツチが背せ負おう必要はない。けれど、この神様は他人の痛みまで共感してしまう程ほどのお人好しで、優やさしい神様なのだ。

　今さら投げ出すつもりはないが、この懇こん願がんに応こたえたいと人永は思った。

　そのとき、アマテラスの口から冷れい酷こくな笑いが漏もれた。

「んっふふふふふふ。貴き様さまが母の悲しみを語るとはのう。母殺しがようほざいたわっ」

　瞬しゆん間かん、カグツチの目から理性の色が消え、アマテラスを眺ながめる。

「今、なんと？」

「聞こえなかったのかよ？　ならばもう一度言うてやる。貴様は遥はるか古いにしえに実の母を焼き殺した罪つみ深ぶかき神じゃとな！」

　空気が凍こおった。痛いたましいまでに張はり詰つめた緊きん張ちようがすべての音を掻かき消けした。それまでに見たアマテラスとカグツチの喧けん嘩かの比ではない。渦うず巻まくのは殺意である。

「母殺し？」

　知らず、人永は口にしていた。温和なカグツチからはあまりにもかけ離はなれた単語。

「んふふ。人永は知らぬようじゃな。よいわ、教えてやる。そこのカグツチの正体はな、なんと───」

「やめなさい。それ以上口にすればただでは済すみませんよ」

　アマテラスを射い抜ぬく眼がん光こうはそれだけで息の根を止めるかのように鋭するどく、傍かたわらにいる人永でさえも戦せん慄りつを覚えた。しかし、アマテラスは無む視しして語り続ける。

「カグツチは自らの手で母を殺した。焼き殺したのじゃ。それも無む意い識しきのうちに。なんとも恐おそろしい話よ」

「ヤメロッ！」

　狼ろう狽ばいするガグツチを、アマテラスは高らかに笑った。

「んっふふふふ！　その身は呪のろわれし穢けがれでできておる。それさえも忘わすれて愛ばかりを説くとは大たい層そうな偽ぎ善ぜんよの。黄よ泉み路じで母が泣いておるわ」

「────ッ、アアァ!?」

　瞬しゆん間かん、温おん泉せんがカグツチを中心にぐつぐつと煮にえたぎる。「熱ぃ!?」と、人じん永えいは堪たまらず湯船から飛び出した。

「ほほう。良い湯ゆ加か減げんじゃ。やればできる」

　苦しゅうない、となおも嘲あざけるようにカグツチを見み遣やる。カグツチは身に纏まとったバスタオルをも焼いて炎ほのおを纏い始めた。

　アマテラスはつまらなそうに吐はき捨すてた。

「その火は怒いかりか？　誤ご魔ま化かしの利きかぬ羞しゆう恥ちからか？　救すくいようのない阿あ呆ほうよのう。母殺し？　結けつ構こうではないか。貴き様さまの神性はそこが起き源げんじゃろうが。恥はずべきことではない。迦カ具グ土ツチの名を被かぶるのならばその非ひ業ごうを受け入れよ」

　それは最古の神話。

　火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミ───母・伊イ邪ザ那ナ美ミノ神カミより生まれし折、イザナミの腹を焼いて死に至いたらしめる。神をも殺す火か焔えんは神性にして非道、迦具土を火の神たらしめる光であった。それが故ゆえに父に殺される宿命にあったというは非業と呼よべた。

　アマテラスの言葉がカグツチの闇やみを突つき刺さした。もはや現げん界かいするカグツチではなく、神話に生きる火之迦具土神という現げん象しようを引き起こす。

　灼しやく熱ねつの炎が浴場を四方に走る。天てん井じようから滴したたる湯気が一いつ瞬しゆんのうちに蒸じよう発はつし、急きゆう上じよう昇しようした温度が人永の喉のどを焼く。光宿らぬ双そう眸ぼうにカグツチの意い識しきは見られなかった。そこにあるのは炎を生み出すだけの機械人形だ。ただ真っ直ぐにアマテラスに殺意を向けている。

『─────』

　カグツチの口からはこの世のものとは思えない言の葉が紡つむがれる。神かみ代よの言語だろうか、しかしアマテラスは「何を言っておるのかわからぬ」と切り捨てた。

「霊れい脈みやくがなんじゃと言うておったが、そのようなもの貴様には必要なかろうが。火は貴様を守りこそすれ貶おとしめるものではない。裡うちに秘ひめし炎ほのおでこの世を焼やき尽つくせ。その覚かく悟ごすらないのであらば神など辞やめてしまうがよいわ！　貴様を見ていると苛いら々いらする！」

　そもそも神代より伝えられる神々は、その神性が語られる限かぎり霊れい力りよくが尽きることはない。霊脈の有無に左右されるほど脆ぜい弱じやくな概がい念ねんではなかった。

　アマテラスはこの町に到とう着ちやくしたときから気づいていた。己おのれの力を恐おそれる余あまり他た力りき本ほん願がんするカグツチが煩わずらわしかったのだ。

『────、……………お願い、………逃にげてっ……抑おさえきれないっ』

　一いつ瞬しゆんだけ、我を取とり戻もどしたカグツチの目が人永を捉とらえた。逃げろ、と。御ぎよしきれず暴ぼう走そうする炎を闇やみ雲くもに撒まき散ちらしながら、この姿すがたを見ないでほしいと懇こん願がんする。

　思わずカグツチに走り寄ろうとする人永をアマテラスがそっと手で制した。「任まかせておけ」と小さな声で告げた。

　湯船から出て、手で一ひと振ふり虚こ空くうを扇あおぐと空中から白く輝かがやく羽は衣ごろもが現れ、アマテラスの体を包み込む。生きているかのようにゆらゆらと蠢うごめく羽衣を撫なでつけた。

「良い子じゃ。久方ぶりの出番じゃぞ。存ぞん分ぶんに翔かけるがよい」

　カグツチの炎ほのおをいなしながら、アマテラスは宙に浮ういた。なおも、カグツチにトドメを刺ささんと鼻で笑う。

「んふふ。よいぞ。ようやく身の程ほどを知ったようじゃのう。それでこそ迦カ具グ土ツチじゃ。気に入らぬものは肉親であろうと焼やき尽つくせ！　どうせ貴き様さまにはそれがお似に合あいよ！」

『─────おのれっ！　天アマ照テラスっ！』

　大気が爆ばく発はつした。アマテラスの羽衣に守られた人じん永えいであるが、爆ばく風ふうに煽あおられ爆ばく鳴めい轟とどろく中であっては生きた心地がしなかった。アマテラスはまるで遊園地のアトラクションに喜ぶ子供の如ごとくはしゃぎ、カグツチに向かってあっかんべーと舌したを出す。

「お、おい、アマテラさん!?　挑ちよう発はつしすぎだ！」

「アマテラさん呼よぶでない。痒かゆくて嫌いやじゃ。ヘッポコと呼ぶがよい。人永が付けた名じゃぞ？　そなたが言うてくれぬと儂わしは寂さびしい」

「んなこと言ってる場合じゃねえ！」

　炎が勢いきおいを増ます。カグツチの体が炎に取り込まれる。踊おどる炎の触しよく手しゆはまるで龍りゆうの爪つめ。いや、炎そのものが龍の化身となってとぐろを巻まいた。

「これがカグツチの真まことの姿すがたじゃ。可か愛わい子こぶりよって。今の貴様の方がよっぽどらしいわ」

　炎の触手が人永の頭を掠かすめる。焦こげたっ!?　今、ジュッて言った！　髪かみの毛燃えてんじゃん俺!?　慌あわてふためく人永を、さすがのアマテラスも「やかましい！」と怒ど鳴なりつける。

「逃にげるぞ、人永。儂が引きつける故ゆえ、そなたはすべきことをせい」

「す、すべきことって？」

「あの阿あ呆ほうは我を失っておる。人間であっても見み境さかいなく燃やし尽くすぞ。皆みなを避ひ難なんさせた方がよいのではないか？」

　アマテラスはそう言って笑い、絶ぜつ対たいの信しん頼らいを人永に寄せた。

「任まかせたぞぇ。あやつの炎から皆を救すくうのじゃ」

「……ヘッポコ」

「儂のことなら心配するでない。また生きて逢あおうぞ」

　そう言い残し、アマテラスは追走するカグツチの炎をいなしながら空を飛んでいく。人永はその姿を目に焼きつけて脱だつ衣い所じよに駆かけ出だした。

　心に懐いだいた言葉を最後まで口にすることができなかった。

　──おまえがカグツチさんをキレさせたくせに。

　いつの間にかカグツチが悪役に仕立て上げられていた。諸しよ悪あくの根こん源げんが正義の味方を気取るとは呆あきれを通り越して悲しくなる。

　──ああ。あれがこの世の最高神か。

　世も末だと嘆なげきつつ、人じん永えいは夜の町へと駆かけていく。











　あな恐おそろしや。

　大変な事じ態たいに見み舞まわれ申した。炎えん龍りゆうと化した火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミ様が夜の闇やみに一ひと筋すじの炎えん獄ごくを走らせなさる。降ふり注そそぐ不知火しらぬいは不吉の兆きざし。那な雲ぐも郷きようはたちまち空に光る神の裁さばきに襲おそわれるのでございます。

　これぞ一大事とばかりに走りますれば、なんだなんだと首を振ふる町まち衆しゆう集たかる集会場に着き候そうろう。何事か、との問いに答えますれば、町衆皆みなおののき震ふるえるばかりなり。

　さしもの人永、万事休すか───。












　そこは老舗しにせ旅館のロビーだった。町内会の会合が終わった矢先の出来事だったらしい。

　会長やそこに集まった役員たちは夜空の光景に愕がく然ぜんとし、町に降りかかる火の粉こに恐きよう怖ふした。

「し、消しよう防ぼうに連れん絡らくをっ!?」

　誰だれかが叫さけんだ。全員がハッと我に返り、受付にいた従じゆう業ぎよう員いんに電話をかけろと指示を飛ばす。

　考えることは皆同じだった。この会合に出席していない町内に住む誰かがすでに連絡を入れていたのだろう、消防車のサイレンが町のあちこちから響ひびき渡わたる。

　夜や気きを裂さく炎の帯が冬の寒空を炎えん天てんの下に塗ぬり替かえる。じわりと噴ふき出でる汗あせは何も熱気に当てられてのものだけではない。それが終末を物語る神の雷いかずちであると誰もが疑わなかった。炎えん龍りゆうの神こう々ごうしさは見る者を魅み了りようする一方で、絶ぜつ対たい的てきな畏い怖ふを心に植うえつけた。

　神の怒いかりだ、と。会長は腰こしを抜ぬかして呟つぶやいた。

　恐おそれていなかったわけではないのだ。河童かつぱを追い出そうとする運動団体の過か激げきな行こう為いは必ずや神々の逆げき鱗りんに触ふれる。なんとか沈ちん静せい化かを図りたかった町内会は、しかし手をこまねいているだけで何もしなかった。袴こ子こ里り山やまが金かね儲もうけのために崩くずされるのをただ黙だまって見ているほかなかった。情なさけなく思ったことは一度や二度ではない。だが、どうすることもできなかったのだ。

　神が裁さばくというのならば受け入れるしかない。

　我々は驕おごりすぎた。身みの程ほどを弁わきまえず、神を崇あがめぬ人間には罰ばつを下すが道理である。

　あの火は人間の手では消すことができないだろう。会長は観念したように目を瞑つぶるのだった。

「ばっかやろうっ！　何グズグズしてるんだあんたたちはっ!?」

　玄げん関かん口ぐちから駆けてくる青年に顔を向けた。

「あんたは、品しな部べさん？　どうしてこんなところに、」

　おるのですか？　と続く言葉が不意に止まる。人じん永えいが会長に掴つかみかかったのだ。周囲にいた役員たちがぎょっとする。

「何悠ゆう長ちように構かまえてんだ!?　死にたいのか!?」

「おい！　会長に何をする！」

「うるせえ！　俺のことよりアレをなんとかするのが先だろうが！　寝ね惚ぼけてんじゃねえ！」

　人永が指差す空には依い然ぜんとして神しん火かが輝かがやきを放つ。会長は投げやりに「あんたに何がわかる」と呟つぶやいた。

「余よ所そもんは口を出すもんじゃない」

「そうだ！　鎮ちん守じゆの森を壊こわそうとする奴やつが言うな！」

　人永を政府の回し者と思い込んでいるのだ。彼らからすれば敵に塩を送る真ま似ねをしているように見えるのだろう。苛いら立だたしげに歯を噛かんだ。

「初めに言ったはずだ。俺は人間と神様が共生できる町作りを推すい進しんしている。俺をどう思おうが勝手だけどな、俺は自分の信念を貫つらぬく。あんたたちみたいに文もん句くばかりで何もしない人間にはならない。──手の空いてる奴やつを片かたっ端ぱしから掻かき集あつめろ！　家か屋おくにありったけの水を撒まけ！　とりあえず火か災さいを防ふせぐことを考えるんだ！」

「そんなことをしても無む駄だだ」

　会長の胸むだぐらを掴んで引き寄せる。睨にらみを利きかせて静かに告げた。

「教えてやるよ。あの空を飛ぶ龍りゆうはカグツチさんだ。カグツチさんは袴こ子こ里り山やまの神様でもある。河童かつぱたちのことで気を揉もんでいたことは知っているだろう。山の怒いかりはカグツチさんの怒りでもあるんだ。あの優やさしかったカグツチさんが山を守るために必死に闘たたかっているんだよ。日ひ和よってんじゃねえ！　原げん因いんがわかってんだったらどうにかしろ！　あんたはこの町を見捨てる気かよっ!?」

　会長の目に僅わずかに光が灯り出す。この町で生まれこの町で生きてきた老人の胸むねに郷きよう土どへの愛が溢あふれ出だす。

「河童たちに謝しや罪ざいしろ。追放運動を起こしている奴やつらに頭を下げさせるんだ。そうすりゃ少なくともカグツチさんの心には届とどくはずだ。信しん仰こう心しんは想えば神様に伝わるんだぜ」

　突つき放はなす。そのまま踵きびすを返すと玄げん関かんを出て行った。

　残された住民たちは一歩も動けず、何もしてこなかった自分たちをひたすら悔くやんだ。

「品部さんの言う通りにしましょう。このままでは火事が起きる危き険けんもある。若いもんをできるだけ集めなさい」

　会長の言葉に役員たちは一いつ斉せいに動き始めた。

　会長は堅かたく目を閉じた。婦人会を説得できるとは思えない。しかし、今やらなければならないことは限かぎられているのだ。会長は確かつ固こたる決意を心に宿し、運動団体に説得を試みる。

　この町を守りたい。

　それだけはすべての町民の胸むねにあるはずだから。

　きっと、届とどく。




　その一いつ報ぽうを聞きつけて、婦人会会長兼けん河童かつぱ追放運動団体責せき任にん者しやである田た富どみ静しず子こは集会場へと車を走らせた。団体幹かん部ぶたちに連れん絡らくを回して町内会会長からの言伝を簡かん単たんに伝えた。電話の向こうからは激げつ昂こうした声が響ひびいたが、それは静子の心しん境きようも代だい弁べんしていた。

　──河童に謝しや罪ざいする？　何を？

　先に子供たちの命を奪うばったのは奴らだ。その報むくいで起こした追放運動に、今度はカグツチを使っての報ほう復ふくか。復ふく讐しゆうの連れん鎖さは止まらないと言うが、どちらか一方が折れたときその連鎖は止まる。連鎖を断たち切きるのは我々であり、謝罪すべきは河童なのだ。

　そして、自分は間ま違ちがっていないという自信がある。悪が河童で正義が私たちだ。それをどうして覆くつがえせるというのだ。神だから、妖よう怪かいだから人の命を奪ってもよいと言うつもりか。思い上がるのもいい加か減げんにしろ。おまえたちなど所しよ詮せん人間がいなければ存そん在ざいする意義すらないのに。

　心を暗く塗ぬり潰つぶすのは、何も河童への憎ぞう悪おだけではない。

　騒そう動どう自体を政争の具に利用しようとする一部権けん力りよく者しやへの不満もある。「河童のいない町づくり」というキャッチで人気取りを図ろうとする輩やからには吐はき気けがする。私たちはただ子供の安全だけを考えて運動を起こしているのだ。他人が我が物顔で正義を吹ふい聴ちようするなどあまりの浅ましさに殺意すら覚えた。

　果ては袴こ子こ里り山やまの森を切り開くという計画さえ持ち上がる始末。子供たちが自然の中で河童の脅きよう威いに晒さらされることなく自由に遊べることを目指していたのに、それでは本ほん末まつ転てん倒とうではないか。

　政治家である夫はそれが世の習わしだと嘯うそぶくだけで傍ぼう観かんしていた。男親はこれだから駄だ目めなのだ。子を失った悲しみは母親にしかわからない。河童への復讐心が愛情の深さを測はかるバロメーターだ。そこへいくと、夫の息子への愛情は薄うすっぺらなものであったと痛つう感かんする。

　苦労があった。息子の死を悼いたんで涙なみだを流さない日はなかった。ときに強い風当たりに晒さらされることもあった。それでも、ここまでやってきたのだ。あともう一歩というところまで来て、こんなことですべてを引ひっ繰くり返かえすなどできようはずもない。

　空が爆ばく発はつした。静子は悲鳴を上げてハンドルにしがみつく。爆ばく風ふうが車体を煽あおり、とてつもない熱気が車内の温度を引き上げる。

　フロントガラスから見上げた夜空が赤々と燃えていた。空が割れ、亀き裂れつから噴ふき出す炎ほのおの渦うずはまるで雲間に走る稲いな光びかりだ。こんなにも地上近く見える地じ獄ごく絵え図ずに、龍りゆうの咆ほう吼こうの如ごとく空気を焦こがす轟ごう音おんに身を竦すくませる。あれが迦カ具グ土ツチの光か。屈くつしないと誓ちかった心を揺ゆさぶってくる。ガチガチに震ふるえる指先に力を込めて、それでも車を走らせ続けた。

　角を曲がり、集会場の屋根が見えたとき、静しず子こは息を呑のんだ。

　集会場とされてきた地ち域いきの公民館から火が出ていた。まだ外がい壁へきを燃やす程てい度どですぐに消火できる範はん囲いではあったが、これは氷山の一角に過ぎず、出火する建物はこの後も続出するはずだ。

　町そのものを人質にして謝しや罪ざいを迫せまる狡こう猾かつさ。

　町民たちの現在を取るか、子供たちの未来を取るか。

　──悔くやしい。これが神のやり方か。ならば神などいらない。人々を惑まどわすだけの神などこちらから願い下げだ。

　集会場がすぐそこまで迫せまったとき、公道を塞ふさぐようにして男性が立っていた。見知った顔である。二年目の水すい難なん事じ故こで亡なくなった子供の父親だ。

「田た富どみさん！　良かった！　無事でしたか！」

　ドアガラスから顔を覗のぞかせると、男性は困こん惑わく気ぎ味みに言った。

「すぐに来てください！　もうどうしていいかわからなくて」

　火か災さいで取とり乱みだしているにしては違い和わ感かんがあった。災さい害がい時じにおいて女手よりも男手の方が役に立つ。いくら団体の責せき任にん者しやと言えどこんなときまで指し揮きを仰あおがれても困こまる。静子は爆ばく音おんに負けじと声を張はり上あげた。

「どうしたの!?　何事なの!?」

　車をその場に停とめ、男性の後について駆かけ出だす。公民館の敷しき地ちに入った辺りで事じ態たいが飲み込めた。

　河童かつぱが公民館を囲んでいたのだ。

「なっ────」

　河童が燃え広がる炎ほのおに水をかけていた。水みず掻かきを有したその両手を炎に向けて、どういう原理か鉄てつ砲ぽうのように水を噴ふん射しやしている。

　──火を消そうとしている？　どうして？

　愕がく然ぜんとした面おも持もちでその光景を眺ながめた。傍かたわらについた男性が事実を淡たん々たんと述のべる。

「カグツチ様の火で出火した家も河童たちが消してくれたそうです。町のあちこちで同じことが起こっています。河童がカグツチ様の炎から私たちを守ってくれているんです」

「……何よ、それ」

　あなたたちが起こしたことじゃないの？　カグツチの怒いかりは山の怒り。ならば、河童たちの怒りでもあるはずなのに。

　どうしてその怒りの炎を消そうとするのか。

　唇くちびるを噛かみ締しめる。唐とう突とつに怒りが湧わいてきた。

　こんなことで恩おんを着せようとでも言うのか。そのための筋すじ書がきであったとしたら、なんと幼よう稚ちで神しん経けいを逆さか撫なでする行こう為いだろうか。

「やめなさい！　あなた方の助けはいりません！」

　ヒステリックにそう叫さけぶと、何匹かの河童かつぱがつまらなそうに振ふり返かえった。静しず子こを確かく認にんすると無む視しするように消火に集中する。邪じや魔まだと言わんばかりの態たい度どに静子の感情が高ぶった。

「やめろと言うのが聞こえないのっ!?　どうせあんたたちが起こした火事なんでしょう!?」

　今にも殴なぐりかかろうとする静子を男性が慌あわてて取とり押おさえた。そのとき、

「やめろよ。みっともない。オイラたちは争う気はないんだ」

　フードを目ま深ぶかに被かぶった子供がいつの間にか静子の傍かたわらにいた。違ちがう。人間の子供のように見えたが、フードの奥おくに光る双そう眸ぼうは河童のそれと酷こく似じした。

「あ、あなた……っ!?」

「黙だまって見てろ。カグツチの火は結けつ構こうしぶといんだ。邪魔するなら追い出すぞ」

　フードを被った河童は静子を守るように炎の前に進み出る。

「危あぶないから離はなれてろよ」

　ぶっきらぼうなその口調に、静子は何も言い返せなかった。




　一方、町内会会長の号令で連れん携けいを取る青年団はバケツリレーで火か災えんを食い止めていた。

「おおい、河童さん！　こっちにも頼たのむ！」

「すぐに行くっ！　待っとれ！」

　河童たちの一いつ斉せい放ほう射しやを援えん護ごする形で河童の頭上の皿さらに水を被かぶせる。人間と河童の連携であった。出火した家か屋おくを次々と消火していく。

　突とつ如じよ現れた河童の集団に当初戸と惑まどいを感じていたが、河童の熱意に押おされ、青年団の男たちはひとまず火の手を食い止めようと河童と協力を結んだ。消火活動は河童に任まかせ、青年団は町の人々を避ひ難なんさせる。炎の赤に彩いろどられた町の中において敵てきも味方もなかったのだ。

　すべての町民が見ていた。河童と人間が助け合うその光景を。

　心の底で望んでいた光景だ。会長の目に映るのは二十三年前のあの光景。現げん界かいした河童を町民が総出で迎え入れたあのときを思い出す。

「おい、じいさん。あんたは危ないから公園にでも避ひ難なんしておれ」

　会長は河童に誘ゆう導どうされながら、口元を寂さびしげに歪ゆがめた。

「身の危き険けんに晒さらされなければ団結できない人間を、河童様たちは笑いますかな？」

　その河童は、ふん、と鼻であしらった。

「お互たがい様さまじゃ。こうでもならねば儂わしらも手助けなどせん」

　それはどういう意味か。会長が訝いぶかしげに河童を見つめると、河童は困こまったように笑う。

「腐くさっておったのは儂らも同じじゃ。お人好しの人間が頭を下げるから仕方なしにしておる。それに、───この町に生きておるのはおまえたちだけじゃない。儂らだって、故こ郷きようは大事なのじゃから」

「─────」

　言葉を失う。どうしてそこに思おもい至いたらなかったのか。会長の齢よわいなどとうに超ちよう越えつしている神々がこの土地を愛していないはずがなかったのだ。

「ま、この惨さん事じもすぐに収おさまるじゃろう。あのお人好しが森に辿たどり着つく頃ころ合あいじゃ」

　河童かつぱの呆あきれた呟つぶやきに、会長は小首を傾かしげるばかりだった。







　バリケードを乗り越えて鎮ちん守じゆの森に入る。

　暗い闇やみに閉ざされた森は、空を燃やすカグツチの火によって赤々と照らし出されていた。まるで人じん永えいのために用意された照明のようである。

　そこから町を見下ろすと、そこかしこから上がっていた火の手が次々と消されていくのがわかる。河童たちは約束を守ってくれたのだ。最後の締しめは人永の手に委ゆだねられている。

「来たか。待ちくたびれたぞ」

「？」

　獣けもの道みちの先に十二、三歳くらいの女の子が立っていた。身に纏まとう柿かき色いろの着物に見覚えがあったが、こんなちびっ子に興きよう味みの無い人永にはそれが何を意味するか想そう像ぞうもつかない。

　無む視しして通り過ぎようとする人永に女の子は声を上げた。

「こりゃ。まだ気づかぬのか。儂わしじゃ。アマテラスじゃ」

「なにぃ!?」

　ふんぞり返る女の子を眺ながめて人永は言葉を失った。確たしかにその少女はアマテラスの面おも影かげを残してはいるが、あまりにも身体つきが違ちがいすぎる。

「霊れい力りよくを消しよう費ひしたからのう。一時的にじゃが、体が縮ちぢんでしもうたわ。……何をがっかりしておる？」

「……こんなに小さくなりやがって」

「……どこを見て言うておるのじゃ」

　アマテラスの胸むねを見つめてさめざめと泣く。さすがに呆あきれて物も言えない。

　人永は残念そうに、本当に残念そうにこの現実を受け止めて、気を取り直してアマテラスと並ならんで歩き出す。

「さっきの服はどうしたんだ？」

「あい。カグツチの阿あ呆ほうに焼かれてしもうたわ。あのたわけ、加か減げんというものを知らん。よほど儂が憎にくかったのじゃろう」

　愉たのしげに笑う。空の上でどういうやり取りが交わされたか知らないが、炎ほのおを弾はじく羽は衣ごろもが焼かれるほどの怒いかりを買ったらしい。羽衣を纏まとっていたアマテラスは天女の如ごとく神こう々ごうしかったので、少しだけ残念に思う。

「挑ちよう発はつしすぎなんだよ」

「んふふ。儂わしは愉たのしかったぞ。あやつの道化ぶりは見ていて愉ゆ快かいじゃ。ほれ、見てみよ。あやつ、儂を見失って右う往おう左さ往おうしておる。んふふふは、馬鹿丸出しじゃ！」

　挙あげ句くに指を差して笑い転げる。「もうやめてやれ」とアマテラスの背せ中なかを押おした。

「首しゆ尾び良よく来ているんだ。詰つめをしくじるわけにはいかないだろう」

「安心せぃ。オモイカネが風ふう神じんを掴つかまえたようじゃぞ。言こと霊だまを運ばせるなら風かぜの精せいが打ってつけじゃ。風の伝という言葉もあるじゃろう。噂うわさはいつとも知れぬ間に耳に入る。誰だれに聞いたかも知らぬ話を世間に広める力を持っておる。そなたは何を伝えようとしておるのじゃ？」

「残念ながら俺の言葉じゃない。その点はオモイカネのおっさんにきちんと説明してある。俺の仕事はこれで最後だ」

「協力を惜おしまぬ。派は手でにやれぃ」

　と言いつつ、ヘッポコのときの癖くせからか背中に抱だきついてくる。人じん永えいは溜ため息いきを一つ。せめて大人バージョンで出てきて欲しかった。平らな胸では感かん触しよくの一つも楽しめない。

「そなた、今、がっかりしておるな？」

「よくわかったな」

「……………ふむ。なるほど」

　何を納なつ得とくしたのか知らないが、構かまうだけ面めん倒どうだと割り切って、小さなアマテラスを引ひき摺ずって先に進んだ。

　雑ぞう木き林ばやしを抜ぬけ、河童かつぱの住すみ処かである渓けい流りゆうに辿たどり着つく。上流に向けて歩き出す。

「カグツチさんの話だと、この河原の先に馬鹿でかい岩があるらしいけど」

「ふむ。アレのことかのう？」

　よほど視し力りよくが良いのかアマテラスが先に見つけ出した。暗くら闇やみに目を凝こらせば、大きな岩の影かげがずっと先に見えた。

　近づくにつれその大きさに息を呑のむ。渓谷が作り出される際さいに崖がけから切きり離はなされたものだろう。その一枚岩は人永の身長ほどの高さがあり、横に十メートル以上と広い。アマテラスは宙に浮うき、岩の上に視し線せんを投げてお目当てのものを探さがす。

「いるか？」

　その問いかけに、アマテラスは呆あきれたように呟つぶいた。

「おるぞ。岩の上で寝ねておるわ。こやつが山やま神がみじゃろうな」

　岩によじ登り、しかし山神の姿すがたはどこにも見当たらない。未だ雲くも隠がくれしたままの山神は人間の目には見えないのだ。アマテラスが「そこじゃ」と指差した場所まで進んでひれ伏ふした。

　厳おごそかに、よく響ひびく声で告げる。

「山神様、お出ましください！　品しな部べ人永参さん上じよう仕つかまつりました！」

　すると、うっすらと虚こ空くうに影かげが浮かび上がる。現れたその姿は白はく髪はつの老人で、退たい屈くつそうに寝そべっていた。「あん？」と寝ね惚ぼけ眼まなこで人永を見み遣やる。

「おお、おお。ようやく来たか。待っておったぞ。道に迷まよっておったのか？　にしては待たせすぎじゃろ？　一体何日ここに居おったと思うておる」

　窘たしなめるその口調にカチンと来る。テメエ、下げ界かいで何が起こっていたのか知らないのか。

「んあ？　そう言えば河童かつぱどもの姿すがたが見えぬな？　皆みなはどうしたんじゃ？」

　知らないらしい。こいつに振ふり回まわされていたのかと思うと悲しくなってくる。

「ほれ。さっさとこの阿あ呆ほうを現げん界かいさせよ。あとで儂わしが叱しかっておく故ゆえ」

「のおあ!?　あ、あ、天アマ照テラス様でございますか!?　某それがし、気づきませんでご無礼をっ！」

「よい。今はこの者の言に耳を傾かたむけよ」

　顎あごでしゃくり、山やま神がみが「ああ、で、何じゃ？」と緊きん張ちよう感かんの欠片かけらも見せずに人じん永えいに問う。なんだかすっごく馬鹿馬鹿しくなってきた。

　だが、相手は一いち応おう山の神だ。無礼を働くわけにもいかず、人永は丁てい寧ねいに頭下げた。

「山神様！　現界を果たし、なにとぞ我ら人間に恩おん恵けいをお授さずけくださいませ！」

「オッケー」

「かるっ!?」

　山神の体が光ひかり輝かがやく。人永はその光に思わず目を瞑つぶる。温かい、山の鼓こ動どうを直じかに感じた。

　ここに山神は現界した。袴こ子こ里り山やまに降こう臨りんし、閉じられた霊れい脈みやくは解かい放ほうされ大地に息吹を吹き込んだ。

　袴子里山が輝き始めた。







「───」

　山の輝きに息を呑のむ。すべての町民が袴子里山を見上げていた。

　青白い柔やわらかな光が山を包み込む。キラキラと溢あふれる光線はカグツチの炎ほのおと溶とけ合あって夜空の黒を取とり戻もどし、地上を焦こがす火か焔えんを鎮しずめた。地面に鳴動する霊脈の一ひと筋すじが袴子里山を中心に蜘く蛛もの巣す状じように町を覆おおう。夜空に対面する地表が青き大たい輪りんを咲かせるのだった。

　──袴子里山の光は神の賑にぎわい。

　二十三年前、国中の神々が一いつ斉せい現げん界かいを果たしたあの日、御お山やまは同様の光を放って神しん格かくを示したのだ。この地が神に愛されていることの証あかしとして。

　森が瑞みず々みずしいまでに輝いている。息吹いぶきを聞いた。温ぬくもりを感じた。生かし生かされるこの世の理を体現する。

「どうしてこの森を切り開くことができようか……っ」

　町内会会長が涙なみだながらに漏もらしたその一言が、瞬またたく間に町民たちの耳に届とどいた。風が言こと霊だまを運んだのだ。風が運んだ言霊はそれだけに留とどまらず、人々が呟つぶやく感かん嘆たんの声を余あまさず伝えていく。言葉が町民の心に染しみ込こんでいく。

　町が産うぶ声ごえを上げるかのように。人々の心が共きよう振しんする。

　御お山やまが光ひかり輝かがやくとき、奇き跡せきは起こるのだ。

　夜空を旋せん回かいする炎えん龍りゆうはもはや見る影かげもない。揺ゆらめく火の玉となって地上へと降おり立たつ。炎ほのおを纏まとう女神は山の光を受けて、柔やわらかく微ほほ笑えんだ。

「ありがとうございます。人じん永えいさん」

　言こと霊だまが風に乗って飛んでいく。

　静しず子こもまた二十三年前の年若き乙女であった自分を思い出す。神に愛されたこの町に生まれ育ったことを誇ほこりに思った。子を宿し、幸福を授さずけてくださったことに感かん謝しやした。袴こ子こ里り山やまを望み過ごした人生が瞬またたく間に駆かけていく。

　裏うら切ぎられたと感じたのは自分勝手な思い込みだったのか。

　息子の命を神に奪うばわれたと信じて疑わなかった。それが勘かん違ちがいであったとしたら。

　それでも、と。静子の胸むねに燻くすぶる憎ぞう悪おを取とり除のぞくことは難むずかしかった。

　ならば、神の奇跡で息子を返してくれ。神がこの地に棲すまうのならば、半年前のあの夏に時間を巻まき戻もどしてくれ。

　御山に目を奪われながらも、視し界かいの片かた隅すみではぞろぞろと立ち去っていく河童かつぱたちを捉とらえていた。今は何も言えない。どんな文もん句くも思いつかない。ただ黙だまって見送るしかなかった。

　しかし、

「ここにいると風か邪ぜひくぞ。さっさと家に帰れ」

　フードを被かぶった河童がそう声をかけてきた。視し線せんを向けると、河童はふて腐くされるようにこう言った。

「さよなら。───かあさん」

「───」

　フードの河童はそのまま二度と振ふり返かえらなかった。

　そのジャンパーに見覚えがあった。けれど、確かく証しようはない。無くしたとばかり思っていたその服をどうして河童が着ているのか考えが及およばない。

　静子は立たち尽つくすことしかできなかった。











　袴子里山の光は神の賑にぎわい、とは字の如ごとし。

　神々の慈いつくしみが町をお救すくいなさったのでございます。

　わたくし人じん永えい、この場に立ち会えたこと恐きよう悦えつ至し極ごくに存ぞんじます。

　火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミ様のお怒いかりが河童様と人間の確かく執しつを断たち切きりなさり、山やま神がみ様の祝しゆく福ふくが双そう方ほうの手を結ばせなさったのでございます。なんと素す晴ばらしきことかな。

　かくして、河童かつぱの古い伝えに新たな風説が刻きざまれ申した。

　鱗りん太た郎ろう殿どのがひた隠かくしになさっていたこととはかようのことでござります。すなわち、河童は水の事じ故こで命を落とした子供の生まれ変わりにあり。町を度たび々たび訪おとずれなさるは故こ郷きようを懐なつかしむ人情故ゆえの過ぎたる衝しよう動どう。逢あうこと適かなわずとも、遠くより親の姿すがたを一目見んと思おぼすことの切なさよ。ああ無む情じよう、とわたくし涙なみだが止まりませぬ。

　亡なき子供の魂たましいを追い出さんとする親がどこにおりましょうか。翌よく日じつ、河童追放運動に解かい散さんの命が下されたのは言うまでもござりません。

　新説・袴こ子こ里り山やま河童伝説、これにて幕まく引ひきにございます。












「儂わしは正直そなたを侮あなどっておったわ。人じん永えいよ、どこまでが筋すじ書がき通りじゃ？」

　森からの帰り道、アマテラスが不意にそんなことを訊きいてきた。人永はにやりと笑う。

「今夜、町内会の会合があることは知っていたし、空気が乾かん燥そうしているから火事が起こりやすいと予よ測そくもついた。タイミング的に今日を逃のがすと難むずかしかったよ。あとは、そうだな、カグツチさんがあそこまで暴あばれてくれるとは思わなかった」

　計算違ちがいという点で言えばそこだけだ。河童と人間の諍いさかいに業ごうを煮にやしたカグツチが山の怒いかりを具ぐ現げん化かする、というのが今回の作戦の肝きもである。普ふ段だん穏おん和わなカグツチが神しん格かくを示せばそれだけで町民を震ふるえ上あがらせることができる。建物の外がい壁へきを二、三軒けん焼いてもらえればそれでよかったのだが。

　お芝しば居いとは言え、まさかあそこまでお怒りになられるとは。よほどアマテラスが嫌きらいなのだろう。気持ちはわからなくもないけれど。

「こりゃ。何を考えておるのじゃ？」

「別に。おまえの性せい格かくの悪さを思い返していただけだ」

「んっふふふ。言うではないか。カグツチに本気を出させるために打った芝しば居いであると知っておろうに」

「嘘うそ吐つけ。半分以上は本音だろうが」

　胸きよう襟きんの抉えぐれ方かたのえぐいことえぐいこと。見ていてカグツチさんが可か哀わい想そうに思えたぞ。

「嘘吐きはそなたもじゃろう？　カグツチの怒りをさも山の怒りの如ごとく振ふる舞まいよって」

「言ったはずだ。時には平気で嘘を吐けるんだよ、オレは。綺き麗れい事ごとだけを求められても困こまるぜ」

　事じ態たいを解かい決けつするためには町民全員を騙だます必要があったのだ。文もん句くを言われる筋すじ合あいはない。捻ひねくれた物言いに、しかしアマテラスは急に抱だきついてきた。

「じ～ん～えっ」

「な、なんだよ？」

「好きじゃ」

「っ、その姿すがたで言うんじゃねえ」

　いくら少女趣しゆ味みが無いとは言え、眉び目もく秀しゆう麗れいな女の子に好意を向けられれば鼻の下だって伸のびてしまう。無理やり視し線せんを外した。

「んふふ。愛ういやつじゃのう。普ふ段だんから言うておろうに、今さら照れるでないわ」

　何が嬉うれしいのかアマテラスは人じん永えいの腕うでに絡からみついてコロコロ笑う。まあいいか、と思う。カグツチの霊れい力りよくを解かい放ほうするために憎にくまれ役を買って出てくれたのだ。この結末はアマテラスがいなくてはもたらされることがなかった。今は存ぞん分ぶんに甘えさせてやろう。

「酢すコンブ」

「ほらよ。ほんと好きだな、これ」

「うむ。これが無ければ締しまらぬわっ」

　涎よだれを垂たらして酢コンブに食いつくアマテラス。その姿を見て、自然と頬ほおも緩ゆるんでしまう。

「これにて一いつ件けん落らく着ちやく」

　人永は手て締じめとばかりに柏かしわ手でを打つのだった。




　　　　＊




「───、これにて一件落着。めでたし。めでたし」

　万ばん雷らいの拍はく手しゆに送られて、人永は舞ぶ台たい袖そでへと退ひいていく。

　目め尻じりに涙なみだを溜ためたカグツチが出迎え、「お疲つかれ様さまでした」と労ねぎらいの言葉をかけてくれた。どうでしたか？　と訊きこうと思ったが、鳴りやまぬ拍手の前では愚ぐ問もんであろう。放送室や衣い装しよう物置が並ならぶ舞台袖で立ち話をしていては迷めい惑わくだと気づき、人永はカグツチの手を取って外の通路へと出て行く。

　顔見知りになった職員たちにすれ違ちがいざま投げかけられる挨あい拶さつや労いの言葉に丁てい寧ねいに頭を下げ、ようやく人ひと気けが絶たえたところで向かい合う。

　握にぎった掌てのひらに力を込めると、カグツチから手を握り返された。

「すっごくよかったです！　わたし、感動しました！」

「それはよかった。あなたに喜んでもらえるなら僕も自信が持てます」

　この日、町立公民館の大だい講こう堂どうで『河童かつぱと町作り』というお題目で催もよおされた講こう演えん会かいに、人永は講こう師しとして招まねかれた。元々布ふ教きよう活動の一いつ環かんとして各地で説明会を行う人永が、このように大々的に迎えられたのは初めてのことだ。霊れい脈みやくが復活したあの夜、人永が河童たちに協力を頼たのみ事じ態たいを解かい決けつへと導みちびいたのだという噂うわさが世間に広まっていた。オモイカネの計らいだろう。町内会会長はいたく感かん激げきし、人じん永えいに講こう師しを依い頼らいしたのである。講こう演えんの内容はもちろん「新説・袴こ子こ里り山やま河童かつぱ伝説」──奇き跡せきの夜を舞ぶ台たいにした神と人間の絆きずなを描えがいた一大スペクタクルである。人永の語り口調は客席を沸わかせ、落ちには涙なみだを誘さそうほどの出で来き栄ばえだった。

　案あん件けんの『済さい世せい』完了と汚お名めい返上を一手に済すませることができたので、小こ町まちに報ほう告こくするのが今から楽しみな人永である。

　その前に、熱い視し線せんを送ってくるカグツチに胸むねが高鳴る。ほのかに差す桃もも色いろの頬ほおは間ま違ちがいなく人永に気がある証しよう拠こで、春の到とう来らいを予感した。

「カグツチさん」

「人永さん」

「…」

　すぐにでも抱だき締しめたい衝しよう動どうに駆かられる。いやいや待て待て。公こう衆しゆうの面前でそれは頂いただけない。口説くのなら旅館に戻もどって二人きりになってからだ。その後の予定はすべてキャンセル。カグツチさんと甘い一ひと時ときを過ごすのだ。ペシペシペシペシ。

「カグツチさん、少し目を瞑つぶっていてください」

「え!?」

　おそらく期待に胸むねを高鳴らせたのだろうカグツチはそっと目を閉じ僅わずかに踵かかとを上げる仕草を見せる。が、人永はそれにも気づかず、頭上に憑ついているヌイグルミを剥はいで力の限かぎり投げ捨てた。

「もういいですよ」

「………はぁ」

　なぜカグツチが落らく胆たんしたのか知らないが、とりあえず邪じや魔ま者ものはいなくなった。再ふたたび手を握ると、カグツチは一転して気の乗らない顔をする。

「あれ？　どうかしましたか？」

「……人永さんって恐きよう妻さい家かなんですね」

　つまらなそうに呟つぶやくその声に答えたのは、背はい後ごから聞こえた雅みやびやかな声こわ音ねだった。

「んふふ。わかっておるではないか、カグツチ」

　人永の肩かたがびくりと震ふるえる。振ふり返かえると、それまで頭の上に憑ついていたヌイグルミ──ヘッポコから八頭身の美女に変身したアマテラスが仁に王おう立だちしていた。がっくりと肩を落とす。

「おまえ、ヘッポコに戻ったんじゃなかったのかよ？」

　アマテラスはいつの間にかヘッポコの姿すがたに戻り、当たり前のように人永の頭に乗っかっていた。講こう演えんの最中も頭の上から聴ちよう衆しゆうに手を振っていたのだ。てっきり霊れい力りよくを使つかい果はたしたと思って喜んでいたというのに。

「阿あ呆ほう。霊力を温おん存ぞんするために一時的に戻っておっただけじゃ。どうやらこの姿が苦手のようじゃな。んん？　なぜかのう？　ほれ、儂わしと目を合わせてみせぃ」

　やめろ、バカ。顔を近づけるな。不覚にも顔が紅こう潮ちようしてしまう。

「嬉うれしかろうて。童わらべの姿すがたでは退たい屈くつじゃと思うてな、元の姿に化けてやったわ。ほれ？　どうじゃ？　んっふふふ。残念じゃったのう、カグツチィ。人じん永えいは儂に惚ほれておる」

「ななな何をおっしゃる!?」

　取とり乱みだしながらもカグツチの顔色を窺うかがうと、カグツチは「むー」と不満げだ。

「そんなこと大した問題じゃありません。人永さん、約束覚えていますか？」

「えっと、約束？」

「すべてがうまく解かい決けつできたら、その、……という約束ですっ！」

　ゴニョゴニョと濁にごした部分を思い出す。ああ、そう言えば。カグツチが人永の彼女になってその上キスまでしてくれるという夢のような約束だ。そんなことも口走っていたなあ、俺。一体何考えてんだか。はははっ。………。

「マジですかっ」

　今にも飛びかからんばかりに興こう奮ふんする人永をアマテラスが首根っこを掴つかんで押おさえる。

「ええい、それがなんじゃと言うのじゃカグツチ!?」

　珍めずらしく焦あせりを見せるアマテラスに立ち向かうように言ってのける。

「ですから、わたしは人永さんの恋人になるんです！　アマテラスさんは引っ込んでいてください！」

「この、うつけ者が……っ！　儂に刃は向むかう気かよカグツチィ!?」

「人永さんにつきまとうのはやめなさい！　──どうしてもと言うのであれば妾めかけにでもなればいいんですよ、アマテラスさん？」

　ふふん、とこれまた珍しく勝かち誇ほこるカグツチに呪のろいめいた殺意が大気に渦うずを巻まく。

「儂を愚ぐ弄ろうするか。いい度ど胸きようじゃ！　表へ出ぃ！」

「望むところです！」

　後ご光こうを照らすアマテラスに対して、カグツチは周囲に鬼おに火びを浮うかせて睨にらみつける。まさに一いつ触しよく即そく発はつ。最高神であるアマテラスは言わずもがな、霊れい力りよくを取とり戻もどしたカグツチさえも神話に語られる神の雷いかずちを再さい現げんしようと目を怒いからせている。真ん中に挟はさまれた人永だけが絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいのピンチであった。

「待ってくれ！　ここは冷静になって話し合おうじゃありませんか!?」

　揉もみ手てでこの場を取とり繕つくろう。ならば、とアマテラスの視し線せんが人永を捉とらえた。

「人永、今この場で決めよ。あのような口約束など取るに足らぬ。正せい妻さいは儂じゃろう？　のう？　人永ぃ！」

　ひぃい。

「言こと霊だまによる契けい約やくを蔑ないがしろにすることは魂たましいを削けずることと同意です。人永さん、寿じゆ命みようを減へらす覚かく悟ごはおありですか？」

　うわあ。

　こんな修しゆ羅ら場ばはかつて経けい験けんしたことがないので対たい処しよ法ほうも思いつかない。モテる男は辛つらいとかのレベルじゃねえ。逃にげ出だそうにもアマテラスに襟えり首くびを掴つかまれて動けないし、進行方向にはカグツチが通せんぼしているし。ひでえよ。一体オレが何をした!?

「逃げるなど考えるなよ。儂わしらは地の果てまで追いかけるぞぇ。───む？」

　もはや泣きそうな人じん永えいの顔を覗のぞきこむアマテラスが、途と端たんに何か思いついたという表情を浮うかべた。そうしてにんまりと笑みを溢こぼすと、カグツチに向けて人永を放った。

「それ、カグツチを抱だき締しめてみせよ」

「え、え、え？」

　戸と惑まどいは人永とカグツチ両者の口から漏もれた。バランスを崩くずした体を支ささえるようにカグツチに抱きついた。瞬しゆん間かん、

「どわっ!?　熱ぃいいっ！」

　その場で悶もだえて転げ回る。カグツチの顔は真っ赤に染そまり、本物の湯気が立たち昇のぼる。それらを見つめてアマテラスは馬鹿笑った。

「んふふふはっ、思った通りじゃ！　カグツチよ、貴き様さま、解かい放ほうした霊れい力りよくをうまく制せい御ぎよできずにおるな！　生き娘むすめらしい免めん疫えきの無さよ！　手を握にぎることは許ゆるしても抱かれることには抵てい抗こうするかっ！　なんとも面めん倒どうな女よのう！　んふふふふ」

　勝った、とばかりにカグツチを貶おとしめる。カグツチはあまりの羞しゆう恥ちに顔を俯うつむかせた。廊ろう下かの床ゆかで転げ回る人永を無理やり立たせてもう一度カグツチの前に押おしやる。

「というわけで、ほれ、約束通り接せつ吻ぷんしてみせぃ。一度だけじゃ、許ゆるしてやる。どうした？　んん～？　カグツチよ、言こと霊だまに逆さからう気か!?」

「うううううーっ！」

　カグツチにはわかっていた。アマテラスの言うようにカグツチは異い性せいに全くと言っていいほど免疫が無い。抱きつかれただけで高熱を出すのだ。キスなんて、意い識しきしただけで衣服を燃やしてしまいそうである。

「顔から火が出るとは真まことであったな。接吻などしてみよ、人永の体が燃えて灰はいになるわ！」

　検けん証しようしたいのか、アマテラスは人永を押おさえつけて無理やりカグツチに近づける。キス一つするのに命いのち懸がけってどういうこと!?　人永の中で煩ぼん悩のうと保身がせめぎ合う。

　カグツチが一歩後こう退たいした。アマテラスはそれを見み逃のがさない。人永を殺してでも手に入れる覚かく悟ごが無いのであればもはや敵てきではない。アマテラスは不意に人永の体を引き寄せた。

「焚たきつけたのは儂じゃが、止とめるぞ。こんなつまらぬ女の接吻如ごときで人永を失うは辛つらいでな。接吻ならほれ、儂がいくらでもしてやるぞぇ」

　言うや否いなや、人永の唇くちびるは柔やわらかい何かに押おし潰つぶされた。

「───ッ」

　声無き悲鳴が人じん永えいとカグツチの表情に現れた。アマテラスに唇くちびるを奪うばわれていた。たっぷり十秒を数えてから唇を離はなす。

「んふふ。甘かん美びよの。苦しゅうない」

　ぺろりと唇を舐なめる。人永の胸むねに頬ほおを着け、見下すような視し線せんをカグツチに向けた。
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「どうじゃ？　羨うらやましいか？　人永はやらぬぞぉカグツチぃ」

「うううううううううううううううううーっ！」

　カグツチは悔くやしそうに唇を噛かむ。涙なみだ目めはもはや見るのも憐あわれだ。結局、アマテラスの方が一枚上手なのだった。人永は唇に残る柔らかな感かん触しよくに呆ぼう然ぜんとしながらも、これから始まるであろうデスマッチをどう回かい避ひしようかと脳のうをフル回転させて考える。と、そこへ、

「私、お邪じや魔まのようですな」

　三人の体がびくりと飛とび跳はねる。見ると、いつからいたのか無表情を装よそおった中年の男性が立っていた。役場の広こう報ほう担たん当とう者しやを名乗っていたその顔は、紛まぎれもなくオモイカネのものだった。

「失礼しました」

「待て！　待ってください！　オモイカネ様ぁ！」

　立ち去ろうとするので慌あわてて引ひき留とめる。天の助けとばかりにその手を離はなさない。振ふり向むくオモイカネの顔は相変わらず能のう面めんじみていたが、心の底では絶ぜつ対たい笑っているはずだ。つーか、いたならさっさと出てこいよオッサン。

「オモイカネか。おったのかよ」

　なぜかアマテラスは居い心地ごこち悪そうにする。

「ええ、まあ。最初からね」

「………」

　気き恥はずかしさが込み上げてくる。人じん永えいの醜しゆう態たいも、カグツチの照れ暴ぼう走そうも、アマテラスの接せつ吻ぷんもすべて見られていた。堂どう々どうと見られていたのならどうということはない。しかし、盗ぬすみ見みされていたとなるとより気恥ずかしく思えるのはなぜだろう。三人は示し合わせたかのように視し線せんを泳がせた。

「ちょっとした寸すん劇げきを見ているようで面おも白しろかったものですから」

　傍ぼう観かんしていたらしい。──────止とめろよ！

「これほど生き生きとしておられるアマテラス様を見るのは何百年ぶりでしょうかね」

　オモイカネが含ふくみ笑わらいした。アマテラスは軽く舌した打うちする。アマテラスはオモイカネの保護者めいた態たい度どが気に入らないようだ。まあ、旧きゆう知ちの間あいだ柄がらに自分の色いろ恋こい沙ざ汰たを目もく撃げきされるのは気分の良いものではないだろうが。

「で、なんじゃ？　なんぞ用があったのじゃろう？」

「もうよろしいので？　三角関係の決着がつくまで待ちますが」

「よい。もはやこやつは敵てきではないわ」

　カグツチを一いつ蹴しゆうする。反はん駁ばくもできずに膨ふくれたままのカグツチが惨みじめに思えたのか、オモイカネが「では」と三人に向き直る。オレへのアフターケアは無しですか、と若じやつ干かん寂さびしい人永だ。

「今朝仕入れた情じよう報ほうです。各かく組そ織しき、団体の現げん状じよう報ほう告こくと申しましょうか。河童かつぱに対する認にん識しきがいくつか変わったみたいなのでお知らせしようと思いまして。聞きたいですか？」

　いいから話せ、というニュアンスの言葉が三人の口から同時に発せられた。空気がおかしくなったのは言うまでもなくオモイカネのせいである。




　河童追放運動は事実上解かい散さん、代表である田た富どみ静しず子こが声明文を出し、多方面で支し援えんしてくれていた地元名士の元を謝しや罪ざいに走っている。『河童追放の町』と書かれた看かん板ばんと鎮ちん守じゆの森を塞ふさぐ有ゆう刺し鉄てつ線せんを撤てつ去きよし、代わりに河童を祀まつるための祠ほこらを随ずい所しよに建こん立りゆうする計画を打ち出した。

　反対の声が一部から上がったものの、元々「子供を守る会」という地ち域いき保護者会との連れん携けいから始まった追放運動であったので、河童が死んだ子供の魂たましいだとわかった現時点では賛成の声の方が圧あつ倒とう的てきに多かった。反対する人間は、実じつ際さいに家庭を持たない学生や政治団体に所しよ属ぞくしている人間がほとんどなので騒そう動どうが沈ちん静せい化かした段だん階かいですでに及および腰ごしである。

　風向きが変わったと見るや、レジャー施し設せつ建設計画は凍とう結けつ。無理を押おし切きって着工準じゆん備びを進めようものならどんな運動が巻まき起おこるかわかったものではない。皮肉なことに、河童追放運動を煽あおった結果、住民の団結心を堅けん固ごなものにしてしまったのだ。子供を守るためならどんなことでもする母親たちの力強さを一番近くで見てきたのだから弱気になるのも当然と言えた。

　母は強しである。

　今回の人じん永えいの講こう演えん会かいを後あと押おししてくれたのも元追放運動の幹かん部ぶたちだった。河童かつぱに悪感情を抱かかえていた人間がどの面つら下げて布ふ教きようできると言うのか。そんな葛かつ藤とうが燻くすぶっているところに人永という存そん在ざいは渡わたりに船だった。布教活動がそもそもの仕事で来た人永の邪じや魔まをしないことで一いち応おうの面めん目もくを保たもっていた。

　余よ談だんだが、カグツチに対する認にん識しきにも若じやつ干かんの変化が見られる。神を身近に親しく感じられるという点において善ぜん神しんの象しよう徴ちようであったが、それが神への信しん仰こうを軽けい薄はくなものに変えていたのも事実である。カグツチの町娘然とした振ふる舞まいが神を貶おとしめる結果を招まねいていたのだ。

　炎えん龍りゆうと化したことがカグツチにも畏おそれを抱いだかせた。それまで気軽に声をかけてくれていた温おん泉せん街がいの人たちがどこかよそよそしくなってしまったことにカグツチ自身寂さびしく思ったが、それが本来の神と人間の関係なので我が慢まんすることにした。すべて丸く収おさまったというところだろうか。

　しかし、『畏れ』られるだけならともかく『恐おそれ』の感情を持たれたことにはカグツチも不本意極まりない。拗すねるように口にすると、アマテラスがまた突つつく。

「確たしかにあの夜にあったことはすべて芝しば居いじゃ。人間の恐れはカグツチの演えん技ぎがそれほど真に迫せまるものであったという証しよう拠こじゃろう。喜ぶがよい。儂わしもな、貴き様さまに追いかけられているときなぞ、あまりの殺意に演技とは思えなんだわ。儂でなければ四よ度たび命を落としたと思うぞ。さっすがはカグツチじゃ！　役者よのう！」

　悪意丸出しの皮肉に対してカグツチは笑みを浮うかべるだけで反論しない。顔は笑っているが目は笑っていない。そっちの方が恐いですよ、カグツチさん。

「とまあ、こんな感じです。品しな部べさんのお仕事も無事達成したわけですね」

　お疲つかれ様さまです、と口先だけの労ねぎらいを受ける。このオッサン、実は結果がどうなろうと知ったことではないのかもしれない。ただアマテラスのためにのみ動いているのだ。

「そうそう。小学校の校長先生が何やら品部さんにご相談したいことがおありみたいなので、後で伺うかがわれてはどうでしょうか」

　オモイカネの報ほう告こくはそれで終わった。すべて丸く収まった。確たしかにそう感じるが、まだ片かた付づいていない想いが一つだけ残されている。

　それはひとまず置いておいて。

「でも、本当に良かったです。お母さんたちが河童を憎にくまずにいられるようになって」

　カグツチは人永の講演を思い出したのか、目め尻じりにうっすらと涙なみだを浮うかべる。火ヒ之ノ迦カ具グ土ツチノ神カミの伝説が尾を引いているのだろう、母と子の絆きずなをテーマにされると涙るい腺せんが緩ゆるむらしい。

「わたし、知りませんでした。河童たちが亡なくなった子供の魂たましいだったなんて」

「………………………………………………………………」

　と、カグツチ以外の三人はカグツチの言葉に同意するでもなく顔を背そむけた。あまりにも不自然だったので、カグツチも何事かとキョロキョロする。

「阿あ呆ほう。つくづく頭の悪い女じゃのう。それで神とは笑わしよる」

　アマテラスの挑ちよう発はつにカチンとするものの、カグツチは疑問符を浮うかべて首を傾かしげた。

「良いか？　河童かつぱは水霊みずちじゃ。神と同格の精せい霊れいなのじゃぞ？　人間が死んだだけで神しん格かくを身につけるはずがなかろう。河童に生まれ変わるなど百年かけても届とどかぬわ」

　言われて気づく。確たしかに、人間は死ねば神になるわけじゃない。語かたり継つがれて初めて神格を宿すのだ。半年前に亡なくなった子供がどうして河童になれると言うのか。

「つまりな、これはすべて法ホ螺ラじゃ。人間を騙だますために用意した作り話じゃ。のう、人じん永えい？　終わり良ければすべてよし、過か程ていなど知らぬ。時には平気で嘘うそを吐つくのが人永よな？」

　人永は明後日あさつての方を向いて口笛なんぞを吹いている。カグツチが口をあんぐりと開けたまま固まった。

「言うたじゃろ？　人永は食えぬ男じゃと」

　カグツチに視し線せんを向けられ、人永は何食わぬ顔で呟つぶやいた。

「わたくし語り部ですから、『騙かたる』以外に能のうがないのでございます」

　その言葉を受けて、カグツチは膝ひざから折れた。

「─────嘘？」

　カグツチが山の怒いかりと偽いつわって炎ほのおを身に纏まとったように、河童たちも死んだ子供の生まれ変わりの如ごとく振ふる舞まっていたのだ。鱗りん太た郎ろうが静しず子こを上う手まく騙せるかどうかに解かい決けつの鍵かぎが握にぎられていたのである。もちろん、その指示を下したのは人永だ。

「伝説なぞ、語り部の都合の良いように脚きやく色しよくされるものじゃ。語るに易やすく面おも白しろければそれでよい。人永、天晴あつぱれであったわ！」

　アマテラスは頭を掻かく人永を褒ほめ称たたえ、んふふふコロコロと破は顔がん一いつ笑しようする。

　呆あきれて物も言えないカグツチにオモイカネだけが同どう情じようするようにそっと肩かたを叩たたくのだった。











　そう。河童が亡くなった子供の生まれ変わりという噺はなしは、すべて全くのデタラメでございました。河童のため、お役目のため、そして迦カ具グ土ツチ様や小こ町まち殿どのに褒められたいがために町民全員を騙しておったのです。いやはや、己おのれのこととは言え恐おそろしい。誰だれぞ褒めてくだされ。

　新説・袴こ子こ里り山やま河童伝説（改）、これぞ真まことの幕まく引ひきにござります。




「んふふ。騙かたり部べ人永ここにあり、じゃな」

　勿もつ体たいないお言葉でございます。

　めでたし。めでたし。






　　　　＊




　あの夏の日から始まった物語がついに終しゆう焉えんを迎える。




　河原に戻もどった新しん太た郎ろうが目にした光景はにわかには信じられないものだった。

　一匹の河童かつぱが泣いていた。わんわん声を上げて、悔くやしさを晴らすように石を川かわ面もに投げつける。その惨みじめたらしい姿すがたは話に聞く河童とは印いん象しようが異ことなっていた。

　河童退たい治じにやって来た新太郎は、「どうかしたのか？」と堪たまらず声をかけていた。驚おどろいて振ふり返かえる河童は新太郎の姿を認みとめて身み構がまえるが、流す涙なみだを抑おさえきれずに慟どう哭こくして訴うつたえた。

　──河童は何もしていないぞ！　オイラたちは何も悪くない！

　繰くり返かえし繰り返し吐はき出だされる単語を一つ一つ拾って吟ぎん味みする。新太郎はその河童が訴えていることをようやく理り解かいした。

　一年前の夏に起こった水すい難なん事じ故このことだ。河童に川の中に引ひき摺ずり込こまれて溺でき死しした少女の怪かい談だん話ばなし。その話は学校だけでなく町中にも広まり、河童がそれまでの事故も起こしていたのだという噂うわさに信しん憑ぴよう性せいを与あたえた。

　真相を確たしかめに、あわよくば河童を退治しに来た新太郎にとっては寝ね耳みみに水である。

　この河童はそんなものデタラメだと嘆なげくだけでなく、本当は助けようとしたのだと言い出した。怪談話では、河童が不思議な力を使って少女を川に突つき落おとしたとされているが、実じつ際さいは河童の姿を目もく撃げきした少女が河童を掴つかまえようと自ら川に飛び込んだという。泳ぎが達者でなかった少女を助けようと近づくと河岸から石を投げつけられた。その石が少女に当たり、少女は意い識しきを失って窒ちつ息そくする。恐こわくなった子供たちはすべてを河童のせいにして逃にげ出だしたのだ。

　それが真相らしい。河童が人間を騙だますために吐ついた嘘うそだ、と頭の固い大人なら反論するところだが、正義感が強く心の機き微びに敏さとい子供であった新太郎は河童の言うことを信じた。

　新太郎が近づくと河童は怯おびえた目を向けた。人間がイジメに来たと思ったのかもしれない。新太郎は極力笑顔を作ってこう言った。

「なあ、君の名前、なんて言うんだ？」

　握あく手しゆを求めるように手を差し出した。疑って悪かった、ごめん、と謝しや罪ざいの言葉も乗せて。河童は新太郎に悪意がないことを悟さとり、それでも恐おそる恐おそるその手を握にぎる。

　河童が名前を名乗る。それを聞いた新太郎は「あはっ」と声を上げて笑った。

「オレたち、名前そっくりだな！　オレは新太郎っていうんだ！」

　この日以来、河童と子供たちの間で交流が始まるのだった。

　鱗りん太た郎ろうにも人間の友達ができたのだ。




　夏休みのほとんどを鎮ちん守じゆの森で過ごした。クラスの友達を鱗りん太た郎ろうに紹しよう介かいし、日を追うごとに仲良しになっていき、鱗太郎の中で人間に対する憎にくしみは薄うすれていった。

　ある日、新しくできたゲームセンターに行こうと誘さそった。人ひと里ざとに下りるなんて恐おそろしいことはできないと頑かたくなな鱗太郎に、新しん太た郎ろうはフード付きのジャンパーをあげた。

「それを着ていればどこから見ても人間にしか見えないよ。オレたちと一いつ緒しよだ」

　鱗太郎は嬉うれしくて泣きそうになる。

　河童かつぱは精せい霊れいで、むやみに人里に下りてはならないという決まりがある。人間が怖こわがるから。河童は迫はく害がいされるから。しかし、そんな古くさいルールは子供の世界には通用しないのだ。

　遊び場を広げて色んな場所に鱗太郎を連れて行った。時には学校の校庭で遊んだこともある。そのときは校長先生に鱗太郎を見られてしまったが、子供に甘い校長先生は黙だまっていてくれた。

　楽しかった。河童と子供たちの間に信しん仰こうや概がい念ねんなんて難むずかしい言葉は存そん在ざいしない。

　鱗太郎にもたくさんの友達ができた。

　夏の終わりが近づいていた。




　鎮守の森に遊びに行くな、と母親に言われた。

　母親は河童の良くない噂うわさを信じていて、今にきっと新太郎も被ひ害がいに遭あってしまうのではないかと危き惧ぐしていたのだ。河童は悪さなんてしない、鱗太郎は良い奴やつだ。何度言っても聞いてくれなかった。

「もう遊びに来られないかもしれない」

　そう言ったとき、鱗太郎はすごく怒おこったような顔をして、すごく哀かなしい目をしていた。

　わからず屋の大人たちなんて放っておけばいい。そう思う。けれど、子供は親の言うことを聞かなければならないときがあるのだ。

　──結局、おまえも人間の大人たちと同じで河童が嫌きらいなんだ！

　勢いきおいに任まかせて言ってしまった暴ぼう言げんを無かったことにはできない。打ちのめされた新太郎の表情を見つめて、鱗太郎は罪ざい悪あく感かんを覚えるものの、止まらない。

　──もう二度と来るな！

　二人は初めて喧けん嘩かした。殴なぐり合あうくらい派は手でな喧嘩をしたのも生まれて初めてだった。

　日が暮くれて、新太郎は友達を率ひきいて帰っていく。鱗太郎はそれを寂さびしげに見つめた。

　後こう悔かいした。

　新太郎も鱗太郎も、こんなことで友情を終わりにしたくなかった。

　新太郎は決意する。鱗太郎に謝あやまろう。友達に先に帰るように言い置いて、一人で鎮守の森を引き返した。河原には鱗太郎の姿すがたがない。ふて腐くされてどこかに隠かくれているのかもしれない。新太郎は目につく岩場の影かげを探さがして歩き、一ひと際きわ大きい一枚岩の上に登ろうとした。

　誰だれが悪いわけではない。本当に不幸な事じ故こだった。

　足を滑すべらせて頭から河原に落ちた。薄うすれゆく視し界かいには、大きな空が夕焼けで真っ赤に燃えているだけで、鱗りん太た郎ろうの姿すがたはどこにもなかった。呟つぶやく声は風に掻かき消けされた。

「ごめんな、鱗太郎」

　鱗太郎がその訃ふ報ほうを知ったのは翌よく日じつのことだった。その日以来、鎮ちん守じゆの森から子供たちの笑い声は途と絶だえた。もう子供たちが鱗太郎に会いに来ることはない。

　鱗太郎は友達を、新しん太た郎ろうを失った。







　鎮守の森には相変わらず人ひと気けがない。

　河童かつぱを祀まつる気運が高まりバリケードも撤てつ去きよされたのだが、それはあくまでも死んだ子供たちの供く養ようのためという意い識しきが強く、河童それ自体を敬うやまっているわけではなかった。親は子供たちを鎮守の森に行かせることをよしとしなかった。

　鎮守の森はお墓はかであって遊び場ではない。そんな的まと外はずれな礼れい儀ぎが結果的に河童を隔かく離りする形になっていた。

　それでもいい。濡ぬれ衣ぎぬを着せられて追放運動にまで発はつ展てんした以前の状じよう況きようからすれば大だい変へん革かくだ。静かに暮くらせるだけでも有あり難がたいと思わなければ。

　そうやって自分を慰なぐさめる。以前の状じよう態たいに戻もどっただけなのだ。人間の子供が遊びにくることはないし、文もん句くを言ってくる輩やからもいない。せいせいする。ここは河童だけの楽園なのだから。

　せせらぎが虚むなしく響ひびいた。

　突とつ然ぜんの足音に鱗太郎が驚おどろいたのはそんな静せい寂じやくに慣なれきってしまったからだろうか。振ふり向むくと、ヘッポコを頭に乗せた人じん永えいが立っていた。肩かたに担かついだ大きなバッグを地面に下ろす。

「ふう。重かったー」

　ぐるぐると首くび関かん節せつを回す。頭の上ではヘッポコがキャッキャッと大喜びだ。

「おまえ、帰ったんじゃなかったのか？」

「帰るよ。夕方の電車でな。その前に校長先生から頼たのまれ事ごとがあったんで済すませにきた」

　所々が角かく張ばったバッグに視し線せんを向ける。一体何が入っているのか。人永の旅たび支じ度たくではあるまい。

「静かだな。他の河童たちはいないのか？」

「……ここは入り口だから。オイラたちの住すみ処かはもっと上流だ。ここにおっては人間たちと遭そう遇ぐうするかもしれん」

　人永は「なるほど」と呟つぶやいて、好都合だと言わんばかりの嫌いやらしい笑みを浮うかべた。どうしてこいつはこうも緊きん張ちよう感かんというものがないのか。協力関係になったとは言え、河童には何度も殺されかけたはずなのに。普ふ通つうなら鎮守の森に入ることも躊躇ためらうところだが。

「何の用だ？　オイラに会いに来たのか？」

「ああ。一いち応おう、お礼をしに。鱗りん太た郎ろうがいなかったらうまくいかなかった。俺も河童かつぱたちに殺されていたかもしれないし。全部おまえのおかげだ」

「よせやい。オイラは自分のためにしていただけだ。おまえがどうなろうと知らん」

　いきなり謝しや辞じを述のべられてはどう対たい処しよしてよいかわからない。そっぽを向く顔は少しだけ赤らんでいた。

「でさ、聞きたいことがあったんだ。おまえ、どうして人ひと里ざとに下りていたんだ？　俺のことを知ったのも偶ぐう然ぜんなんだろ？」

「………」

　人じん永えいの言う通り、鱗太郎は町に下りたとき頭に神様を乗せた珍ちん妙みような人間の噂うわさを偶ぐう然ぜん耳にした。町の子供たちが何人かで喋しやべっていたのを聞いたのだ。

「子供たちに会いに行ってたのか？」

　鱗太郎は答えない。その沈ちん黙もくこそが人永の問いを肯こう定ていしていた。

　未練があったのだ。もう二度と会えないとわかっていても、町のどこかに新しん太た郎ろうの姿すがたがあるのではないかと探さがして回まわった。新太郎に紹しよう介かいされた子供も何人か見かけたが、新太郎殺しの容よう疑ぎがかかっていたので声をかけることができなかった。

　拒きよ絶ぜつされたくなかった。鱗太郎を見て恐こわがられたくなかった。ただ遠くから、子供たちの輪を寂さびしく眺ながめていた。

　鱗太郎の目に涙なみだが込み上げる。こんな惨みじめな気持ちを思い出させてほしくない。

「用が済すんだのなら帰れ。ここはもう人間がむやみに立ち入れない場所なんだぞ」

「ばか。頼たのまれ事ごとがあるって言ったじゃねえか。悪かったよ、意地悪な質問して。俺はおまえにプレゼントを届とどけに来たんだよ」

「ぷれ？」

「贈おくり物ものだよ。とっておきのサプライズだ」

「さぷ？」

「……見て驚おどろけってことだ。────ほれ！」

　バッグの中身を地面にばらまく。カタコトと固い音が溢あふれ、色取り取りの四角い版はん木ぎが散らばった。かなりの数だ。それら一つ一つには大きく一文字が彫ほられている。青色でペイントされた『へ』の版木とオレンジ色でペイントされた『ち』の版木を手に持って首を傾かしげた。

「なんじゃこれは？」

「まあ見てなって」

　文も字じ盤ばんの裏うらの平面には数字が書かれており、人永は１から順に並ならべていく。

「手紙だと水に弱いから版木にしたんだとさ。風雨にも耐たえられるように色んな塗と料りようを塗ぬって加工までしてある。すげえよな。卒業制作とは別に、おまえのためだけに工作したんだってさ。みんなで力を合わせて完成させたんだ」

　文字が文章となり、一人一人の思いが籠こめられたメッセージが組み上がる。

「鱗りん太た郎ろうの友達からの手紙だよ。卒業生全員の創作メッセージだ」

　地面に色取り取りの言の葉が茂った。





　──鱗太郎くんへ


　　　これからも森を守ってください

　　　これからも元気でいてください

　　　これからも友達でいてください

　　　僕たちはいつまでも仲間です








　中には花はな柄がらで飾かざった可か愛わいらしい版はん木ぎや、昆こん虫ちゆうの絵が描かかれた男の子らしい版木など様々で。版木の角に小さく名前が記されていた。聞き覚えのある名前ばかりだ。そうか。あいつらか。あいつらが自分のためにこんな───。

　込み上げてくる涙なみだを必死に堪こらえる。人じん永えいの前で、人間の前で泣きべそなんて掻かきたくない。泣なき面つらを見せるのは新しん太た郎ろうにだけだ。堅かたくそう誓ちかっていた。

　しかし、

「これ、半年前に新太郎くんが思いついたアイディアだそうだ」

「──────うぇ、」

　鱗太郎の涙るい腺せんは人永の言葉で呆あつ気けなく決けつ壊かいした。

「うええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　泣き声が鎮ちん守じゆの森に響ひびき渡わたる。止めどなく流れる涙で鱗太郎の顔はびっしょりと濡ぬれた。それでも涙を拭ぬぐいもせず、ひたすら声を上げて泣き続けた。

　思い出す。

　子供たちの笑い声を。いつまでも友達だと堅く誓い合ったあの日の言葉を。色んな場所に行った。色んな遊びをした。たくさんの友達に囲まれた、たくさんの思い出があったのだ。

「うぇ、うええ、うえええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　憶おぼえてる。

　新太郎の声を、握あく手しゆをしたときの手の温ぬくもりを、名前が似にていると笑ったあの表情を。嘘うそ偽いつわりのない気持ちで接せつしてくれた。河童かつぱとか人間とかそんなものに囚とらわれず、この森が大好きな子供として一いつ緒しよに時を過ごした。

　殴なぐられた頬ほおの痛いたみを思い出す。悲ひ痛つうに歪ゆがんだ新太郎の顔を憶えている。大切な仲間だからこそ本気でぶつかったのだと知る。本気でぶつかり合えるからこそ仲間なのだと気付かされる。

　怯おびえていたのは鱗太郎だけじゃなかった。新太郎たちもまたこの友情が壊こわれることを望んでいなかった。

「うえええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん！」

　大だい丈じよう夫ぶ。鱗りん太た郎ろうは友達を失ってはいなかった。あの夏の思い出と、みんなからのメッセージがあればやっていける。心を支ささえてくれるものはそれだけで十分だった。

　いつの日か、子供たちが大人になり次の世代の子供たちを連れて森に遊びにやって来るそのときは、笑顔で迎えてやろう。それまでしばしのお別れ。今は会えなくても、この友情は決してなくならない。

　鱗太郎はいつまでも泣き続けた。




　人じん永えいとヘッポコの姿すがたはもうどこにもなかった。






　　　　　エピローグ











　長らくお付き合い下さりまして恐きよう悦えつ至し極ごくに存ぞんじます。

　わたくし品しな部べ人じん永えいの旅はひとまずこれにて終いとさせて頂いただきまする。語り事が尽つきればわたくしの役目も終いにございます。どうかこれより先の語り事は皆みな様の目と耳でお確たしかめくださりますよう。




　語るまでもございませぬが、わたくしが帰京した際さいの小こ町まち殿どのとのやり取りを結びとさせて頂きまする。

　やおよろず神しん議ぎ会かいの門もん戸この前にて一度深しん呼こ吸きゆうをし、意を決して中に飛び込みますれば所長席の横でいつもの如ごとく『日にち常じよう業ぎよう務む』に没ぼつ頭とうなさる我が麗うるわしの小町殿の姿すがたがあり申した。またしても目の遣やり場ばに困るほどの扇せん情じよう的てきなお姿にてわたくしを誘ゆう惑わくなさる。分かってはいるのでございますが、わたくしの視し線せんも思考も小町殿に釘くぎ付づけにございます。



「………」

「お帰りなさい。じんえい君、ご苦労さまでした」

「これ、ルームランナーって奴やつですか？」

「ええ。いいでしょう？　なかなか良い運動になるのよ」


　電源を切り、流れ伝う汗あせを拭ぬぐう仕草がまた艶なまめかしい。いやはや、鼻の下が伸のびてしまうのも致いたし方かたありますまい。ヘッポコ様、どうかお叩たたきなされるな。

　小町殿のお尻しりを、いえ、後を追いかけて所長席の前にて向かい合い、いくつもの労ねぎらいのお言葉を賜たまわりましてから本題に入られます。



「カグツチさんから御礼状が届とどいています。わたしも目を通したわ。じんえい君、本当に頑がん張ばったみたいね。とっても偉えらいわ」


　ぞくぞくと背せ中なかを駆かけるものがございます。小町殿のハスキーボイスは大人の色いろ香かを漂ただよわせて候そうろう。反はん則そくにございますですよ、まったくもう。



「それと、町内会や観光協会からもお礼の電話を頂きました。わたしも鼻が高いです。それから、」


　小町殿から手て渡わたされた迦カ具グ土ツチ様からの御礼状を拝はい見けんいたします。社交辞じ令れい的てきな文もん句くが並ならび、そこかしこにお慶よろこびの気持ちが綴つづられておりました。なんとも勿もつ体たいのうございます。誠まことに有あり難がとうございます。

　しかし、以下の文章にて体が石の如く固まり申した。



『───追つい伸しん。霊れい力りよくを制せい御ぎよできた暁あかつきには人じん永えいさんとの約束を果たしに伺うかがいます。それまで浮うわ気きしないでくださいね♡　かしこ』

「じんえい君」

「はいぃ！　なんでしょうか!?」


　笑みを浮うかべまする小こ町まち殿どののお顔が恐おそろしく見えるのは気のせいでございましょうか。流れ出る汗あせが止まりませぬ。

　小町殿は一枚の紙をひらひらと見せつけなさいます。



「これ、なあに？」


　そこには『請せい求きゆう書しよ』の三文字が輝かがやいてございます。但ただし書がきには「宴えん会かい費ひ」と続いております。げっ!?



「カグツチさんが電話で漏もらしていたわ。酒代までは負ふ担たんしきれませんって。一体どれだけ呑のんだのかしら？」


　うふふと笑う声は、意地の悪い最高神のものに大変よく似にておられます。って、頭上でコロコロ笑う貴女あなた様のことでございますよ！

　うわばみはアマテラス様でございます。迦カ具グ土ツチ様もお人が悪い。アマテラス様へのちょっとした報ほう復ふくなのでございましょうが、お叱しかりを受けるのはわたくしなのでございますよ。泣なきっ面つらに蜂はちとはこのことでございます。



「それと、じんえい君」

「まだ何か!?」


　一いつ刻こくも早く逃にげ出だしたい心しん境きようではございますが、小町殿の視し線せんからは逃のがれること適かなわず。もういっそのこと煮にるなり焼くなりお好きになさりますよう。



「次のお仕事と休きゆう暇か、どっちが欲しい？」

「……………きゅ、」


　いやいや待て待て。早まるな、わたくし。ここで「休暇が欲しい」なんて言えば小町殿に呆あきれられるだけ。予算に関してあれだけ口うるさく言われたというのにこの失しつ態たい。挽ばん回かいするチャンスを自ら振ふってはなりますまい！

　などと考えている間にも、小町殿は次のお役目の準じゆん備びに取りかかりなさる。ひとまず、これで諸もろ々もろの失態には目を瞑つぶりましょうという小町殿のお心こころ遣づかいを有あり難がたく頂ちよう戴だいいたします。兎とにも角かくにも、早くこの場から逃れとうございました。迦具土様との色事を根ね堀ほり葉は堀ほり訊きかれまするは心労を増ふやすばかりにございますので。

　投げて寄越された書類を手に、わたくしは事務所を出て行くのでございます。



「頑がん張ばってね。期待しているわ」


　励はげましのお言葉はプレッシャーにしかなりませぬ。

　電車に揺ゆられ目的地を目指します。次の案件は恋愛成じよう就じゆの神様を現げん界かいさせるというもので面めん倒どう臭くさいことこの上ないのでございました。

　こうして、わたくしの旅はもうちょっとだけ続くのでございます。しかし、もはや語ることはございませぬ。あと一ひと度たび案あん件けんを片かた付づけた暁あかつきには「やおよろず神しん議ぎ会かい」を退たい職しよくする所しよ存ぞんにございます。依い願がん退職と懲ちよう戒かい免めん職しよくでは雲うん泥でいの差にございますので、もうしばらくの辛しん抱ぼうです。

　と、携けい帯たい電話にメールが届とどいて候そうろう。

　開いて見るや、小こ町まち殿どのからの便りあり。



『次も無事「済さい世せい」できたらゆっくり話し合いましょう。わたしたちの将来について』


　なんとも意味深なお言葉にございます。

　いやいや、騙だまされますまい。これが小町殿の手なのでございます。どうせ将来と言っても「次の案件について」などと言ってかわされるのが関の山。

　品しな部べ人じん永えいは確かつ固ことして小町殿と闘たたかっていく所しよ存ぞんにございます。



「わたしたちの将来って、──くふふふふ」





　そう。語る噺はなしはこれより先も尽つきませぬ。

　わたくしの旅は始まったばかり。『語り部紀行』はまだまだ続くのでございます。



「──────って、続くのかよ!?」




「あい♪」





（了）








　　あとがき







　初めまして。山口幸三郎と申します。

　初めて小説を書いた日のことはよく憶おぼえていませんが、動機だけは思い出せます。

　大学に通い、バイトに明あけ暮くれ、友人たちと遊び回っていました。それなりに楽しい日々を送っていたのに、満たされない。一人きりになるとやることがなく、思っていたよりも無む趣しゆ味みであった自分にびっくりして、これじゃあ満たされねえよなあ、と思い。

　小説を書きました。

　で、現在に至いたります。

　完全に「暇ひま潰つぶし」で始めた小説でしたのに、いつの間にやら「仕事」になってしまってびっくりです。それまで何度か挫ざ折せつしたと思うのですが、憶えていません。辛つらい記き憶おくは自動消しよう去きよされてしまったようですね。

　そりゃそうです。〈選考委員奨しよう励れい賞しよう〉という身に余あまる賞を賜たまわったのですから。辛いときの記憶なんて吹き飛びます。しかも〈奨励賞〉！　「頑がん張ばれよ」と背せ中なかを押おしてくれているのに過去を振ふり返かえってどうする。前進あるのみです。

　しかし、ちょっとだけ振り返ってみる。いやほんと、人生ってわからないものです。

「暇潰し」に手を出してみたのが小説じゃなかったら。そもそも暇じゃなかったら。こうして『あとがき』を書く自分は存そん在ざいしなかったのだと思います。




　私の人生は私一人で作られたものではありません。

　私が小説家になれたのは、この作品が本となって世に出るまでに至いたったのは、多くの方々の支ささえとご尽じん力りよくがあったからこそです。

　以下、謝しや辞じを述のべさせて頂いただきます。

　かけがえのない友人たちへ。引きこもっている私を遊びに連れ回してくれたこと、フットサルに誘さそってくれたこと、色んなゲームを勧すすめてくれたこと、本当にありがとう。

　大学の先輩方・後輩たち・教授へ。物語を書くための知ち識しきを与えてくださったこと、支えてくださったこと、深く感かん謝しやしております。

　お店の常じよう連れん客きやくのオジサンオバサンへ。叱しつ咤た激げき励れいしてくださったこと、心よりお礼申し上げます。

　それから。

　一番身近で支えてくれた家族に。ありがとう。

　選考委員の先生方、編集部の皆みな様、選考に携たずさわった多くの方々に、厚くお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

　編集部の荒木さま、湯澤さま、江原さま。お三方がいらっしゃらなかったら、今の私はありませんでした。本当に、本当に、ありがとうございました。

　イラストを描かいてくださった天草帳先生に厚くお礼申し上げます。今後もよろしくお願いいたします。

　感謝の言葉すべてを書き上げることができないのが残念でなりません。まだまだ多くの方々に伝えたい感謝がございます。それは会ったときに直ちよく接せつ言わせて頂いただきたいと思います。




　そして、この本を手に取ってくださった貴方あなたに最大級の感かん謝しやを。

　この物語を差し上げます。受け取ってください。





２００９年　春　　山口幸三郎
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山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう

１９８３年５月創業。現在、福岡にて店舗を構える。

営業時間：午前８時～翌午前２時（平日）。定休日：不定休。現在屋号を『山口幸三郎』と称し、稚拙な文章で作家業を営んでおります（ライトノベル始めました）。お客様のご来店を心よりお待ちしております。
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天あま草くさ帳とばり

しがない絵描き天草帳と申します。萌とエロが大好物です。

密かに一人悶々とするのが大好きです。今一番したい事は、ハングル勉強して韓国行きたいです。









[image: ]電撃文庫





神かみのまにまに！




～カグツチ様さまの神かみ芝し居ばい～








山やま口ぐち幸こう三ざぶ郎ろう
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